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Prologue




　女の子は、年頃になったら運命の人と巡めぐり合い、みんなに祝福されて幸せな結婚をする。

　それは私にも当てはまるセオリーだと思っていた。

　私の両親はお見合いで、恋人らしい期間のないまま、出会って三ヵ月で結婚している。それでもひとり娘の私をなに不自由なく幸せに育ててくれたから、私も出会いの形や恋愛過程にこだわりはない。

　どんな形であれ、結婚してやがて子を生なし、温かい家庭を築く……それが、小さい頃から私が漠然と描いてきた、普通だけど極上の幸せ。

　そしてその幸せは、夫婦の営みを越えたその先にある。

　結婚初夜、それが私が願う幸せのスタートライン――。

　だから今日、私、藤ふじ崎さき改め瀬せ名な凛りん花かは朝から尋常じゃないほど緊張していた。

　結婚式ですら一日休暇を取れないほど多忙なお相手の意向で、夕刻、互いのごく身近な人だけを招いたささやかな結婚式を執とり行った。

　披露宴は日を改めることになっていて、食事会もなし。

　簡単な挨拶と後片付けを終えると、日が暮れて早々、新居に入った。

　夕食は後回しで、今日から私の旦那様になる十歳年上の瀬名奎けい吾ごさんに、「シャワー浴びてこい」と勧められた。

　私がシャワーを終え、背中半分の長さがある焦こげ茶色の髪をタオルで拭いながらリビングダイニングに戻ると、奎吾さんはソファにいた。

　彼は先に入浴を済ませていて、さらりとした癖くせのない髪はもうすっかり乾いている。

　私は手を止めて、そっと近付いてみた。

「奎吾さん？」

　正面に回り込もうとして、口を噤つぐむ。

　彼の切れ長の目元、男の人にしては長い睫まつ毛げが伏せられていたからだ。

　普通にしていても、とても雰囲気がある人だ。わずかに傾いた寝姿まで絵になる。

　常に厳しく眉間に皺しわを寄せている印象が強いけど、今はそれも解ほどけている。綺き麗れいにセットされていた前髪が額に下りているせいかリラックス感が漂い、表情もちょっぴり幼くなって新鮮だ。

　仕事柄、なかなか気を緩められない奎吾さんでも、眠ってる間は無防備になれるのかな。そう、眠ってると……。

　私は自分の思考につられて、反射的に壁時計を見た。

　私がバスルームに入ってから、すでに五十分経過している。

　この入浴は初夜の準備だから、少しでも粗相があってはいけないと髪も身体も念入りに洗った結果、結構長風呂になって、その間に眠ってしまったようだ。

　どうしよう。疲れてるかな。声をかけていいものかと逡しゅん巡じゅんしていると。

「凛花、こっちに」

　奎吾さんは、起きていた。

　私の気配を察知していたようで、ソファから立ち上がり、私の横を擦り抜けていく。

　寝室の前で足を止め、ドアに手をかけながら私を振り返る。

　――もしかして、もう……？

「はっ……はい」

　予想以上に早い初夜の開始に、私の返事は裏返った。

　もともとあまり表情を動かさない人だけど、素っ気ないくらい淡々としているのは、私のお風呂が長すぎて待ちくたびれたからかも。

　いけない、急がなきゃ。

　でも、心臓は口から飛び出しそうなくらい激しく跳ね上がっているし、顔にも頭にも血が上る。

　長風呂で身体が温まりすぎて、のぼせそうだ。

　集中していないと、右手と右足が一緒に出て、ぎくしゃくしてしまう。

　それでもなんとか彼の前まで進んだものの、

「中へ」

　背中を押して促され、足がもつれた。

　ここで転んだら、新妻として無様すぎる……。

　緊張と気負いで足が竦すくみ、膝がガクガク震えた。

　彼に抱かれた肩も縮こまってしまう。

　ドア口からほんの数メートルの、大きなキングサイズのベッドに辿たどり着いた時には、せっかくお風呂で磨みがき上げた肌に、じっとりと汗が滲にじんでいた。

「座って」

　短い命令に、条件反射で、ベッドサイドに浅く腰かけた。

　肩を力ませ、おずおずと顔を上げる。

「あの……奎吾さ」

「いいか？　するぞ」

「っ……！　は、はいっ……」

　普段の大人でインテリジェンスな彼からは想像もできない、直情的な開始の合図に、ドッキンと心臓が跳び上がった。

　奎吾さんは、私の腰の横に片膝をついた。

　私の両肩に手をのせると、自分の体重を使ってゆっくり私を倒す。

　ふたり分の重みを受けて、ベッドがわずかに軋きしんだ音を立てた。

　私は仰あお向むけになって、まっすぐ天井を仰いでいた。

　やや落とした明かりは柔らかく、眩まぶしくはない。それでも何度も瞬きをして目を凝らす私の視界は、覆おおい被さってきた奎吾さんに占領された。

　私は彼の長い四し肢しに囲い込まれた体勢だ。

　背に明かりを浴びた彼の顔は、下からだと陰って見える。

　奎吾さんが口数少なく落ち着き払っているから、圧倒的に大きなものに征服されたみたいな気分で怖い。

「あ、あの。けい……」

　どうしてだか危険な予感に襲われ、身を竦めながら呼びかける途中で、私に降る彼の影が色濃くなっていくのに気付いた。

　あ、と思った時には、彼の額に落ちる漆しっ黒こくの髪が、私のまだ湿った前髪を掠かすめていて……。

　唇に触れた少し乾いた感触に、ビクッと身体が強張った。

　大きく見開いた瞳いっぱいに、彼の美しく整った精せい悍かんな顔が映り込む。

　――キス。

　キスなら、さっき結婚式でもした。

　羽根が掠めたくらいですぐに離れていったから、温もりすら伝わってこなかった。

　それが私の人生初めてのキスだったけど、今はあんなちょっぴりじゃなく、しっかり重なっている。

　神様の前での儀式とは違う、ちゃんと大人のキス――。

　彼の男らしい薄い唇が、私の小さな唇を跳ねるように啄ついばむ。

　優しい感触に、私の胸はドキドキと弾んだ。

　心臓が壊れそうで、無意識に固く目を閉じ……。

「っ、んっ、んんっ……!?」

　壮大な交響曲の転調を彷ほう彿ふつとさせる感覚の変化に、私はバチッと目を開けた。

　口の中で、縦じゅう横おう無む尽じんに蠢うごめくもの……これは、奎吾さんの舌？

　凶暴に獰どう猛もうに動く生き物みたいなそれに、舌の付け根から根こそぎ搦からめ捕とられて、呼吸もままならない。

「ん、ふっ……ふぁ……」

　心臓は、もはや早鐘のように打ち鳴っている。

　熱くて苦しくて、脳血管が破れそうなくらいのぼせ上がる。

　初めてのキスから、初めてのディープキス。

　今日一日で怒ど涛とうのように襲いかかる初めての波に、緊張や恥ずかしさを押し退のけ、恐怖が台頭してくる。

「や、嫌、奎吾さ……！」

　圧のしかかってくる彼の引き締まった厚い胸板に、とっさに両手を置いた。

　力を入れようとすると、腕が小刻みに震える。

　激しいキスは、どれくらい続いたのか。

「は……」

　奎吾さんが短い吐息を零こぼして唇を離した時、私の息はすっかり上がっていた。

　生理的に目尻に滲んだ涙が、こめかみに伝い落ちる。

　荒い息を整えようとするのに、身体の痙けい攣れんが止まらない。

　奎吾さんが、くっと眉根に力を入れた。

「震えてるな」

　このくらいで不ふ甲が斐いない新妻を、抑よく揚ようのない口調で咎とがめているのかと思った。

「ご、ごめんなさ……」

「嫌か」

　謝罪を阻む短い問いに触発され、ゾクゾクと身体が戦慄わななく。

　違うと答えたいのに、声帯が締めつけられたみたいに、声にならない。

「……はっ」

　なにをどう解釈したのか、奎吾さんは物憂げに顔をしかめて、短く浅い息を吐いた。

　忌いま々いましそうな吐息にギクッとして、私はガチガチに強張ってしまう。

　奎吾さんは私を見下ろして、無言でかぶりを振った。

「凛花。こ……」

　なにか言いかけたタイミングで、寝室に機械的な音が響いた。

　奎吾さんが、自分のスラックスのポケットに目を落とす。

　私も音の出所を探して、そこに視線を動かした。

　奎吾さんは床に下り、ベッドサイドに腰かけた。私が上体を浮かせて目で追う中、ポケットからスマホを取り出し、顔色も変えずに指を滑らせる。

「もしもし。瀬名だ」

　電話だったようだ。

　相手の声が大きくて、《管理官、休暇中に申し訳ございません》と漏れてくる。

　電話口で敬礼していそうなやり取りを聞かなくても、相手が仕事の部下なのは察せられた。

「ああ……」

　奎吾さんは私を肩越しに一いち瞥べつしただけで、ギシッとベッドを鳴らして立ち上がる。

「構わん。用件は？」

　彼も声が漏れるのを気にしたのか、ドア口の方にスタスタと歩いていってしまう。

　リビングに出ていく背中を見送りながら、私はしっかりと起き上がった。

　ドアは薄く開いたままで、電話に応答する彼の声が、途切れ途切れに聞こえてくる。

　胸が上下するほど乱れていた息は整い、私は徐々に平静を取り戻していった。

　彼の眉間に刻まれた皺から漂った不機嫌に怯ひるみそうになるのを堪こらえて、胸元の服を握りしめる。

　奎吾さんが戻ってきたら、今度は怯おびえてないで、ちゃんと妻の務めを果たさなきゃ……。

　先ほどまでとは別の意味で緊張を強めながら、彼の戻りを今か今かと待ち構える。

　それほど待たずに、電話を終えた奎吾さんが寝室に戻ってきた。

「あの、奎吾さん」

　私はベッドの上で跳ね上がって正座して、意気込んで呼びかけた。

　なのに。

「悪いが、これから仕事に出る」

「え？」

　淡々と声を挟まれ、意表をつかれて聞き返した。

　奎吾さんは私に背を向け、大きなクローゼットを開けた。そこから、クリーニング済みのワイシャツを取り出す。

「帰りは何時になるかわからない。お前は部屋に戻って休め」

「え？」

　私の視線に構わず、ラフなＴシャツを裾から捲まくり上げて脱ぎ捨てた。

「きゃっ……」

　いきなり目の前で脱がれ、私は慌てて両手で顔を覆った。

　奎吾さんは長身で、服を着ているとほっそりして見えるのに、幼い頃から武道で鍛え抜かれた身体は見事だ。余計な肉はどこにもなく、筋肉が浮き出て引き締まった背中が、ヨーロッパの有名な彫刻みたいに綺麗――。

　目にしたのはほんの一瞬なのに、あまりに美しくて網膜に焼きついてしまった。

　またしても、今までとは違うドキドキで心臓が騒ぐ。

　奎吾さんはなにも言わず、ただ衣擦れの音だけが続く。

　私は、恐る恐る顔から手を離した。

　奎吾さんは、黒いスーツのスラックスに着替えていた。

　糊のりの効いた白いワイシャツの裾を入れ、ベルトのバックルを締めたところだった。

　袖のカフスボタンを留めて、クローゼットから結構適当にネクタイを引っこ抜く。

　首にかけ、慣れた手つきでネクタイを結ぶと。

「お休み、凛花」

　最後にちらりと私に視線をくれただけで、颯さっ爽そうと出ていってしまった。

　置いていかれた私は、言われた通り自室に戻るか、このまま彼のベッドで待っているか、新妻としてどちらが正解か考えた。

　奎吾さんの仕事は不規則で、夜中に帰ってきた時に私の眠りを妨げてはいけないからと、私に部屋を用意してくれた。自室にはベッドもある。

　彼が今日何時に帰ってくるかわからないとはいえ、私は自室でのうのうと寝ていていいのだろうか。

　今夜は結婚初夜だ。旦那様は仕事を優先して出ていってしまったけど、帰ってきたら仕切り直しをするはず。

　怯まないように、震えないように、奎吾さんが帰ってくるまでに落ち着かないと。

　私は自室に戻らず、彼のベッドでうずくまったまま、必死にリラックスしようと努めた。

　だけど、朝から緊張を張り巡らせて、結婚式をやり遂げた後だ。

　私の神経は、なによりも疲労感に支配され、いつの間にか眠ってしまっていて――。




「ん……」

　目を覚ました時、私は自室のベッドでちゃんと布団をかけていた。

　窓のカーテンは閉められていたけど、向こう側は明るく、すでに朝を迎えたことがわかる。

「奎吾さん……」

　私は無意識に彼の名を口にしながら、身体を起こした。

　奎吾さんの寝室で帰りを待っていたはずなのに自分のベッドにいるのは、彼が帰ってきて運んでくれたからに違いない。

　私はベッドから下り、部屋を出た。

　寝室に行くまでもなく、リビングのソファで彼を見つけた。

　昨夜出ていった時と同じスーツを着ていて、ネクタイを緩めただけの格好で眠っている。

　いつ帰ってきたんだろうとか、どうして起こしてくれなかったんだろうとか、いろんな疑問が胸をよぎったけれど、なによりも自分への不甲斐ない思いが勝った。

　私は、眉間に皺を寄せて眠る彼の寝顔を見下ろしてから、ぼんやりと大きな窓を見遣った。

　リビングの壁一面の窓にカーテンはなく、明るい日が射している。

　奎吾さんは私を部屋に運んでくれたのに、なぜ自分はベッドで休まなかったのか。

　様子を見る限り、夜中の呼び出しで疲れていて、寝室に戻るのも億おっ劫くうだったという感じだ。

　なのに私は、結婚初夜……妻として最初の務めを果たせなかったどころか、彼の手を煩わずらわせて寝入っていただなんて。

　情けなすぎて泣きたくなって、奥歯を噛かみしめて堪える。

　初夜とは言えないけど、今夜こそ。

　今夜は絶対、立派に務めを果たさないと――。




　でも、流れた初夜のやり直しはなかった。

　今夜こそ、という気負いは果たされないまま、私の胸で燻くすぶり続け――初めての結婚記念日を迎えようとしている。










憂える




　十月の第二土曜日。

　朝から気持ちのいい快晴の空の下、東とう京きょうでも屈指の高級住宅街、高輪たかなわにある豪邸の前庭に、たくさんの人が集っている。

　大正時代から代々受け継がれてきたという、博物館のような立派な洋館は、日本の警察界のトップを歴任してきた名門一族・瀬名本家の本邸だ。

　今日は警察庁長官を務めた経歴を持つ先代、瀬名家長老の卒そつ寿じゅのお祝い会が開かれている。

　瀬名家は警察界のみならず、財政界とも長年に亘わたる太いパイプがあり、手入れの行き届いた広い庭園を埋めるのは、そうそうたる顔ぶれだ。

　内閣総理大臣を筆頭に、各省庁の大臣に、経済界の重鎮の姿も確認できる。

　現当主である前警視総監が夫人を伴い、シャンパングラスを片手に挨拶に回り、至るところで足を止めて歓談している。

　主役の長老は車椅子に座り、直射日光を避けた木陰で秋風に吹かれながら、みんなの様子を目を細めて眺めている。

　御年九十歳。

　私が生まれる前に警察界を勇退されているものの、羽は織おり袴はかまを纏まとった悠ゆう然ぜんとした居住まいは、今でも威厳たっぷりだ。

　長老の前には、招待客がひっきりなしに挨拶に訪れていたけれど、

「凛花、お前の旦那はどうした」

　客足が途切れたところで、ご機嫌伺いに来てそのままそばに付き添っていた私に、声をかけてくださった。

「こんな賑にぎやかな場で、可愛かわいい妻をほったらかしとは。梗きょう平へいは相変わらず瀬名の異端児だなあ」

　ひょいと仰ぎ見られ、私は眉をハの字にしてぎこちない笑みを浮かべた。

「お祖父じい様、私は……」

「弟の方はどうした。純じゅん平ぺいも仕事か？」

　返事に困り、笑顔のまま固まる。

　梗平、純平とは、奎吾さんの従兄弟いとこで、瀬名本家のご兄弟だ。

　私の実家は政治家や官僚が多い家系で、瀬名一族とは古くから付き合いがある。

　私は現総務省次官の父に連れられ、幼い頃からこういった催しに出入りしていたため、奎吾さんの他の一族の方々とも面識がある。

　長老も私を覚えていて、今でもこうして可愛がってくださる。

　けれど、お身体は健やかでも年相応の物忘れが見られ、どうしてだか、私のことを梗平さんの妻だと思っているよう。

　梗平さんは、瀬名一族の本家嫡男だ。奎吾さんよりひとつ年上だけど独身だから、もしかしたら序列とかが関係しているのかもしれない。

「ええと……」

「お祖父様、こんにちは。卒寿のお祝い申し上げます」

　私がなんと説明しようか言い淀よどんでいると、前方から黒いフォーマルスーツに身を包んだ男性が近付いてきた。長老もその声に反応して、「おお」と目元を綻ほころばせる。

「拓たく哉やか。大きくなったなあ」

「……祖父ちゃん、俺もう三十二なんだけど」

　朗らかな笑顔をひくっと引き攣つらせるのは、朝あさ峰みね拓哉さん。

　瀬名一族の中では、本家からの分家筋に当たる。彼もまた、奎吾さんの従兄弟だ。少し下がり気味の目尻が柔らかい印象で、警視庁捜査一課の敏腕警視とは思えないほど、気さくで人当たりがいい。

「お前、こんなところで、なにを油を売っておる。ミッドナイトの捜査はどうなってるんだ？」

　長老が一瞬前とは一転して、顔をしかめた。

　ミッドナイトという言葉は、私もニュースで聞いたことがある。

　東南アジア諸国に複数の拠点を持つ国際麻薬密売組織で、この春先に日本でも数人のバイヤーが検挙され、ニュースを賑わせていた。

　長老の口ぶりからすると、拓哉さんが担当する事件のようだ。

「たった今、純平さんは仕事かって、凛花ちゃんに不満たらたらだったでしょうが。せっかくのお祝いの日に、どうして俺には仕事させるの。そんな邪険にしなくていいでしょ」

　彼はヘラッと笑って返してから、私に目を動かした。

「久しぶりだね、凛花ちゃん。ちょっと見ない間に、随分と大人っぽい美人さんになったね」

「こ、こんにちは、拓哉さん。過分なお言葉、恐縮です……」

　私は額に変な汗を掻かいて身を縮めた。

〝大人っぽい〟も〝美人さん〟も、二十四歳で童顔の私には、あまりにそぐわない褒め言葉。

　もちろん、ただのリップサービスとわかっているけど、普段から気にしていることだから、お世辞でも嬉うれしい。

　私は頬をほんのり染めながら、自分の格好を見下ろした。

　奎吾さんは拓哉さんと同じく瀬名一族の分家筋だから、私も一応親族だけど、このお祝い会ではゲストという立ち位置。

　今日は準礼装の色留袖を着ている。

　地色が薄い橙だいだい色で、裾が御所車の柄の着物にしたけど、ただでさえ華やかではない顔立ちだし、子供っぽくなった感が否めない。

　やっぱり、もっとシックな色合いにすべきだったかなあ……。

　職業柄、観察眼の鋭い拓哉さんは、私がなにを思って表情を曇らせたか、ピンときたようだ。

「とても似合ってるよ」

　そう言って、にっこり笑う。

「男はブラックスーツだしね。奎吾さんの隣に立てば、可か憐れんな華になること間違いなし」

「お前は相変わらず口ばかり達者だな」

　先ほどの『そんな邪険にしなくていいでしょ』という嫌みは聞こえなかったか、スルーしたか……長老が呆あきれ口調で挟んできた。

「凛花、いいか。お前はこういう口先だけの男に、誑たぶらかされてはいかんぞ」

「祖父ちゃん、大丈夫だよ。奎吾さんの奥様になった凛花ちゃんを誑かそうなんて、命知らずはいないだろうし」

　いくら孫でも、偉大な長老相手に礼儀知らずとも言える砕くだけた言葉遣いに、私はハラハラしてしまうけど、

「なに？　奎吾？」

　長老は『ほ』と口を丸くして、目から鱗うろこといった顔をした。

「凛花。お前、梗平じゃなく奎吾の嫁になったのか！」

　去年の結婚式でも、その後のお披露目会でも、ちゃんと奎吾さんとふたりで挨拶したのに、心底驚いた顔にもはや微ほほ笑えむしかない。

「はい。私、奎吾さんと……」

「凛花、そんな一生懸命説明しなくていい」

　改めて長老に説明しようとする私の肩を、後ろから誰かが掴つかんで止めた。

「次に会う時、祖父さんにとってお前はまた梗平さんの嫁だ。そう思わせておく方が親切だ」

「っ、奎吾さん」

　私が振り仰ぐと、奎吾さんは肩から手を離した。キビキビとした所作で長老に向き合う。

　長身の上にもともと姿勢がいいから、凜りんとした佇まいはとても優雅で洗練されている。

　ついつい見み惚とれてしまう私をよそに、奎吾さんは背筋を伸ばして長老に敬礼した。

「お祖父様、卒寿のお祝い申し上げます」

「奎吾か。お前も随分大きくなったな」

「ええ。私ももう三十四で、警視正ですし」

「その上、凛花を娶めとったか。これでお前の人生もキャリアも、向かうところ敵なしか」

　ふぉっふぉっと引き笑いする長老に、奎吾さんがピクリと眉を動かした。

「……ありがとうございます」

　静かに目を伏せ、一歩下がる。

　そして。

「拓哉。向こうで純平が捜していた」

　拓哉さんに横目を流し、その方向を軽く顎先で示した。

「え。純平さん、祖父ちゃんには先月挨拶したから、今日は来ないって……」

「本家の次男が、仕事にかまけてすっぽかすわけにいかないだろう。俺が警視庁から、縄で結わえて連れてきた。『十五分だけだ』とご立腹だから、早く行ってご機嫌取れ」

「……どうせなら、最後まで責任持って縄くくっておいてほしいですね」

　物騒なことをさらりと言って退ける彼に、拓哉さんが唇の端をひくつかせた。

　奎吾さんが、ふんと鼻で笑う。

「お前は純平の腹心の部下だ。そのくらい朝飯前だろ。だが俺は、純平も一課もお前も天敵だ」

「仲良くやりましょうよ、捜査二課管理官殿」

　拓哉さんはそれほど深刻な様子もなく、やれやれとばかりに溜ため息をつき、ひょいと肩を動かす。

　本家次男の純平さんは奎吾さんと同い年で、共に警察庁所属の警視正だ。奎吾さんは警視庁捜査二課、純平さんは捜査一課に出向中で、管理官を務めている。

　捜査一課と二課が犬猿の仲という噂うわさはよく聞くけど、ふたりの会話を耳にする限り、あながち間違ってもいないのかも。

　私にとっては警察あるある的なふたりのやり取りも、長老には馴染みの光景なのか、面おも白しろそうに引き笑いを続けている。

　会話の内容はともかく、三人の様子は傍はたから見れば和やかだ。

　彼らの空気に引き込まれて顔を綻ばせた私に、奎吾さんが視線を戻す。

　意図せず目が合いドキッとしたものの。

「あ、あの。奎吾さんもお仕事の途中ですよね？」

　私が取り繕って訊ねると、「ああ」と短い相あい槌づちが返ってきた。

「俺も純平と一緒に切り上げる。凛花、悪いが……」

　奎吾さんは時間を気にして、スーツの左袖を摘つまんで高級腕時計を覗のぞかせ――。

「っ、凛花」

「きゃっ……!?」

　突然彼に肩を抱き寄せられ、私は足をもつれさせてつんのめった。

　彼のスーツの胸元にトンと額がぶつかり、心臓が跳ね上がる。

　いきなりの行動に、どぎまぎしたものの、

「ん？　ああ、これは失礼失礼」

　背後からやや呂ろ律れつの怪しい男性の声がして、そっと振り返った。

　真っ赤に染まった顔に淀よどんだ目。絵に描いたような千鳥足。どうやら相当酔っているみたいで、私にぶつかりそうだったのを、奎吾さんが庇かばってくれたらしい。

　年の頃は三十代後半。私には見覚えのない顔だったけど、男性は私を見知っているようで。

「おや、藤崎総務次官のお嬢さんでは？　こんなところでお目にかかれるとは！」

　男性は手にしたグラスを中身が零れそうなほどゆらゆらさせて、目の焦点を合わせようとしてか、私の方にグッと顔を突き出してくる。

　ギョッとする間もなく、お酒臭い息に鼻先をくすぐられ、

「ひゃっ……」

「今は私の妻です」

　私がとっさに肩を竦めると、奎吾さんが腕に力を込め、男性を避けるように私ごと身体の向きを変えた。

「んー？　誰だ、お前は……」

「あーっ佐さ藤とう秘書官。だいぶ飲んでらっしゃいますねえ。瀬名奎吾さんがわからないとは」

　奎吾さんに詰め寄ろうとする男性との間に、拓哉さんが割って入ってくれた。

「ちょっと向こうに行って酔い醒さましましょうか。お供しますよ」

「お前も誰だ」

「瀬名分家の朝峰です。あ、思い出さなくていいので、さっさと行きましょう。さっさと」

　虚うつろな目で首を捻ひねる男性の腕を取ると、拓哉さんは私たちに軽く目配せする。

　奎吾さんは、黙って頷いて応じた。

　拓哉さんが男性の手からさりげなくグラスを抜き取り、その背を押して離れていくのを目で追って、ふうと声に出して息を吐く。

　そうして私の肩から手を離し、

「衆議院の田た中なか代議士の秘書官だ。酒好きで女癖が悪く、二回結婚、二回離婚している。あれでも普段は有能なんだろうが」

　忌々しげに顔を歪めながら、そう教えてくれた。

「そうなんですね」

　私はまだドキドキしながら、とりあえず胸を撫で下ろした。

「招待客の中にもああいう輩やからはいる。お前を見知っているようだし、ひとりでいてはまた絡んでくるかもしれない。やっぱり俺もここに残って……」

「そんな！　私なら大丈夫ですから、お仕事に戻ってください」

　私は慌てて首を横に振った。

「だが」

「本当に。ご親族方への挨拶と、お開き後のお手伝いもお任せください」

　不本意そうな表情の彼に、胸を張ってみせる。

　奎吾さんは無言で顎を撫でている。

　私、そんなに危なっかしく見えるのかな……。

「それに、お祖父様も一緒ですから」

　私がそう付け加えると、奎吾さんは車椅子の長老に目を落とした。

　そして。

「デキた妻で助かる。だが、くれぐれも気をつけて」

　眉間に深く刻まれた皺を解き、目尻を下げて私の頭にポンと手をのせた。

　些さ細さいな仕草にも、私の胸は条件反射できゅんとときめく。

　だけど彼はサッと手を引っ込め、再び左手首の腕時計に目を落とした。

「終わる頃、迎えに来る」

「え？」

「着物じゃ帰るのも大変だろう」

　そう言って、私の返事を待たずに長老に向き直る。

「ではお祖父様。申し訳ありませんが、これで失礼します」

　長老に丁寧に断ってから、拓哉さんと同じ方向にスタスタと歩いていってしまった。

　高級なスーツがよく似合う、広い肩、大きな背中――。

　見えなくなるまで見送ってから、私は俯うつむいてかぶりを振った。

「過保護だな。お前の旦那は」

　声につられて目線を流すと、長老もまた奎吾さんを目で追っている。

　私は気を取り直して、ぎこちなく微笑んだ。

「お祖父様。よかったら少し動かれませんか？　私、お供しますから」

　腰を屈かがめて声をかけ、車椅子の後ろに回った。プレーキを外し、ゆっくり押して庭を歩く。

　すると。

「凛花、お前は幸せか？」

　突然脈絡もなく問われ、虚を衝かれた。

「え？」

　足を止め、短く聞き返す。

「あの男の嫁になって、幸せか？」

　長老はなにか含んだ口調で繰り返し、肩越しに私を仰いだ。

　探るように動く黒い瞳。元警察庁長官の鋭い眼光に、反射的にギクッとして目が泳ぐ。

　だけど、長老は返事を促すでもなく、顔を正面に戻すと。

「梗平は瀬名一族に生まれながら、警察ではなく法曹界に進んだ変わり者だからな」

　腕組みをしてしれっと言って、自分で納得して何度も頷く。

　――梗平さんと奎吾さん、どっちのことを言ってるんだろう？

　私は、小さく「はは」と笑うだけで済ませた。




『終わる頃』としか言われなかったから、奎吾さんが何時に迎えに来てくれるかわからない。

　私は午後五時にお手伝いを済ませ、急いで庭に出た。

　主役の長老が屋敷に戻り、お開きになって四十分ほど経つけど、現当主ご夫妻がまだ残っている招待客と歓談を続けている。

　私は辺りを見回し、奎吾さんを捜して歩いた。

　門付近まで移動して、招待客の姿も疎まばらになった時。

「結婚されたって聞いて、本当にがっかりしたんですよ。ぜひうちの娘と縁談を、と思っていたのに」

　そんな言葉が耳に入り、何気なく顔を向けた方向に奎吾さんを見つけて、ドキッと胸が跳ねる。

「そうですか。もったいないお言葉、ありがとうございます」

　彼が向き合っているのは、シックな濃紺の訪問着を纏った、六十歳くらいの品のいい女性だ。その後ろには、鮮やかな紅色の振り袖姿の綺麗な女性がいる。

　振り袖の女性は、年配の女性の娘だろうか。二十代後半くらいで、奎吾さんを上目遣いで見つめている。

　熱っぽく、なにか未練漂うじっとりとした瞳。

　奎吾さんの視線が留まると、ポッと頬を赤らめて俯いた。

　年配の女性が彼女を振り返り、「まったくねえ」とぼやき交じりに続ける。

「この子ったら、いい年して恥ずかしがってばかりで。こうしてお会いする機会を何度も作ってやったのに、なかなか話しかけられなくて。その間に奎吾さんがご結婚されたと聞いて、ショックでしばらく食事も喉を通らなかったんですよ」

「もう、お母さん」

　振り袖の女性が拗ねたように母親の袖を引っ張った。

「奎吾さんの前でやめて」

「あら、だって……」

　声をかけられる空気じゃなく、私は近くにあった木の陰に身を寄せた。

　あんなに大人っぽくて綺麗な人が、奎吾さんに想いを寄せていたなんて……。

　驚くことではないけど、やっぱり奎吾さんってモテるんだな。

　奎吾さんは地位も名誉もある大人の男性だ。落ち着いていて、優しく頼もしい。

　女性なら誰もが羨うらやむ旦那様だと、妻の私が胸を張って断言する。

　なのに、私の方は――。

　私は顔を伏せ、自分の足元に目を落とした。

　あの女性のような、艶あでやかな紅色の着物は似合わない。

　ただでさえ十歳も年下で子供っぽい私が奎吾さんの妻だなんて、申し訳なくて胸を張れない。

　もしあの女性が積極的に話しかけていたら、彼の妻になったのはもしかして……。

　チクチク痛む胸に無意識に手を当て、

「申し訳ありませんが、妻を待たせておりますので」

　奎吾さんが母子の会話を遮る声に、ハッと我に返った。

「凛花。隠れてないでこっちに来い」

　続けて迷いのない口調で呼ばれて、ドキンと心臓が跳ねる。

「えっ……」

　反射的に顔を上げると、まっすぐ私を見ている彼の姿が目に入った。

　女性たちも、彼につられてこちらに顔を向ける。

　みんなの注目を浴びて、私は一瞬怯んだものの。

「は、はい」

　条件反射で、彼の方へ小走りした。

　俯きがちに近寄って、彼の斜め後ろで足を止める。

「妻の凛花です」

　奎吾さんが女性たちにそう紹介するのを耳にして、肩を縮めたまま目線だけ上げた。

「はっ、初めまして」

　声が上擦りそうになるのを必死に抑え、ペコッと頭を下げる。

「あ、あら……ご丁寧にどうも」

　年配の女性がちょっときまり悪そうに目を泳がせて、挨拶を返してくれた。

　娘さんの方は黙って機械的に会釈しただけで、私を探るように見ている。

　なにも言われなくても、考えていることはひしひしと伝わってきた。

　もし逆の立場だったら、多分私もこう思う。

『こんな子供っぽい子が、奎吾さんの妻……？』

　恐縮してますます身を縮める私を、奎吾さんが軽く振り返った。

「凛花、お疲れ様。手伝いは済んだか？」

　いつもと変わらない口調で問われ、弾かれたように首を縦に振る。

「それなら帰ろう。では失礼します」

　奎吾さんは女性たちに目礼して、私の肩を叩いた。

「はい。……あの、失礼します」

　女性たちからなにか言いたげな気配を感じながら、私も深く頭を下げて暇いとまを告げた。

　彼と並んで歩く私に注がれる、敵意にも近いじっとりとした視線。

　居心地悪くて、怖々と振り返りそうになりながらそうせずにいられたのは、奎吾さんが私を支えるように背を押してくれていたからだ。




　奎吾さんは私を車で自宅まで送ってくれた後、仕事に戻っていった。

　彼が仕事を終えて帰宅したのは午後十一時過ぎ。私はすでに就寝支度を済ませていた。

「お帰りなさい」

　玄関先まで出迎えると、奎吾さんが靴を脱ぎながら目線を上げた。

「ただいま」

「お疲れ様でした」

「ああ。お前も」

　自分の方こそ、ほんの十五分ほど長老のお祝い会に出席しただけで、朝からずっと仕事に追われていたのに、私を労ってくれる。

「いえ、私は全然……」

「祖父さん、お前が気に入りだから。いい祝いになったろうが、付き添いも疲れただろ？」

　私の頭をポンと叩き、横を擦り抜けてリビングに向かう。

　私は一瞬その背を見送りかけてから、黙って後を追った。

　彼に続いて室内に入ると、視界の先に開放感あるリビングが広がった。

　向こう側の壁は、一面大きなガラス張りになっている。

　タワーマンションの二十五階という高層階で、外からの視線を気にする必要がなく、月明かりを遮断するカーテンやブラインドはない。

　薄いレースカーテンも閉じていないから、東京都心の夜景を贅ぜい沢たくに一望できる。

　その広々とした空間に、アイボリーで統一された高級な家具が点在している。

　こうして眺めると、宇宙空間のようで幻想的だ。

　奎吾さんはソファの前まで行って、小さな吐息と共にネクタイを緩めた。

　私も彼の後ろで足を止め、上目遣いで窺うかがう。

　見上げる背中は、出会った時より広く逞たくましくなった。

　落ち着いた佇まいは頼もしく、そこから得られる安心感は、今も昔も全然変わらない――。

　初めて奎吾さんと会った時、私は五歳、彼は十五歳だった。

　瀬名本家で現当主の警視総監就任祝いがあって、私が父と母に連れていかれた時だ。

　会場は大人ばかりで、私は父と母にくっついているのも飽きてしまい、広い庭に出てひとりで遊び始めた。

　それがそのうち探検に変わって、庭の奥へ奥へと突き進み、やがて古い平屋の建物に辿り着いた。

　いや、その中から聞こえた、パーンパーンという竹を割るような乾いた音に導かれたのかもしれない。

　平屋の入口は開いていたので、中に入ってみた。すると、奥にあった板敷きの部屋で、全身を防具で覆い、面を被った袴姿の人がふたり向かい合い、長い棒を振るっていた。

　外で聞くより激しい音とふたりが発する鋭い声、鬼気迫った速い動きに怯み、私はその場で固まってしまった。

　それは剣道のお稽けい古こだったのだけど、当時の私はそういうスポーツがあることを知らなかった。なにかとても野蛮な戦い……いや、喧けん嘩かのように見えて、怖くて腰を抜かしてへたり込んでしまったのだ。

　長い棒――竹刀しないで打ち合っていたうちのひとりが、私に気付いた。

『ん……？　ちょっと待て』

　相手に合図して中断すると、手を覆っていた物を外しながら、袴の裾を華麗に捌さばいてこちらに歩いてきた。

　無造作に面を取り、私の前で片膝をつき……。

『お前、どうしてこんなところに？』

　面の下で髪を纏めていた手拭いを剥はぎ取り、汗で湿った前髪が一筋額に落ちた。

　その向こうから、訝いぶかしそうに私を射貫くキラリと光る黒い瞳に、私の胸がドキンと音を立てた。

　見たことがないくらい、綺麗な顔立ちの男の人に驚いた。こめかみに伝う汗まで全部ひっくるめて美しすぎて、童話の中の王子様が具現化したかと思った。

『ここは危ない。外に出ていろ』

　彼が私に言い聞かせる後ろで、『おい、まだか』と呼ぶ声がした。

　呼びかけた人もまた、面を取っていた。目の前の彼と同じ、艶つややかな漆黒の髪。

　ふたりとも印象的な鋭い切長の目で、よく似ている。

『本邸でやってる親父の警視総監就任祝いの、招待客の子じゃないか？』

　後から近付いてきたのが純平さんだと知ったのは、それからしばらく経ってからのこと。

『だったら、親が捜してるかもしれない。本家の敷地内で迷子騒ぎにでもなったら笑えないだろ。連れて戻ろう』

　そう言って私の手を引き、多くの人が集う洋館に連れて戻ってくれたのが奎吾さんだったのだけど――。

　純平さんが警視総監を『親父』と言ったから、私はこのふたりこそが瀬名本家のご兄弟で、奎吾さんのことを梗平さんと思い込んでいた。

　それが誤りだったと知ったのは、なんと、奎吾さんとお見合いしたその時のこと……。

「凛花。俺はシャワーを浴びて寝るから、お前も早く休め」

「っ、え？」

　幼い頃の淡い記憶に思いを馳はせていた私は、なにを言われたのかわからず、詰まりながら聞き返した。

「疲れただろ？　早く寝ろ」

　私の脳裏に浮かんだ中学生の奎吾さんと同じ、訝しそうな目をした今の奎吾さんが肩越しに振り返る。

　変わらない黒い瞳に射貫かれ、私の胸はドキッと跳ね上がった。

　とっさに胸に手を当てた私に、彼がますます怪け訝げんそうに首を傾げる。

「凛花」

「あ、ごめんなさい」

　私は慌てて一歩後退った。不審がられた自分を弁護しようと話題を探して、今日の帰りに会った紅色の着物の女性が頭をよぎる。

「あの……今日の人は……」

「え？」

「い、いえ！　なんでもないんです」

　つい口に出してしまったけど、奎吾さんとなにもなかったのは、あの時の彼の態度からもよくわかる。気にしすぎて詮索するようなこと、しちゃいけない。

　奎吾さんは、まだ眉根を寄せていたけれど。

「ああ、そうだ」

　首からネクタイを引っこ抜いてから、思い出したようにポンと手を打った。

「今日の着物、似合ってた」

　わざわざ回れ右をして、身体ごと向き合ってくれる。

「え？」

「地色が優しいオレンジの」

　色留袖の話題を振られるとは思わず、私は一瞬虚を衝かれた。

　昼間は、特に関心を持った様子でもなかったのに――。

「お前らしくて、とても可愛らしかった」

「あ……ありがとうございます」

　私は目尻を下げてはにかみ、お礼を言った。

　奎吾さんは、「ああ」と目を細め、私の横を通り過ぎてリビングから出ていってしまった。

　私はその場に立ち尽くしたまま彼の背中を見送り、額に下りた前髪をくしゃりと握りしめる。

「……可愛らしい、か」

　奎吾さんに想いを寄せる女性の艶やかな着物と比べたら、どうしても卑屈になってしまう。

　そのせいか、口にした呟つぶやきは、自分の耳にも自じ嘲ちょうめいて聞こえた。

　奎吾さんは、警察庁所属の警視正。一年にほんの数人しか採用されないキャリア組……いわゆる警察官僚だ。

　凶悪犯罪を扱うことで知られる警視庁捜査一課と違い、知能犯罪を担当する捜査二課に出向中。

　組織的な詐欺事件や政界絡みの汚職事件、大企業の横領事件……最新のテクノロジーや知略が緻密に張り巡らされた事件を扱う捜査官には、それを読み解く頭脳と知識が求められる。

　それ故ゆえ、捜査二課は警視庁の中でもエリート集団と呼ばれる。

　そんな二課を指揮する管理官……それが奎吾さんだ。

　超エリート警察官僚に見初められ、若くして電撃結婚。私の親しい友人たちは、そう言って羨む。

　社会的地位も抜群で大人の奎吾さんに、大人っぽくも色気もない私じゃ不釣り合いなのは重々承知しているから、せめていい妻になろうと、私はこの一年頑張ってきた。努力の甲斐あって、旦那様からも〝デキた妻〟と言ってもらえるし、世間的には夫婦円満だ。

　でも、私たち夫婦の実態は――。

　中断した結婚初夜は、流れたまま。私は夫に指一本触れてもらえず、夫婦生活は一度もない。

　もうすぐ結婚一周年だけど、完全なる仮面夫婦と化していた。




　私はひとり自室に下がり、クローゼットからフォトブックを取り出した。

　表紙は白い布打ちで、金色のカリグラフィーで〝Love, Forever〟と刻まれている。

　私の友人が、去年の結婚式とお披露目会の写真を製本して、プレゼントしてくれたものだ。

　私はベッドに浅く腰かけ、膝の上でゆっくりページを捲めくった。

　こうして見ると、奎吾さんの隣に写る私の表情はわかりやすい。

　結婚式、純白のウェディングドレスを纏った私は、緊張で硬い。

　それから一ヵ月後のお披露目会、華やかな着物に身を包む私は、やや憂いを帯びている。

　今日の私は、写真に収めたらどんな顔をしていただろう……。

　私は溜め息をついて、傍らにフォトブックを置いた。

　左手を目の高さに掲げ、薬指の指輪を天井の明かりに翳かざして、脱力気味に手を落とす。

　今日はお祝い会の手伝いで、朝から本家に行っていたから、ちょっぴり疲れた。

　この時間になると、頭がボーッとする。

『凛花、お前は幸せか？』

　ぼんやりと靄もやのかかる脳裏に、昼間長老に問われた言葉がよぎった。

　一年半前、お見合いの席で奎吾さんと向き合ったその瞬間まで、私は幼い頃本家の道場で出会った彼を、梗平さんと思い込んでいた。

〝瀬名奎吾〟さんからの求婚を、私の両親は願ってもいない良縁と断る気はなく、結婚はほぼ決定事項だった。

　私の両親もお見合い結婚だ。私は物心ついた時には、自分も両親と同じようにお見合いをして結婚するものだと思っていた。

　異論はない。だって私は、なに不自由なく育ててもらえて幸せだった。

　私もいつか子供ができたら、両親が私にしてくれたように、愛情をたっぷり注いで育ててあげたい。温かい家庭を築きたい。それが、私が当たり前だと思っていた幸せ。

　とはいえ〝瀬名奎吾〟さんは、家柄や経歴といった釣り書きが必要ないほど、私の両親がよく知る人。故に写真の提示もなく、私は彼がどんな人かわからないまま、形ばかりのお見合いに臨み……。

　――ホッとした。

　そして、跳び上がりたいくらい嬉しかった。

　だって彼は、五歳の私の手を引いてくれて、私に生まれて初めての〝ときめき〟を教えてくれた人だったのだから。

　あの後、私が瀬名家の催しに出席したのはほんの何度かで、ちょっとでも彼の姿を見ると胸が弾んだ。

　なのに、面と向かって話すことはできなかった。

　私が恥ずかしがって父と母の背中に隠れ、彼に見つからないようにしていたせいだ。

　照れて本人の前に出ることもできないのに、小学生になると、単なる憧れではなく恋心だと自覚した。

　でも、私は彼を白馬の王子様のように慕うだけ。

　奎吾さんの目に、十歳も年下で子供の私が留まるわけがない。

　淡く純粋な初恋の思い出として、今までずっと大事に胸に秘めていた。

　だから、梗平さんだと思っていた彼が〝瀬名奎吾〟さんで、お見合い相手だと理解して、放心してしまった。

　目も口もポカンと開けて黙り込んだ私を、彼は怪訝そうに見ていた。

　そんな彼に慌てて、

『すみません。私、瀬名梗平さんだとばかり思っていて……』

　私は恐縮して謝った。

　お見合いが形ばかりだった証拠に、奎吾さんはすでに婚約指輪を用意していた。

　最高クオリティのダイヤを贅沢にちりばめた、豪華だけど華きゃ奢しゃなデザインの指輪を私の左手の薬指に嵌はめながら、『私と結婚してください』とプロポーズしてくれた。

　幼い頃から憧れていた。でも、叶うわけがないと端から諦めていた初恋の人に、求婚してもらえるなんて。

　もちろん、断るなんてあり得ない。

　嬉しくて夢みたいで、踊り出したくなるのを必死に堪えた。

　舞い上がって有頂天になったあの瞬間が、私の幸せの絶頂だった――。

　私はどうして、幸せのスタートで躓つまずいてしまったんだろう。

　結婚初夜が中断されたのは、奎吾さんの部下から電話がかかってきたからだ。

　でも、それから彼が一度だって私に触れようとしないのは、仕事が忙しいせいだけではないはず。

　奎吾さんは警察官僚一族の生まれで、自身もキャリア警視正だ。

　端整で精悍な顔立ちで、女性は誰もが振り返って二度見するし、海外モデル並みの恵まれたスタイルで圧倒的な存在感を放つ彼に、男性も羨望の眼差しを向ける。

　落ち着いていて、大人で知的。

　恐らく、女性に困ることもなかっただろう。

　そんな奎吾さんが、どうして十歳も年下の私にいきなり求婚したか……。

　私だって、有頂天のまま、のほほんと一年も過ごしたりしない。

『その上、凛花を娶ったか。これでお前の人生もキャリアも、向かうところ敵なしか』

　そんなこと、人に言われなくてもわかりきってる。

　それほどの人でも、奎吾さんは分家筋だ。

　瀬名一族が警察界でどれほどの権威か、私には想像も難しいけど、能力が拮きっ抗こうしていたら、多分、同期で本家の純平さんを超えることはできないのだろう。

　やっぱり、キャリアのため？　私の父が現総務省次官で、政界に名を連ねる政治家や官僚が親族に多いというバックボーンが狙い？

　私自身を求めたんじゃない。

　そこに愛はないから、妻にしてくれても触れることはない――。

「っ……」

　自分の思考に苦しくなって、私はふたつに身体を折った。

　結婚初夜。あれも挙式と同じで、奎吾さんにとってはただの儀式だったんだろうか。

　それなら、初めてでも怖がってはいけなかった。

　私が妻の役目も果たせなかったから、奎吾さんは早々に見切りをつけたのかもしれない。

　私のことは、〝妻〟の席に座らせておくだけ。人前で貞淑な妻であれば、それでいいと……。

　私は膝に額をくっつけて、頭を抱え込んだ。

　幼い頃からセオリーと信じていた幸せは、私の手から擦り抜け、届かないくらい遠くに逃げていった。

　好きな人の妻になれた幸せ。

　大事にしてもらえる幸せ。

　今手にした幸せ以上を望まずにいれば、私たちはこれからも夫婦としてはうまくやっていける。

　奎吾さんの隣で笑っていれば、実は仮面夫婦だなんて誰にもわからない。

　でも……。

　私は彼との結婚に舞い上がりすぎたせいで、夢と現実のギャップに苦しんでいる。

　みんなに羨まれなくてもいい。普通の幸せでいいのに、私は掴むことができないんだろうか。

　――旦那様に触れてもらいたいと、願ってはいけないんだろうか。

　きっと奎吾さんは知らない。

　私がこんな淫みだらな欲求を抱えていて、満たされない想いを燻らせているなんて、夢にも思わないだろう。










見抜かれる




　私の職歴は短い。

　大学四年間、遠い親類の政治家の個人事務所でアルバイトをしていたのと、大学卒業後に就職した一般企業の財務部での事務職だ。

　その企業に在職したのは、奎吾さんと結婚するまでのたった六ヵ月。

　仕事の面白さがやっとわかってきた頃だったけど、私の旦那様になる人は、官僚の過酷な勤務実態を揶や揄ゆして〝不夜城〟などと呼ばれる霞かすみが関せき勤務。彼の生活や健康を守るために、私が外で働いていては心許なかったから退職した。

　でも、奎吾さんの激務は私の想像を遥かに超えていた。

　ただでさえ不規則な勤務形態でまともな休日もほとんどないのに、警視庁に泊まり込んで夜通し仕事をすることも多い。

　家に帰ってきたとしても寝るだけで、夫婦揃って食事をするなんて奇跡に等しい。

　私はひとりの時間を持て余すばかりで、父に紹介してもらい、半年前から個人法律事務所の事務員として働き始めた。

　父と旧知の仲の所長の他、男性の弁護士先生がふたりいる。そして、私よりふたつ年上のパラリーガルの女性がひとり。所員計五人の、こぢんまりした法律事務所だ。

　私が総務省次官の娘で夫は警察官僚ということを、所長が話さずにいてくれるから、みんな気兼ねなくフレンドリーに接してくれる。

　人とのコミュニケーションや社会との繋つながりを求めた私に、このとてもアットホームな雰囲気は居心地がいい。

　瀬名家長老の卒寿祝いが行われた翌々日、週が明けて月曜日。私はいつものように午前九時に勤務を開始し、みんなのコーヒーを淹いれて、それぞれの部屋に配って回った。

　最後に事務室に戻り、パラリーガルの信しな濃の菜な々な子こさんのデスクにカップを置いてから、向かい側の自席に腰を下ろす。

　私がこの事務所で任された仕事は、受付から事務所の備品管理、先生方の出張費精算など、事務回り全般だ。

　もともとは菜々子さんがひとりで請け負っていて、私に親切に指導してくれた。

　アルバイトを含めても短い職歴が少しは役に立つものの、半年経っても完璧にはこなせない。

　先週の金曜日にやり残した経費精算の領収書をデスクから取り出し、早速仕事に取りかかろうとすると。

「ねえ。凛花ちゃんって、どうしてそんな若くして結婚したの？」

　パソコンの向こう側から問われて、ピタリと手を止めた。

「……え？」

　互いの視界を遮るパソコンを避け、横からひょいと顔を出して聞き返す。

　菜々子さんも同じようにこちらに顔を覗かせていた。

「二十三で結婚したんでしょ？　大学出て就職したばかり。一般企業に勤めてる私の友人なんか、その頃が一番忙しくて楽しそうだったよー？」

「忙しくて楽しそう……」

　反はん芻すうする私に、「そう」と大きく頷く。

「仕事はまだまだ覚えることいっぱいで大変だけど、職場には慣れてきて楽しくて。気持ちに余裕が生まれて、プライベートにも意欲的な時期」

「プライベート……」

「彼氏よ、彼氏！　私もよく合コン誘われたなあ。今思えば、行っときゃよかった」

　胸の前で腕組みをして、鼻息荒くふんと鼻を鳴らす。

「菜々子さんは、行かなかったんですか？」

　私が質問を挟むと、喉を仰のけ反らせて天井を仰いだ。

「私は仕事が忙しいどころか、プライベートに割く時間はなかったから。いいなあって、指咥くわえて見てる暇すらなかったわよ」

　お腹の底から深い溜め息をつく彼女には、「はは」と空笑いで返すしかできない。

　確かに――。

　菜々子さんには、同期入所の事務員がいたそうだ。だけどその人が三ヵ月で急に辞めてしまい、代わりの事務員が決まらなくて、入所四ヵ月目でパラリーガルの彼女に事務の仕事も回ってきた。

　司法試験の勉強をしながらパラリーガルとして働き、その上事務員の仕事まで……。

　今、完璧とは言えないまでも、その半分を担っている身としては、どれほど大変だったか想像は容易たやすい。

　でも、菜々子さんがあまりに見事にやって退けたから、所長は今まで代わりの事務員を採用しなかったそうだ。

　菜々子さんは私の入所を、『あなたは救世主よっ!!』と、手を取って喜んでくれた。

「合コンかあ……。凛花ちゃんが来てくれた今なら行けるのに。今じゃ友人たちも飽きちゃって、話も来ないわ」

　私に早い結婚の理由を訊ねてきたのは、答えが聞きたいのではなく、愚痴を言いたかっただけらしい。

　私はパソコンに向き直り、デスクの上に領収書の束を広げた。

「菜々子さんが主催者になってみるとか、どうですか」

　クスクス笑いながら提案すると、「ええ？」と尻上がりの声が返ってくる。

「私が合コンの幹事に？」

「はい」

「誰と」

「ええと……」

　誰、と言われても、私にも心当たりの男性なんかいない。

「東雲しののめ先生とか、中なか西にし先生とか」

　とっさに口にしたのは、この事務所の弁護士先生たちの名だ。

　なんとなくふたりの部屋の方向に目を向けると、パソコンの向こうから深い溜め息が聞こえた。

「あのふたり～？　なに言ってんのよ、凛花ちゃん。それじゃただの職場飲みじゃない」

「あ。それもそうですね。でもそれなら私も、少しなら参加できるかも……」

「あのね。それは職場飲みどころか慰労会よ。四人でやるなら、所長を仲間外れにできなくなっちゃう」

「……ですよね」

　菜々子さんがもうひとつ溜め息を重ねる前で、恐縮して肩を縮める。

　だけど……。

「あの……菜々子さん」

　私は思い切って、もう一度ひょいと顔を出した。

「んー？」

「合コンって……ちゃんと恋、始まりますか？」

　ちょっぴり躊躇ためらいながら質問すると、菜々子さんはきょとんと目を丸くした。

　そして。

「なあに～？　行きたいの？　合コン」

　意地悪に口角を上げてニヤリと笑う。

「新妻のくせに、いいのかなあ？」

　私は一瞬ドキッと胸を跳ね上げてから、慌てて椅子に背を逃がした。

「ち、違います。私は……」

「そうねえ。凛花ちゃんが参加してくれるなら、私が幹事やってもいいかなあ」

「…………」

　目線を上げ、唇に人差し指を当ててうそぶく彼女に、ぎこちない笑みを浮かべて黙り込む。

　もちろん菜々子さんは、私が参加できないのをわかっているから、ふふっと悪戯いたずらっぽく目を細める。

「凛花ちゃんって、結構いいとこのお嬢さんでしょ」

「……え？」

　いきなりの話題転換についていけず、私は一拍分の間を置いて顔を上げた。

「名門女子大卒で、二十三で結婚とか。ここに入ったのだって、所長のつてでしょ」

「あ……」

「合コンどころか、羽目外して遊んだこともないんじゃない？」

　デスクに両肘をのせ、ググッと身を乗り出してくる彼女に戸惑い、目を泳がせる。

　それを肯定と捉えたのか、菜々子さんはゆっくり背を起こした。

「それに、あの彼と知り合いってのも……」

「おはようございまーす」

「……お。噂をすれば」

　なにか呟いた彼女を遮るように事務所のドアが開く音がして、明るい声が聞こえてきた。

「あ」

　私が椅子から腰を浮かせるのと同時に、事務室のドアからひょいと顔を覗かせたのは、奎吾さんの従兄弟の拓哉さんだ。

「おはようございます」

　私がドア口に歩いていくと、彼は「ん」と小首を傾げる。

「東雲先生いる？　十時の約束なんだけど、ちょっと早く来ちゃったから」

「はい。大丈夫だと思います」

　私は彼にそう返して、デスクに戻った。

　東雲先生に内線電話でお伺いする横で、菜々子さんが「おはようございます、朝峰さん」と挨拶している。

「ミッドナイトの次の公判絡みですか？　ご苦労様です」

「いやあ、どうも……」

「拓哉さん。先生、大丈夫です」

　私は電話を切って、ふたりの会話に割って入った。

　拓哉さんが、「そ」と頷く。

「じゃ、お邪魔します」

　踵きびすを返し、勝手知ったる……といった感じで、迷うことなく東雲先生の部屋の方へ歩いていく。

「はい。すぐお茶お持ちしますね」

　彼の後を追って事務室を出て、給湯室に向かおうとする私に、

「あ、凛花ちゃん」

　拓哉さんが足を止めて呼びかけてきた。

「はい？」

　私も立ち止まって振り返る。

「東雲先生とは、二時間の約束なんだけど」

「？　はい」

「その後、ランチ一緒にどう？　あ。ふたりじゃマズいだろうから、信濃さんも一緒に」

　彼はそう言って、小気味よくウインクした。




　東雲先生との面会を終えた拓哉さんと、事務所からほど近い老舗のお蕎そ麦ば屋さんに入った。

　一緒に来た菜々子さんは、入店してすぐ中西先生から電話が入り、『もーっ！』と言いながら出ていってしまった。

　そのため、今私は、拓哉さんとふたりでテーブルに着いて向き合っている。

　彼は結婚式やお披露目会に出席してくれて、その後も親族の集まりで会うといつも気さくに話しかけてくれる人だけど、私は奎吾さん以外の男性とふたりきりというのは初めてで、ちょっと落ち着かない。

　ソワソワして目を合わせられずにいると、拓哉さんがくくっと笑い出した。

「な、なんですか？」

　私が警戒しながら視線を向けると、口元に手を遣る。

「いや……。俺相手に緊張してる？」

　意地悪に目を細められて、私は条件反射で背筋を伸ばした。

「すみません……」

「いや。俺と凛花ちゃん、大した縁でもないしね」

　拓哉さんは、訊ねておいてあっさり納得してうんうんと頷く。

　私はぎこちなく笑ってから、

「あの、なんで……」

　思い切ってランチの誘いの意図を訊ねようとした時、ふたり分の舞茸の天てん麩ぷ羅らと盛り蕎麦が運ばれてきた。

　早速拓哉さんが、「いただきます」と綺麗な所作で手を合わせる。

　それにつられて、私も両手を合わせた。

　拓哉さんが蕎麦を啜すすって「うん、美味うまい」と呟く。

　舞茸の天麩羅に箸をつけ、食欲旺盛に食べ進めるのを見て、私はひょいと肩を竦めた。

　蕎麦を箸で摘まみ、もそもそと食べ始めると。

「凛花ちゃんさ」

　呼びかけられ、黙って顔を上げる。

「今、幸せ？」

「え……」

　不ぶ躾しつけと言ってもいい、率直で脈絡のない質問。

　週末のお祝い会で長老からも同じことを問われていたから、思わず怯んだ。

　拓哉さんは、ギクッと肩を動かす私に眉尻を下げる。

「いきなりごめんね。でも一昨日会った時、ちょっと気になったから」

「お祝い会の時？」

「ん」と首を縦に振って、再び蕎麦を口に運ぶ。

　右の頬を膨らませてもぐもぐと口を動かしてから、まっすぐ私を見据え――。

「奎吾さんの前で笑うの、頑張ってたでしょ」

「っ……」

　遠慮のない指摘に、不覚にも手が震えた。

　木枠のトレーに箸を落としてしまい、慌てて拾い上げる。

『そんなことないですよ』と笑って返すところなのに、顔が強張る。

　それでもなんとか取り繕おうと目線を上げると、それを待ち構えていたかのように、彼と真正面から目が合った。

「俺が首突っ込むことでもないけど、凛花ちゃんは一応親族だからさ」

「…………」

　私は弁解を諦めて、箸をテーブルに戻した。

　拓哉さんに弁解など通用しない。

　物腰柔らかく気さくな性格で飄ひょう々ひょうとした印象でも、彼は警視庁捜査一課のエリート警視だ。私も詳しく知らないけど、プロファイリングに精通していると聞いた。

　犯罪の性質、特徴を分析して、犯人像を割り出す。そして被疑者の言動、顔色、表情――そういったごくわずかな変化をついて、自白へと誘導する能力の持ち主。

〝プロ〟の前で、私の心理なんて丸裸に等しい。

「……実は、お祖父様にも同じことを言われて」

　私は迷いながら切り出した。

「祖父ちゃん？」

「あの男と結婚して幸せか、って。でもやっぱり、奎吾さんと梗平さんを勘違いしてて」

「ああ」

　拓哉さんが合点したようにポンと手を打つ。

「親族から早く身を固めろって急かされてたのは梗平さんだから、そのせいかも」

　目線を上に向けてうそぶいてから、ふっと吐息を漏らした。

「祖父ちゃんがそう見たってことは、俺が凛花ちゃん無理してるなって感じたのも正しかったってことだ」

「は？」

「傍から見たら耄もう碌ろくジジイだけど、瀬名一族の前当主を侮あなどっちゃいけないよ、凛花ちゃん」

「もう……い、いえ！　私、そんな」

　彼の言葉を無意識に反芻しかけて、慌てて力いっぱい否定する。

　だけど拓哉さんは気にせず、ニッと目を細めると。

「祖父ちゃん、凛花ちゃんが心配で、現役時代の嗅覚を働かせたんだよ」

「嗅覚、ですか」

「瀬名一族にも、あの人の眼力に勝る者はまだいない」

「…………」

　彼は微笑んでいるのに、なにか薄ら寒い気がして背筋がゾワッとした。

　――隠しても、全部お見通しだよ。

　そう言われたってことだろうか。

　黙って両肘を抱え込んで硬くなる私に、拓哉さんが目力を解く。

「無理するほど頑張らないで、誰かに相談して心を軽くした方がいいよ。今日はそれだけ言いたかっ……」

「……あの」

「ん？」

「私、魅力ないですか」

　彼が話題を引き取ってしまう前に、私は覚悟を決めて質問を挟んだ。

「は？」

「拓哉さんと私、八歳違いです。奎吾さんよりは年が近い。拓哉さんから見ても、私に女性としての魅力はないですか？」

　口にしたが最後、自分に煽あおられて次々と畳みかけると、拓哉さんがほんの少し虚を衝かれた表情を浮かべた。

　そして。

「……もしかして俺、口説かれてる？」

「え？」

　真顔で顎をさする彼に、私の方が意表をつかれた。

　拓哉さんは私に構わず、「うーん」と渋い顔で唸うなる。

「凛花ちゃんは魅力ありまくりで、正直俺もかなりグラッとくるけど。ごめん。俺、人妻は圏外」

「は？」

「火遊びはダメ。バレて、奎吾さんに殺されるのは勘弁……」

「あの、なにを言ってるんですか」

　私がやや白い目でツッコむと、彼もヘラッと相好を崩した。

「俺と凛花ちゃんが不倫した場合の行く末だけど」

「!?　ふ、不倫!?」

　私はギョッと目を剥むいて、素すっ頓とん狂きょうな声をあげてしまった。

　次の瞬間ハッとして、両手で口を押さえて周りに目を走らせる。

　他のテーブルにいた客が、チラチラとこちらを見遣ってるのを見て、肩を縮こめた。

　拓哉さんは口元を手で覆い、笑いを噛み殺していたけれど。

「質問の答え。そんなことないよ」

　目尻に滲んだ涙を指で掬すくって、そう言った。

「この前も言ったでしょ。大人っぽい美人さんになったねって」

　話題を軌道修正されても、私は即座についていけない。

　一度グッと詰まってから、

「そんなの、お世辞です」

「なんで決めつけるの」

「お祖父様も言ってました。拓哉さんは口先ばかりだって」

　悔し紛れに胸を反らす。

「そんな。隠居した老人の言うことを真に受けなくても」

「たった今、お祖父様の眼力に勝る者はいない、侮っちゃいけない、って仰ったじゃないですか」

　私の反論に、拓哉さんはひくっと頬を引き攣らせた。

　私は彼の反応に構わず、肩を動かして溜め息をついた。

「ただでさえ、私と奎吾さん、十歳も年の差があるのに。私はどうしたら妻と……いえ、女と見てもらえるんでしょうか……」

　今まで誰にも言えなかった切実な悩みを吐き出したら、やるせない思いが止めどなく溢あふれ返った。

　ズッと洟はなを啜る私を、拓哉さんは斜めの角度からジッと見つめていたけれど。

「課が違うとはいえ、奎吾さんは上官だし……私生活を暴くようで非常に心苦しいんだけど」

　歯切れの悪い口調と言葉ほど苦しそうな様子もなく、テーブルに身を乗り出してきた。

「要は、レスの悩み相談？」

　手を立てて口元を隠し、コソッと訊ねてくる。

「……は」

「奎吾さんに手を出してほしくて、そんなこと聞くんじゃないの？」

「っ……ちがっ」

　私は慌てて否定しようとして、声が詰まって噎むせ返った。

　拓哉さんは、ゴホゴホと咳せき込む私に満足げに「ふふっ」と目を細め、背を起こす。

「たっ、拓哉さんっ」

　私はドンドン胸を叩いて呼吸を整えた。

　茹ゆで蛸だこも真っ青なほど顔を茹だらせ、涙目で彼を睨にらむ。

　拓哉さんは、私の睨みをまったく気にしない。

　緩くウェーブがかった前髪をザッと搔き上げ、「うーん」と唸ると……。

「凛花ちゃんから誘えば？」

「だ、だからっ……」

「別に、恥ずかしいことじゃない。妻から誘っちゃいけないって決まりはないんだから。むしろ、清楚で貞淑な凛花ちゃんだからこそ、意外性エフェクトがあっていいかもよ？」

　私は彼から目を離せず、無意識にこくりと喉を鳴らした。

　周りにサッと視線を走らせてから、

「意外性……って、どんな風に？」

　テーブルに両手をついて前のめりになる。

　拓哉さんは、ニッと唇を引いて微笑んだ。

「例えば、エッチな下着で迫ってみるとか」

「!?」

「大事な妻に頑張って求められて、喜ばない夫はいないよ」

「喜ばない夫はいない……」

　悪戯っぽく瞳を動かす彼の言葉を繰り返して、私はごくんと唾を飲んだ。

　そうだろうか。本当に？

　こんな私でも、求めてみたら、奎吾さんも……。

　一瞬拓哉さんのアドバイスを真剣に考えて、心がグラッと揺れた。

　真正面で拓哉さんが頬杖をついて、斜めの角度から私をニヤニヤと眺めているのに気付き、ハッと我に返る。

「だ、だから。全然そんなこと悩んでないですからっ」

　わざとつっけんどんに言って、トレーに置いた箸を持った。

　彼の視線を居心地悪く感じながらも、無駄にせかせかと蕎麦を口に運んだ。




＊　＊　＊




　インターポールに出向している部下とのテレビ会議を終え、俺は目頭を強く押して息を吐いた。

　パソコンの右隅、デジタル時計の表記は〝22：15〟。

　仕事はまだまだ……いや、常に山積みだが、今夜一晩で終わるものではないし、切り上げるにはいいタイミングだ。

　麻あざ布ぶの自宅まで、三十分もかからない。

　今から急いで帰り支度をすれば、凛花が起きている時間に帰宅できる。

「…………」

　俺は顎を撫なで、目線を横に流して思案した。

　だがすぐに目を伏せ、かぶりを振る。

　結婚してもうすぐ一年になるが、今までこんなに早く帰ったことがない。

　むしろ彼女を驚かせるだけだろう。

　俺は、パタンとノートパソコンを閉じた。

　デスクの引き出しから煙草のボックスを取り出し、胸ポケットに収めながら席を立った。

　近くのデスクの部下に「十分で戻る」と告げ、捜査二課の執務室を出る。

　向かった先は、フロアの端にある休憩室だ。飲料やインスタント食品の自動販売機と、軽食がとれる程度の丸テーブルが数台置かれている。

　大体どの時間に来ても、テーブルに突っ伏して寝ている刑事がいるが、今日は誰もいなかった。

　俺は胸ポケットから煙草を摘まみ出し、奥にあるガラス張りの喫煙室へと歩いた。

　ドアに手をかけ、中に入ろうとすると。

「やめたんじゃなかったのか」

　背後から声がして、ピクリと肩を動かした。

「凛花さん、子供の頃小児喘息を患っていたそうじゃないか。少しでも臭いが残ったらいけないって、結婚前に煙草はやめたはずじゃなかったか？」

　肩越しに振り返ると、警察庁キャリア組の同期で、捜査一課の指揮を執る従兄弟の純平が、飲料の自動販売機の前に立っていた。

「……純平」

「意志が弱いな」

　ゴトンという音に屈み込み、俺の顔を目がけてなにか投げつけてきた。

「！」

　俺はとっさに手を翳して受け止め、

「いきなりなにを……」

　文句を言いながら手に目を落とす。ブラックコーヒーの缶だった。

「一服なら、それにしとけ」

　ちらりと横目を流され、もう片方の手に持った煙草を見下ろして溜め息をついた。

　無言で手近なテーブルの椅子を引いて、どっかりと腰を下ろす。

　純平が自分の分を手に、こちらに歩いてくる。

　斜めの位置に腰かけた彼の前に、俺は百円玉を二枚、テーブルに滑らせた。

「ん？」

「釣りはいらん。納めろ」

「は？　別にこのくらい構わんが」

　怪訝そうに眉根を寄せる彼に構わず、硬貨を置いて手を引っ込めた。

「お前に借りは作らない」

　椅子の位置をずらし、身体の正面をテーブルから外して足を組み、缶を開ける。

　純平は顔をしかめたものの、黙ってコーヒーを一口飲んだ。

　無人の喫煙所を見遣り、

「やめられないほどヘビーでもなかっただろうが。なんだ？　ストレスか？」

　ドヤ顔で、椅子の背に横柄に踏ん反り返る。

「朝峰、ここに呼ぼうか。ストレスの原因がなにか、あっさり解明してくれるだろうよ」

　勝手に決めつけて揶揄され、俺はムッと唇を結んだ。

「余計なお世話だ」

「やめたならやめたままの方がいいだろう、喫煙習慣は。……ああ、でも、依存性はドラッグ並みだからな」

　上から目線の正論の中の、『ドラッグ並み』という言葉に意識が留まった。

　純平は、東南アジア諸国に数々の拠点を持つ国際麻薬密売組織『ミッドナイト』による事件捜査を指揮している。この春、バイヤーのひとりを現行犯逮捕したのをきっかけに、末端構成員を次々と検挙してきた。

　俺は腕組みをして、彼に視線を戻した。

「捜査一課は年末に向けて大忙しだな。ミッドナイトのバイヤーの件、公判続きだろ」

「まあな」

　純平は缶の縁を摘まんで揺らしながら、しれっと答えた。

　そして、ちらりと横目を流してくると。

「話を逸そらすな。ストレスなんかにやられてる場合か？　せっかく手に入れた嫁さんを大事にできないとは、情けない限りだ」

　虫の居所でも悪いのか、随分刺とげ々とげしく返されてグッと詰まる。

「……だから、勝手に決めつけるな」

　俺は反発心から言い返し、テーブルの上で煙草のボックスをギュッと握りしめた。

　上着の胸ポケットに戻しながら、彼の横顔を観察する。

　俺たちは、父方の従兄弟だ。同い年で、顔立ちも似ている。そのせいで、昔からことあるごとに比較の対象にされた。

　しかし、能力が拮抗したら、俺はいつも純平に敵わない。

　分家の俺が評価を得るには、彼を大きく上回る能力を見せつける必要があった。

　それは、彼女……凛花にも同じだった。

　直接結婚を申し込むために設けてもらった形ばかりの見合いの席で、彼女が口にした言葉が、俺の鼓膜に刻み込まれて消えない。

『すみません。私、瀬名梗平さんだとばかり思っていて……』

　自分がもともと梗平さんの花嫁候補だったことを、凛花が知っていたとは知らなかった。

　結婚相手が分家の俺だったことに落胆したのか、俺を正視できず目を泳がせるばかりだった彼女を忘れられない――。

「やれやれ。本家の長男の嫁さん候補、強奪しておいて」

　思考が深みに嵌まりそうになっていた時、悪意のこもった冷やかしが割って入り、俺はハッと我に返った。

「強奪？　人聞きが悪い」

　ムッとして、ピクリと眉を動かす。

「俺が凛花と結婚したのは、梗平さんとの縁談がまとまる前だ。そもそも梗平さんには、結婚する気がなかったと聞いた」

「ああ、なかったろうな。兄貴は凛花さんと面識がなかったはずだし、一回りほども年の違う女をうまく扱える男じゃない」

　純平が、ふんと鼻を鳴らす。

「梗平さんとは、面識なかったのか」

　鼓膜に刻みついた凛花の言葉を、脳裏でグルグルと渦巻かせながら独り言ちる俺に、「ああ」と相槌を打つ。

「兄貴、警察関係者ばかり集まるパーティーは昔から嫌悪してて、ほとんど欠席してたからな。一族から変人扱いされる男に嫁ぐよりは、お前で幸せだったろ。彼女」

「……そうか？　十も十一も同じようなもんだ。同じオジサンの嫁なら、分家より本家の方がよかったかもしれない」

「は？」

　俺が自嘲気味に呟くと、純平は胡う散さん臭そうに眉根を寄せた。

「本家なら、なにかと優遇されるからな」

「奎吾、まだそんなこと根に持ってるのか。令和のこの時代、本家も分家もないだろ。お前の脳味噌、何世紀前の遺物だ？　進化しろよ」

　呆れ返って辛しん辣らつにツッコまれ、俺もムッと唇を曲げた。

　いつも俺より優位な立場にいたお前になにがわかる。

　その上、指揮する事件においても、今は大きく水をあけられた形だ。焦りもあるし、根に持ちたくもなる。

　しかし、腹立たしい言い様もまた正論で、返す言葉もない。

　純平は、やれやれとでも言いたげに肩を竦めて、

「ちゃんと好かれて乞こわれる方が、女は幸せだろうってことだよ。まあ、お前が凛花さんに懸想していたとは知らなかったがな」

　不ふ遜そんに腕組みをして、俺を一瞥した。

「出会った時、中学生と幼稚園児だもんな。一体お前、いつから……」

「笑いたきゃ笑え。馬鹿にしたけりゃ……」

「いつも女に淡泊だったお前が、自ら申し込んで結婚するなんて意外だった。事件解決のためだと言われた方が、よほど納得がいった。それだけで他意はない」

「は？　お前こそ一体なにを」

「あー、うるさい。いちいち突っかかるな」

　遠慮なくうんざりした顔で、まるで虫を払うようにシッシッと手を振る彼に、俺も言葉をのみ込んだ。

　俺と純平は昔からこんな感じで、顔を合わせると年甲斐もなくいがみ合ってしまう。

　確かにムキになって突っかかった自覚があるから、きまり悪くなって顔を背ける。

　黙り込む俺に、純平は「はあっ」とこれ見よがしな溜め息をつき……。

「お前が追ってる国際詐欺事件。藤崎の政治家が一枚噛んでるそうじゃないか」

　ちらりと視線を流され、俺は口を噤んだ。

　純平が言うのは、今から二年ほど前に発覚した、日本の商社が巨額な資金を騙だまし取られたという国際詐欺事件だ。

　当時取引していた香港ホンコンの貿易会社のネットサーバーがハッキングされ、社員のメールアカウントを乗っ取った人物から、ケイマン諸島の銀行口座に送金を誘導された。

　商社側は、メールアカウントが旧知の担当者のものだったため、口座変更を疑問に思わず、何度かに亘り送金を実行してしまった。

　よくあるサイバー犯罪で、当初はサイバー犯罪対策課が担当していた。

　しかし、その口座開設書類のサインが大物政治家、藤崎六ろく郎ろうのものと判明し、事件発覚から半年経って、二課にヤマが回ってきた。

　現在、インターポールや香港警察と連携して捜査を進めている。

　藤崎六郎とは、凛花の実家と縁深い人物だ。純平が『事件解決のため』と言ったのは、俺が凛花を通じて藤崎六郎の近辺を探ろうとしていると推測したからだろう。

　捜査二課が抱える事件は、各界の著名人が参考人となるケースが多く、社会や経済への影響が大きい。

　令状なく強引な聞き込みや捜査はできないため、本人に接触するのは、ほぼ百パーセントクロと固まってからだ。

　それまでは、時間と労力を費やして、慎重に裏付け捜査を進める。

　藤崎六郎に、警察が目を光らせていることを気取られるわけにはいかない。

　証拠隠いん匿とく、逃亡の恐れがあり、下手をしたら警察が訴えられる。

　身辺をうろつくことなく、遠巻きにしてジワジワと外堀を埋めていく。

　確かに藤崎に通じるパイプがあれば、大きく捜査が進展する。

　純平の読みは、警察なら当然の思考だが――。

「馬鹿馬鹿しい。そんなことのために結婚するわけないだろう。それじゃ警察馬鹿だ。狂ってる」

　俺はハッと浅い息を吐き、残りのコーヒーを一気に呷あおった。

　凛花を利用しようという思考に苛いら立だち、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がる。

「仕事に戻る。お先に」

　空になった缶をダストボックスに落とすと、追ってくる彼の視線を無視して休憩室を後にした。










揺れ動く




　一服して、気分を新たに仕事を続けるつもりだったが、苛立ちで気が昂たかぶり、集中できなくなった。

　俺は執務室に戻ったものの、早々に仕事を諦め、警視庁を出た。

　麻布のタワーマンションに帰り着いた時、腕時計の針はちょうど午前零時を指したところだった。

　半年前から法律事務所で働き始めた凛花は、すでに自室に下がっている。

　しっかり閉じられたドアの隙間からは、明かりも漏れていない。

　もう寝ているだろう。

　俺はドアの前で一度かぶりを振って、そこから立ち去ろうとした。

　しかし、後ろ髪を引かれる気分で足が止まる。

　彼女の部屋を振り返り、意を決してドアを開けた。

　やはり電気は落ちていた。

　凛花はベッドで眠っている。

　規則正しいスースーという寝息を聞いて、俺はベッドに歩み寄った。

　穏やかな寝顔を見下ろし、無意識に顔が綻ぶのを感じながら、軽くベッドに腰かける。

　俺の体重でギッと軋む音に一瞬怯む。

　しかし、凛花が起きる様子はなく、ホッと胸を撫で下ろした。

　慎重に手を伸ばし、額にかかる前髪をそっと分けた。

「ん……」

　凛花はわずかに眉間に皺を寄せて声を漏らしたものの、すぐに力を解いて呼吸を続ける。

　寝顔はまだあどけない。

　俺は目尻を下げたまま、ほんの少し背を屈めた。

「凛花」

　彼女の名を呼びながら、頭を撫でる。

　そうしているうちに、つい先ほど純平にされた不躾な質問が脳裏によぎり、綻んでいたはずの顔が強張っていった。

『一体お前、いつから……』

「一目惚ぼれ、なんて言ったら、俺は子孫の代まで笑われるだろうよ」

　彼のドヤ顔を想像するだけで忌々しく、俺は唇を噛んだ。

　もちろん、出会った時五歳だった凛花に懸想した……なんてことはない。

　あの時、凛花は両親と一緒に本家の催しに来ていて、純平と俺が剣道の稽古をしていた道場に迷い込んだ。

　五歳児の頭の中では、時代劇の悪代官のイメージあたりが重なったのだろう。

『お兄ちゃんは、お役人さん？』

　道着で竹刀を振るっていた俺に、怯えた目をして訊ねてきた。

　俺は、いずれは彼女が怖がる〝お役人さん〟になる。

　瀬名の名を持つ男である以上、それは生まれた時からの決定事項だ。

『大人になったらそうなる』

　冗談めかすこともなく真顔で返すと、繋いでいた小さな手がビクンと震えた。

『……凛花、悪いことしないから、捕まえないでね』

　半泣きの涙目で見上げられ、俺は思わず苦笑した。

　決して褒められることではないが……こんな可愛い子なら、連れ去りたくなる誘拐犯の気持ちも少しはわかる、などと考えてしまったことは誰にも言えない。

　それほど可愛かった凛花を、瀬名本家の催しでその後も何度か見かけた。

　凛花が臆病なのか、それとも俺が本気で怖がられたのか、彼女はいつも両親の足にまとわりつき、その背中に隠れていた。

　残念ながら、俺は子供に愛想よく声をかけられる男ではなく、自ら近付いていくことはなかった。

　警察庁に入庁してからは、研修や出向で東京……そもそも日本にいることが少なく、十年以上、凛花の姿を見ていなかった。

　穢けがれを知らないピュアで可愛い、怖がりな女の子――。

　俺の中で、凛花はそのイメージで止まったまま。

　日々激務に追われ、彼女のことは頭から抜け落ち、思い出すことも考えることもなかった。

　それが一年半前、他ならぬ純平から彼女の噂を耳にした。

『うちの兄貴も、そろそろ御用らしいぞ』

　なんのことかと思ったら、梗平さんに持ち上がった縁談の話だった。

　警察一族の本家長男に生まれながら、法曹界に進み裁判官になった、一族きっての変わり者。

　一族の重鎮たちが、総領息子が未婚のまま三十歳を過ぎ、結婚の気配もないことに業を煮やし、三十五までに身を固めて跡継ぎをと、実力行使に動き出したそうだ。

『適当なところで、さっさと年貢を納めておけばよかったものを。散々好き勝手にやってきて、最後は嫁さんを勝手に決められるとは。自業自得だが、多少気の毒だ』

　純平は珍しく兄に同情的に、眉をひそめたが、

『マズいぞ。次は我が身だ。適当な女と偽装結婚でもしてやり過ごすか……』

　顎を撫でて真剣に思案する様子に、俺は同情ではなく、分家に生まれてよかったと初めて思った。

　生涯の伴はん侶りょを勝手に決められるのは気の毒だが、花嫁候補は本人の能力、資質はもちろん、血筋や家柄まで、皇族の婚姻並みに調査された選りすぐりの女性だ。

　その中に、凛花の名があった。

　他の候補者も大層な家柄の娘だったが、俺は間違いなく彼女が最有力候補だと直感した。

　今回梗平さんの相手に決まらなくても、このままいけば恐らく次回……純平の時にまた名が挙がるだろう。

　梗平さんは裁判官という職業柄か、いつものらりくらりとしていて、掴みどころがない。品がよく人当たりもいいが、どこに本心があるかわからない得体の知れない男というのが、俺の印象だ。

　純平に至っては、彼女が怯えた〝お役人さん〟をそのまま体現する、鬼で悪魔な警察官僚。

　そんな男たちふたりの本家に、あの可愛い子が嫁ぐかもしれない……。

　俺はなぜだか、無性に心配になった。

　彼女が大学卒業後、一般企業に就職したというのは、一族の重鎮たちの調査内容を聞いて知っていた。

　俺は迷った挙げ句、様子を窺いに行き、ちょうど通勤途中だった彼女を遠くから捉えることに成功した。

　久しぶりに目にした凛花は昔の面影そのままに可愛らしかったが、すっかり大人の女性になっていた。

　育ちのよさは隠しようがない。

　周りにいた他の女性がまったく比較の対象にならないほど、気品に溢れていて――。

　なんとも俺好みの女に成長した凛花は、俺の心臓のど真ん中を撃ち貫いた。

　まるで俺と凛花だけを残し、すべての時が止まったような……ベタな感覚に陥った、それが一目惚れの瞬間だった。

　この俺が、何年ぶりかで会った、幼児の頃から知っている女に高揚させられるなんて信じられない。

　あっさり胸を射貫かれ、ドキドキと高鳴らせている自分が思春期のガキみたいで、恥ずかしく、戸惑い……こんなのほとんど初恋と変わらない。

　らしくないほど弾む鼓動に混乱しながら、次の瞬間、俺は現実に直面した。

　凛花は間違いなく、本家のふたりどちらかの嫁に選ばれる。

　分家の俺に、出番はない。

　だからといって、凛花が人のものになるのを、指を咥えて眺めてはいられない。

　この二十三年間のどこかで、誰かのものだったこともあっただろう。

　どこの誰かもわからない見ず知らずの男にすら、狂おしいほどの嫉妬が抑えられない――。

　悠長に交際を申し込んでる余裕はない。

　俺は梗平さんの花嫁候補が本決まりになる前に、凛花との結婚を藤崎家に直接申し入れた。

　本家の人間に拮抗するだけでは、俺に勝ち目はない。能力が必要なら大きく上回り、早い者勝ちなら先手を打ってさらに先回りするしかなかったからだ。

　とにかく、凛花を奪われたくない。

　その一心だった行動を、今じゃ純平に〝強奪〟とまで言われる。

「奪われないよう、守っただけだ」

　忌々しい気分で舌打ちしたものの、俺以外の人間には到底理解できないほど狂気じみていた自覚はある。

　俺との結婚が凛花の意に沿わない以上、これは俺の自分本位で身勝手な独占欲だということも。

「……ごめんな」

　謝罪は、自然に口をついて出た。

　指で頬をくすぐると、凛花が嫌がるように顔を背ける。

　眠りに落ち、無意識下での反応とわかっていても傷つく自分に半分呆れて、俺は重い溜め息をついた。

「俺が必ず幸せにする。……だから」

　好きになってくれとは言わない。

　せめて、俺を嫌わずにいてくれ……。

　胸がきゅっと締めつけられ、俺は彼女の顔の横に手をついた。

　ほとんど吸い込まれるように顔を近付け、薄く開いた小さな唇にキスをする。

　一度強く吸い上げてから、唇を離した。

　――凛花は、眠ったまま。

「凛花……」

　堪らない切なさが込み上げ、胸に迫る。

　俺は顔を歪めて立ち上がり、足早に部屋から出た。

　ドアに背を預けて廊下の天井を見上げ、固く目を瞑つぶる。

　――認めるしかない。

　俺は、凛花のことになると異常になる。




　シャワーを浴び、二、三時間うとうとしただけで、俺は再びスーツを着て寝室を出た。

　リビングの窓の外は、まだまだ漆黒の闇が広がっている。

　夜明けは遠い。

　物音を立てないよう足音を忍ばせて廊下を歩き、玄関の電気を点けた。

　革靴に足を突っ込むと、背後で床がミシッと軋む音がした。

「……奎吾さん」

　遠慮がちに呼びかけられ、俺はピクッと肩を動かした。黙って靴を履いてから、しっかりと背筋を伸ばす。

　肩越しに振り返ると、廊下の先、リビングを出たところに、凛花が立っていた。

　肩から羽織ったストールを胸元に手繰り寄せ、ギュッと握りしめている。

　玄関の明かりが眩しいのか、ゴシゴシと目元を擦こすった。

「すまない。起こしたか」

　俺は彼女に向き直って謝った。

　凛花は、俺の頭のてっぺんから足の爪先まで視線を下ろし、

「お出かけするところ……なんですね」

　と落胆する。

「少しだけ、物音が聞こえて。まだ暗いし、帰ってきたところなのかと思ったんですけど……すみません。帰ってきた時、気付けなくて」

「いや……」

　俺は口元に手を遣って、目を逸らした。

　凛花には申し訳ないが、気付かずにいてくれてよかったと思ってしまった。

　先ほど、眠っているところにキスをしたのが後ろめたく、まっすぐ彼女の目を見られない。

「お前も仕事があるだろう。まだ早いから眠ってくれ」

　左手首の腕時計に目を落とし、ベッドに戻るよう促す。

　凛花は時間を確認したいのか、リビングを振り返った。朝になれば外の陽が射し、時間も幾分測れるが、諦めた様子でひょいと肩を竦めた。

　そして。

「……奎吾さん。お身体は大丈夫ですか？」

「え？」

「お食事とってますか？　ちゃんと眠ってるのか、心配です」

　憂い顔で目を伏せる。

　あまり見慣れないその表情から、初めて触れる大人びた雰囲気が漂ってきて、俺の鼓動がドクッと沸いた。

　俺を心配してくれる凛花は、破壊力抜群に可愛すぎる。

「……？　奎吾さん？」

　俺がすぐに返事をしなかったからか、凛花はますます眉を曇らせた。

「ああ、いや。すまない」

　俺は息を吐いて自分を落ち着かせ、口元から手を離した。

「俺は昔から鍛えているから、体力には自信がある。心配いらない」

「でも」

「お前の方こそ。法律事務所の仕事はキツくないか？　家事もしっかりやってくれているし、無理して身体を壊したら……」

「やっぱり、本当は賛成できませんか？」

　俺がなにを言うか読んでいたかのように、凛花が先回りして遮った。

　拗ねたように唇を尖とがらせるのを見て、俺は口を閉じる。

「世の中の多くの奥様がやってることです。私は全然大丈夫ですから」

　凛花は気を取り直した様子で袖を捲り、二の腕に力ちから瘤こぶを作るポーズを見せた。

　しかし、華奢でか細い腕に、力瘤は浮き上がらない。

　自分でも頼りないと感じたのか、「あ」とあたふたした。

「と、とにかく。家事を疎おろそかにしたりしませんから、安心してください」

　――違う。違うんだがな……。

　胸を張る彼女に弁解したい気持ちに駆られながら、俺は結局のみ込んだ。

　ただでさえ、十も年が違う。くどくどと口うるさい男と思われたくない。

　凛花に、嫌われたくない――。

　一年半前、凛花は、俺との結婚は両親が認めた決定事項と解釈していたのだろう。

　見合いの席で俺を見て一瞬放心したものの、俺の求婚に応じてくれた。

　本家に嫁ぐと思って見合いに臨んだはずの彼女が、どうやって気持ちを即座に切り替えたのか。

　真意を聞くことができず、その本心はわからないが、こうして妻になってくれた彼女に、俺は感謝しかない。

　愛しい凛花。

　俺が必ず、幸せにする。

　必ず――。

　そう心に誓った時、俺は自分に最重要使命を課した。

　ひとつ。瀬名一族の中で、肩身の狭い思いをさせないこと。

　そのために、俺はなにがなんでも実績を残し、警察界で純平を上回る評価を得なければならない。そうすれば金の心配はないし、凛花に不自由のない生活をさせてやれるし、一石二鳥だ。

　ふたつ。彼女が嫌がることはしない、させない。

　泣かせたり、ほんの少しでも苦痛に顔が歪むようなことは厳禁だ。

　三つ。彼女が俺に望むことは、なにに代えても叶えてやる。

　なんでもするから、いつも笑顔を見せてほしい――。

　とはいえ、外に出て働きたいと請われた時、俺は少々拍子抜けした。

　お金のためではない、自分のためだと言われ、俺は彼女にとってなにが幸せなのかわかっていないことを痛感した。

　それが引っかかり、快く同意してやれなかったせいで、凛花は自分が働くことを俺がよく思っていないと考えているようだ。

　俺の前では、疲れた顔をしない。

　たとえ無理していたとしても、弱音を吐かないだろう。

　この世で一番大切な妻に気を遣わせるなんて、俺はなんとも不甲斐ない。

「……無理していないなら、それでいい」

　俺は歯は痒がゆい気持ちを堪えて、それだけ返した。

　くるりと背を向け、ドアに手をかける。

「それじゃあ……」

「あの、奎吾さん」

　行ってきますと言いかけたのを、やや硬い声に阻まれた。

「……来週、結婚記念日です」

　凛花が、改まった口調で先を続ける。

　俺はピクッと反応してから、

「ああ。なにか欲しいものがあるか？」

　意識してゆっくりと、肩越しに視線を返した。

「言ってくれ。俺に揃えられるものならなんでも……」

「物は、なにも欲しくありません」

「え？」

　言い回しに意図を感じて聞き返すと、凛花は困ったように微笑んだ。

「奎吾さん。お休み取れませんか」

　胸元のストールを握りしめ、意を決したといった顔つきでまっすぐ俺を見つめる。

「一日……いえ、半日。ダメなら、夕食だけでもいいです」

　熱心に詰め寄ってくる彼女に、俺は戸惑って唇を結んだ。

　こくりと喉を鳴らして、気を取り直すと。

「どこか行きたいところでもあるのか？　それとも、食べたいものでも……」

　思いつくまま質問する途中で、凛花はかぶりを振った。

「ふたりでゆっくり過ごしたいだけです」

「ゆっくり？」

「私たち、今までそういう時間もなかったから。ちゃんと話がしたいんです」

　緊張した表情で畳みかけられ、俺は条件反射でギクリとした。

　無意識に後ずさると、背中がドンと壁にぶつかった。

　ハッとして、背後に目を遣る。

　無様に狼狽うろたえる俺をどう思ったのか、凛花は儚はかなげな笑みを浮かべた。

「奎吾さん、お気をつけて行ってらっしゃい」

「凛……」

「お休み、無理は言いません」

　ぎくしゃくと呼びかける俺にペコリと頭を下げ、ストールの裾を翻ひるがえして踵を返す。

　凛花は廊下を進み、リビングに戻ると、静かにドアを閉めた。

　彼女の小さな足音が、ドアの向こうで遠退いていった。

　その音が聞こえなくなっても、俺はその場に立ち尽くしたまま――。

　思い詰めたような、硬い表情。

　改まった口調。

　グイグイと踏み込んでくる、彼女らしくない強気な態度。

　そこに漂う緊迫感。

　なにをどう考えても、いい方向には解釈できない。

「話……」

　嫌な胸騒ぎがして、俺は無意識に胸元に手を当てた。




＊　＊　＊




　結婚記念日まであと三日。この日、朝一番に法律事務所に来たのは女性のお客様だった。

　二時間ほどで中西先生の部屋から出てきて、事務室の前を素通りして、出入口に歩いていった。

「ありがとうございました」

　私は席を立って、事務所の出入口まで見送りに出た。

　彼女は、ドアを左手で支えて送り出す私を一瞥した。そして、自分の左手に目を落とし、「どうも」とだけ言って去っていった。

　ショートボブがよく似合う、きちんとした身なりの、頭のよさそうな女性。

　彼女の頬が、紅潮していたのが気になった。

「……？」

　私を見た目も赤かったし、泣いた後かもしれない。

　一体どんな相談だったんだろう……。

　一瞬詮索しかけて、私は「ふう」と息を吐いた。

　どんなもなにも、とても困っているから、この法律事務所を訪れたのだ。

　私は気持ちを切り替え、事務室ではなく給湯室に立ち寄った。

　トレーを胸に抱きしめて、中西先生の部屋に向かう。

「先生、お片付けに参りました」

　二度ノックしてから、ドアを開けた。

　すると、立派なデスクの前に置かれた年季の入った応接セットのソファに、中西先生と菜々子さんが並んで座っていた。

「お疲れ様です」

　三人分の茶ちゃ托たくと湯ゆ呑のみを片付けようと、室内に進んだ。

　私が声をかけても、ふたりともなにも言わずに、脱力しきって天井を仰いでいる。

　疲労困こん憊ぱいというよりは、うんざりしている様子。

　依頼人の女性の様子もなんだか変だったし、難しい相談なのかな――。

　思わず首を傾げると、

「うー……」

　中西先生が身体を前に屈め、頭を抱え込んで唸り始めた。

「え、中西せんせ……？」

「あー、凛花ちゃんは気にしなくて大丈夫。いつものことだから」

　具合でも悪いんじゃ、と声をかけた私に、菜々子さんがそう言った。

「いつものこと……ですか？」

　私は、髪を掻きむしっている中西先生を窺いながら、彼女に問いかけた。

　菜々子さんが、「そう」と頷き――。

「中西先生の一番嫌いな案件。やりたくないんだって、この離婚調停」

　ちらりと落とした視線の先で、中西先生がお腹の底から深い溜め息をついた。

「好きになれるか、離婚調停なんて」

「そ、そうですよね。一度は結婚したふたりが争うなんて、寂しい……」

　私が怯みながらも同意すると、菜々子さんは「チッチッチッ」と舌を鳴らし、顔の前で人差し指を左右に振る。

「胸が痛いとかじゃないの。互いの悪口を言って罵ののしり合って、権利と金の奪い合い。もしくは押しつけ合い。中西先生への依頼相談に同席するたびに、私は結婚に夢が持てなくなるわ」

　はーっと息を吐いて、ソファにドスッと腰を戻す彼女を、中西先生が斜めの角度からじろりと見遣った。

「君が結婚できないのを、僕のせいにするのはやめてくれたまえ。そもそも、依頼人の相談に同席するのはパラリーガルの仕事だろう」

「は？　どういうセクハラ、パワハラ発言ですか、それ。私、まだ二十六歳ですから。結婚できないなんて決めつけないで。まだまだこれからなんですよっ」

「ああ、そうか、ごめん。ついつい、瀬名さんと比べちゃって」

「むっかーっ!!　凛花ちゃんは、今時早すぎなのよっ」

　鼻の穴を広げて憤慨する菜々子さんを中西先生が「あー、はいはい」とあしらい、鬱うっ陶とうしそうに眉根を寄せて、しっしっと手を翳す。

　少なからず、ふたりの言い合いの原因に関わっているとなると、私も立ち去ることができない。

「え、ええと……」

　私は肩を縮めて、目を泳がせた。

　すると、中西先生が気を取り直したように、「ごめんね」と頭を掻く。

「好きじゃなくても仕事だからやるけど、今回のは特にひどくてね」

　眉尻を下げてぼやくのを聞いて、私は好奇心をくすぐられ、こくりと喉を鳴らした。

「ひどい？」

「まあ、座って」

　菜々子さんが私に、対面のソファを勧めてくれる。

　私は一瞬躊ちゅう躇ちょしたものの、ふたりと向かい合って腰を下ろした。

「正直、夫にも妻にも同情の余地もない。最低夫婦」

　菜々子さんが足を組み上げて腕組みする隣で、中西先生もうんうんと頷く。

「結婚三年目、ふたりとも三十代。子供なし。奥さんは良家のお嬢様で、高齢の両親から早く孫の顔をとせっつかれててね」

「でもふたりは、そっちの方は二年目からレス状態」

「え……」

　先生の説明に補足した菜々子さんに、私はなぜかギクッとして声を漏らした。

「ご主人はエリート商社マンで仕事が忙しく、出張も多い。レスではない、多忙なせいだと主張している」

「…………」

　私が聞いていいんだろうか？　なんだか急に居心地悪くなって、膝の上で結婚指輪を嵌めた左手を右手でギュッと握りしめる。

「でも奥さんは、ご主人の浮気が原因だと反論した」

「っ、えっ？」

　私が思わず身を乗り出すと、菜々子さんが足を解いてグッと身を屈めた。

「調査会社に、ご主人の浮気調査を依頼したそうよ。結果、出張と言って家を空けていたうちの数回は、女性と会っていたという報告だった」

「そんな……だったら、可か哀わい想そうなのは奥様じゃ」

「だーかーら。同情の余地もないって言ったでしょ？」

　意見を挟んだ私に、意地悪に微笑む。

「離婚を言い出したのは、ご主人の方。ダブル不倫なの」

「えっ……」

「実は奥さんの方も浮気して、なんと妊娠してしまった」

　中西先生が被せた説明に、私は呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「ご主人は、奥さんに慰謝料を求めてる。でも、奥さんも黙っちゃいない。夫の浮気が原因で心身症になったと、診断書を提出して主張し、逆に倍以上の慰謝料を要求した。その上、離婚に応じる条件として、お腹の子供の父親になれと言っている。養育費も請求する心算だ」

「結婚した時の愛はどこに行っちゃったのかしらねえ……」

　最後は冷笑して遠い目をする菜々子さんの前で、私は絶句した。

　彼女は茫ぼう然ぜん自失する私から目を逸らし、中西先生に向き直る。

「先生。どのへんを落としどころにするんですか？　このふたり、調停でも口汚く罵り合うに決まってますよ。どうにも心証が悪いです」

「そうだよなあ。なにせ、パラリーガルにも同情の余地もないと言われるくらいだし……」

「あ、あの」

　私はなんとか気を持ち直して、遠慮がちに声を挟んだ。

　ふたりから視線を向けられ恐縮して、身を縮こめながら……。

「でも奥様は、ご主人を愛してらっしゃるんじゃないでしょうか」

「え？」

「その……調査したら浮気が発覚してショックで……。奥様の浮気はそれが原因でしょう？」

　思い切って意見を述べると、ふたりが瞬きをしながら顔を見合わせる。

「奥様は、さっき結婚指輪をしていらっしゃいました。離婚調停の相談に嵌めてくるでしょうか？　ご主人にお腹の子のパパにと要求するのも、本当は別れたくないからなんじゃ……」

　中西先生が、眉をハの字に下げた。

「一理あるけど。それで離婚回避したとしても、この夫婦、この先どうなるかわからないよ？」

「それは……」

「うーん……でも先生。もっとじっくり、奥さんから話を聞いてみるのも手かも。どっちにしても、ご主人の方は奥さんの要求のめないでしょうし」

　ふたりが難しい顔で議論を始めるのを聞いて、私はそそくさと立ち上がった。

「それじゃ私、仕事に戻りますね」

「え？」

「あ、凛花ちゃ……」

　揃って顔を上げるふたりにペコッと頭を下げ、ドア口で一礼して、首を竦めて外に出る。背中で押してドアを閉め、短い息を吐いて低い天井を仰いだ。

　――異様なほど、心臓がドキドキしてる。

　六法全書も知らない素人が、法律の専門家を前に偉そうに意見を言ってしまった。

　でもそれ以上に、依頼人ご夫婦が離婚調停に至るまでの経緯が衝撃で、身につまされるものがあったせいだ。

　ふたりのようにレス……どころか、私と奎吾さんには夫婦の実態がない。

　仕事が忙しく不在がちなのは奎吾さんも一緒だけど、彼がご主人と同じように浮気しているなんて思わない。

　――いや、思いたくない。

　わずかとはいえ疑心がよぎり、心が揺れた自分を叱しっ咤たするつもりで、私は強くかぶりを振った。

　だけど……。

　奎吾さんは瀬名分家の長男だし、いずれは私も周りから『孫の顔を』とせっつかれるのが目に見えている。

　その時、私は――。

　結婚初夜以降、旦那様に求められたことのない現状を、どう振り返るだろう。

　奥様のように追い詰められたら……私はどんな行動に出るだろう。




　事務所に舞い込んだ他人の離婚調停が、明日は我が身のように思えて、とても他人事ではない。

　私は奥様みたいに他の人となんて無理だから、こんな泥沼離婚に発展する前に、なんとかしなければ。

　とにかく、レスどころかゼロの状態を打破するために。

　未だかつてないほど思い詰めた私は、藁わらにも縋すがる気持ちで先日の拓哉さんの言葉を思い出した。

『例えば、エッチな下着で迫ってみるとか』

　半分……いや、多分九割九分、からかわれていると思う。

　私が助言に従って、エッチな下着を着て奎吾さんに迫ったところで、大人で完璧な彼がぐらつくはずがない。むしろ、淫らな女と嫌悪されるかもしれない。

　眉をひそめて呆れられたら、ショックで立ち直れない。

　だけど……。

『大事な妻に頑張って求められて、喜ばない夫はいないよ』

　頑張って、求める。

　ゼロ地点から前に進めない仮面夫婦を卒業するために、私にできるのは頑張ることだけだ。

　少しでも可能性があるなら賭けてみたい。

　その日の帰り、私はショッピングに寄り道した。

　生まれて初めて入った、海外セレブ御用達のセクシーランジェリーショップ。

　私よりちょっとお姉さんの、グラマラスな店員さんが応対してくれた。

　彼女は、自分のショップの商品が見るからに不似合いな私に、ちょっと意表をつかれた顔をしたけど、そこは接客のプロだ。

　私が事情を説明しなくても、次々と商品を手に取って紹介し始めた。

　店員さんの一押しは、黒い総レースのブラジャーとペアのショーツに、ガーターベルト。

「お客様、可愛らしいから。このくらい際どい方が意外性あって、効果てきめんですよー」

　意外性……拓哉さんもそう言っていた。

　彼女は商品を指先で摘まみ、パチパチと瞬きを繰り返す私の目の高さに掲げた。

　ブラもショーツも、向こう側が見通せる。

　際どい、とは言われたけど、そもそもこれを下着と呼べるんだろうか。

　目を白黒させて怖気づく私に、店員さんが今度はヒラヒラのベビードールを揺らした。

「これと合わせると、ちょっと控えめになるかな。でも、お客様だったら、より煽せん情じょう的てきでいいかも」

　私は大きく目を見開いたまま、ごくんと唾を飲んだ。

　店員さんの商魂逞しいセールストークに乗せられ、トータルコーディネートでお買い上げ。

　試着を勧められたけど、あまりの羞しゅう恥ちで頭が沸騰しそうだったから、サイズだけ確認して逃げるようにショップを後にした。

　買い物に小一時間ほどかかったおかげで、駅の混雑度は増している。

　買い慣れないものを買ってしまった高揚感とよくわからない後ろめたさに肩を縮め、ショップの紙バッグを胸に抱え込んだ。

　そそくさと俯きがちに改札へと歩を早めると。

「凛花」

　後ろから名を呼ばれて、心臓がドキッと跳ねた。

「……え？」

　足を止め、恐る恐る振り返ると……。

「仕事帰りか？　それにしちゃ、少々遅いようだが……」

「け、奎吾さん!?」

　左手首の時計に目を落として駆け寄ってくる奎吾さんを見つけて、私は素っ頓狂な声をあげた。

「え？」

　奎吾さんは怯んだ様子で、私の前まで来て足を竦ませる。

「あ、ご、ごめんなさい」

　私はほとんど条件反射で謝った。

「いや」

　奎吾さんは訝しそうに、私が抱えている紙バッグに目を留めた。

「買い物に行ったのか」

「すっ、すみませんっ……！」

「は？」

　私の反応が、学校帰りの寄り道を怒られた小学生みたいに大袈裟だったからか、虚を衝かれたように瞬きを繰り返す。

「いや……別に謝ることはないが」

　困惑気味な彼の前で、私は冷や汗を掻きそうなくらい恐縮しながらも、

「ぐ、偶然ですね。外で会うなんて。お出かけだったんですか？」

　取ってつけたように話題を逸らし、ぎこちなく笑ってみせた。

「ん？　ああ。警視庁に戻るところだ」

　奎吾さんはまだ怪訝そうだけど、そう答えてくれる。

「お前ももう帰るだろ？　ちょうどいい。途中まで一緒に行こう」

「えっ!?」

　後ろ暗さ満載の私の声は裏返ってしまい、奎吾さんが戸惑った顔をした。

「なんだ？　まだどこか行くのか？」

「い、いえ……」

　挙動不審に目を泳がせる私に、眉根を寄せる。

「帰ります。私も……」

　これ以上不審がられてはいけない。

　私は覚悟を決めて、声を消え入らせた。

「じゃあ、荷物を持とう。なにを買ったんだ？」

「いえっ！　自分で持ちますっ」

　親切で手を差し伸べてくれた彼から、私は勢いよく飛び退いた。

　そして、行き場を失った手に目を落とす彼に焦り、ブンブン首を横に振る。

「重くないので、大丈夫です」

「……そうか。行くぞ」

　奎吾さんはまだ首を捻りながら、私を促して先に改札を抜けていく。

　私は、ドッと圧しかかってくるとてつもない疲労感に溜め息をついた。

　とにかく、なにを買ったか気付かれる事態だけは回避しなければ。

　私は腕に力を込めて紙バッグを抱きしめ、肩を力ませて彼の後に続いた。

　駅の構内はもちろん、ホームもだいぶ混んでいた。到着した電車から、たくさんの人たちが降りてくる。うっかりすると、人の流れにのまれて押し戻されそうだ。

「凛花、こっちに」

　奎吾さんが私の肩に腕を回し、自分の方に引き寄せてくれた。

　彼らが降車してから、半ば押される格好で乗り込む。ドアが閉まった時には、車内の中ほどまで入り込んでいた。

「やけに混んでるな。凛花、大丈夫か？」

　電車が発車すると、奎吾さんが声を潜めてコソッと訊ねてきた。

　身動きできないほどじゃないけど、小柄な私は、周りの人たちに埋もれてしまう。前後左右人の壁で、圧迫感が強く息苦しいけれど……。

「はい。大丈夫です……」

　それよりなにより、鼻先を掠めるほど奎吾さんの胸元が近くて、ドキドキの方が勝る。

　とてもまっすぐ前を向いていられず、紙バッグに顔を埋めて肩を縮こめた。

　警視庁に戻るところなら、奎吾さんの方が先に降りる。

　それまで、そう長くはかからない。

　少しの間の辛抱……。

　とその時、電車がガタンと揺れて、急停止した。

「きゃっ……！」

「凛花」

　掴まるものがなくよろけそうになった私を、奎吾さんがしっかり支えてくれた。

『お客様にご連絡いたします。ただ今、先を走る電車で車内から緊急停止ボタンが押されたため、状況確認を行っております』

　車内にアナウンスが流れ、周りの乗客が顔を上げて耳を澄すましている。

　どこからか、「マジかよ」という呟きが聞こえてきた。

『電車が遅れまして、お客様には大変ご迷惑をおかけしますが、確認が取れるまで少々お待ちください』

「状況確認か……長くならなければいいが」

　頭上から、奎吾さんの声が降ってくる。

「凛花、辛くないか？　俺に寄りかかってろ」

　気遣う言葉と共に、肩に置かれていた手が頭に回ってきた。

「だいじょ……ひゃっ」

　返事をする間もなく力がこもり、私は彼の胸に顔を埋めてしまった。

　ふんわりといい匂いに包まれ、ひゅっと音を立てて息をのむ。

「凛花？」

　小声で呼びかけてくる彼に、なんでもないと告げる代わりに、何度も首を横に振って応えた。

　抱きしめられているみたいで落ち着かない。

　奎吾さんは、私が辛くないように支えてくれているだけなのに。

　どうしよう。心臓の音が激しすぎて聞こえちゃう。こんな状況でドキドキしてるの、気付かれちゃう――！

「っ……」

　私は紙バッグを強く抱きしめ、肩を強張らせた。

『過保護だな。お前の旦那は』

　長老に言われた言葉が胸を掠める。

　奎吾さんの目に、私は相当か弱い頼りないものと映っているんだろう。

　だからここは『大丈夫』と伝えて、彼から離れるべきだ。

　しっかりしてるところを見せないと。

　そう、頭ではわかってるけど……。

　息遣いが感じられるほど、奎吾さんが近い。

　こんな状況なのに、くっついていられるのが嬉しくて、私は片手で彼の胸元にしがみついた。

　手触りのいいスーツをギュッと握りしめ――。

　電車が運転を再開するまで、奎吾さんの体温に包まれていた。




　マンションに帰ってくると、私はすぐに自室に入り、しっかりとドアを閉めた。

　ベッドの上にペタンと座って、お腹の底から深い溜め息をつく。

　――まだ心臓がすごい音を立てている。

　あの後、五分ほどして電車は運転を再開した。満員電車のどさくさに紛れ、私が奎吾さんにしがみついていたのは、ほんの十分程度の時間。

　彼は『じゃあ気をつけて』と私の頭をポンと叩き、途中駅で颯爽と降りていった。その背はいつもと変わらずスマートで、冷静そのもの。突然の密着に動揺して、心臓が壊れそうなほどドキドキしていたのは私だけ。

　奎吾さんは、私とくっついたくらいじゃなにも感じないのかな……。

　なんだかちょっと悔しくて寂しくて、私は紙バッグを引っ掴んだ。

「でも、私がこれを着たら……」

　自分を鼓舞して呟きながら、中から取り出した下着を目の前に広げて並べてみた。

　ショップでは恥ずかしすぎて試着できず、帰ってきてからひとりで試してみるつもりでいたけど……。

　試すまでもない。

　手に取ると、手相が読めるほど透け透け。まったく下着の意味をなしていない。

　いや、もう、これを衣類と言ってはいけない。

　私はこの下着を着けた自分を想像して、顔から火が噴きそうになった。

　――セクシー？　煽情的だろうか……？

「～～やっぱり無理っ」

　値札がついたままの下着をザッと掻き集め、紙バッグにまとめて突っ込む。

　私がこんなにエッチな下着を着たら、いくら奎吾さんでも惑わされてくれるかも、なんて考えた自分が愚かで、ただただ恥ずかしい。

　あんなに紳士的な人が、こんな小細工にグラッときたりするはずがない。

　だから、ちゃんと自分の力でなんとかしなきゃ。

　なんとか、なんとか……そうだ、結婚記念日。

　奎吾さんには、一緒に過ごしたいと休暇の取得をお願いしてある。

　デキた妻らしいこと。彼が目を細めて喜んでくれること……なにがあるだろう。

「そうだ」

　私は独り言ちながら、ムクッと身体を起こした。

　奎吾さんは私に『家事もしっかりやってくれている』と言ったけど、それは整理整頓された家を見ているだけで、彼に料理の腕を振るったことは皆無に等しい。

　一応これでも、料理には自信がある。

　奎吾さんの好きなものをたくさん作って唸らせたい。

　あと三日。準備する時間はあるし、彼に見直してもらうチャンスだ。

　とてもいいアイデアが閃ひらめいた気がして、私は発奮した。

　そうと決まれば、早速メニューを考えようと意気込み……。

　次の瞬間、ピタリと動きを止めた。

　――私、奎吾さんの好物がなにかも知らない。




《ごめんね、凛花ちゃん。遅い時間になっちゃって》

　テレビを消して電話に応答した私の耳に、そんな言葉が届いた。

「いえ、私の方こそすみません。いきなり連絡しちゃって……」

　入浴を済ませ、リビングのソファに腰かけていた私は、無意識に背筋を伸ばした。

《ううん、嬉しい。連絡もらえて》

　弾む声の主は、純平さんの婚約者の菅かん野の歩あゆみさん。

　婚約者といっても、入籍間近ですでに同棲していて、ほぼ〝妻〟だ。

　歩さんは私より四つ年上の二十八歳で、大手食品メーカーで働いている。

　私は先日、長老の卒寿のお祝い会で初めてお会いした。

　純平さんが結婚するというのも驚いたけど、その相手がちょっと意外だった。

　彼のことは、昔から知っている。

　奎吾さんと面立ちは似ているものの、迂う闊かつに近寄れない鋭いオーラがある。

　今日私が買ったランジェリーを普段使いしていそうな女性を、手玉に取っている印象――でも、彼が結婚相手に選んだ歩さんは、とても優しくて可愛い人だった。

　ひとりっ子の私には、親しみやすいお姉さんができたみたいで嬉しい。

　私は、彼女の『嬉しい』という言葉に縋って、「あの」と切り出した。

「ＬＩＮＥでお訊ねしたことなんですけど……」

《あ、うん。ちょうど純平さん、帰ってきたところだから》

「……え？」

《純平さーん》

　電話の向こうで、歩さんが彼を呼ぶのにギョッとして、思わず壁時計を見上げた。

　午後十時。普段の奎吾さんと比べると、かなり早い帰宅だ。

《今、凛花ちゃんと話してて》

　歩さんが説明するのを耳に、私は無意識に肩を力ませた。

《凛花？》と、訝しげに聞き返す声に続いて……。

《もしもし？　久しぶり》

「おっ……お久しぶりです、純平さん」

　電話口からの応答に、私は声をひっくり返らせた。

　私の反応に、歩さんがクスクス笑う声もする。

　どうやら、スピーカーホンにして一緒に聞いているようだ。

《凛花ちゃんの質問、直接純平さんに答えてもらった方が早いかなーと思って》

《質問？》

《凛花ちゃん、奎吾さんの好物が知りたいそうです》

　電話越しのふたりの会話に、私はこめかみに妙な汗が滲むのを感じた。

　意味もなく身を縮めていると、純平さんが《は？》と呆れたように語尾を上げる。

《なんで俺に》

「す、すみません、すみませんっ」

　私は恐縮しきって、何度も頭を下げた。

「実は、あの……もうすぐ結婚記念日で」

　しどろもどろになる私に、彼も《ああ》と相槌を打つ。

《今週末だったか》

「はい。その日、奎吾さんにお休みを取ってもらうようにお願いしていて。ゆ……夕食に奎吾さんの好きなものをたくさん作って、サプライズしたくて」

　私は額に滲む汗を手の甲で拭いながら、早口で捲し立てた。

《サプライズ？　そりゃ、ご苦労なことで》

《もーっ！　純平さんっ！》

　素っ気ない彼に、歩さんが憤慨した。

《健けな気げな妻心ってものじゃないですか》

《馬鹿にしてるわけじゃない。凛花さんが作ったものなら、アイツはお茶漬けでも泣いて喜ぶだろうよ》

「は……？」

　仲のいいふたりのやり取りを羨ましく感じながら、私は短い声を挟んだ。

　純平さんが、《そうだな》としばし黙考して……。

《カレーでも作ってやれ。昔から好きなはずだ》

「カレー……」

《それなら、幾分日持ちするだろ》

「え？」

　戸惑って聞き返す私の耳に、《あ、純平さんっ》と歩さんの声が割って入った。

　なにか物音がして、音声が途絶えた後。

《ごめんね、凛花ちゃん。純平さん、お風呂入るって行っちゃって》

　歩さんの困ったような謝罪が届いた。

「い、いえ。私の方こそ、すみません。純平さんもお忙しいのに、こんな質問を」

　私はガチガチに肩を力ませて、平謝りした。

　もしかしなくても、『本人に聞け』と思われたのだろう。

　本当にその通りだった。

　でも、もうすぐ初めての結婚記念日を迎えるのに、〝デキた妻〟が旦那様の好物も知らないなんて申し訳なくて、今さら本人には聞けない。

　だからといって、サプライズだなんて言い訳して純平さんから聞き出そうだなんて、あざということをした自分が恥ずかしい。きっと、私の魂こん胆たん、見透かされたんだ……。

《ううん。でも、カレーなんて適当すぎよね。純平さんも、すぐには思いつかないのかなあ……。また私からも聞いてみるね》

　優しい彼女が眉をハの字に下げている様子が、手に取るようにわかる。

　だけど、私はもう一度壁時計を見つめて……。

「あの、歩さん」

　遠慮がちに呼びかけた。

「純平さん、今日はお帰り早かったんですか？」

《え？》

「だって、まだ十時……」

　ぎこちなく返す私に、歩さんが《ああ》と呟く。

《前はもっと遅かったんだけど……今はできる限り早く帰ってきてくれてるみたい》

「今は？」

《……私が、ひとりにならないようにしてくれてるのかな》

　へへ、と恥ずかしそうに笑う声を聞いて、私はグッと言葉をのんだ。

　そして。

「愛されてるんですね。……いいなあ」

《え？》

「い、いえ！　あの、ありがとうございました」

　無意識の独り言に聞き返されて、慌てて首を横に振る。

「ええと……せっかくのふたりの時間、お邪魔になるので切りますね」

　気を取り直して、そう告げる。

《あ、凛花ちゃ……》

「お休みなさい」

　彼女がなにか言いかける途中で挨拶して、電話を切った。

　用を終えたスマホを持つ手をだらんと落とし、私はソファに深く背を沈ませて天井を仰いだ。

　――〝大事にされる〟と〝愛される〟は、全然別。

　入籍前から一緒に暮らして愛されている歩さんの幸せを妬ねたみ、『いいなあ』なんて僻ひがむようなことを口にした自分に、嫌悪感が広がる。

　ズンと落ち込む自分を叱咤して、私は「はあ」と声に出して息を吐いた。

「カレー……カレーか」

　純平さんから唯一引き出せた答えを反芻して、目を閉じて思考を巡らせる。

　だったら、タンドリーチキンを作ろうかな。

　奎吾さんが辛いものが好きなら、朝から時間をかけてスパイスが効いたカレーとナンを作って、エスニックパーティーにするとか。

　そうやって、三日後の結婚記念日の計画を頭の中で繰り広げて、鬱蒼とする気分を晴らそうとした。

　と、その時。

　脱力していた手の中でスマホがブブッとバイブして、私はギクッと身を竦めた。

　急いでスマホを顔の高さに持ち上げると、奎吾さんからのＬＩＮＥメッセージの通知だった。

　条件反射で、ドキッと胸が弾む。

　ソファから背を起こし、すぐにメッセージを確認して――。

「…………」

　私は力なく腕を下ろした。

【すまない。急きゅう遽きょ香港に出張になった。今、羽はね田だ空港にいる。なるべく早く仕事を済ませて、帰れる時に連絡する】

　――海外出張。

　さっき会った時はなにも言ってなかったから、本当に急な仕事なんだろう。

　でも、三日で帰ってこれるのかな……。

「日持ちするって、そういう意味……」

　私はソファの背に後頭部を預け、目元に両腕を翳して、天井から降ってくる明かりから隠れた。










暴かれる




　夜も更けてから日本を発ち、香港で迎えた二度目の夜。

　俺は、派手なネオンが煌きらめく九龍クーロンの目抜き通りを走る、香港名物のオープントップバスに乗っていた。

　二階はほぼ満席だ。四方八方で、矢継ぎ早な広東語が飛び交っている。

　広い通りには、けたたましいクラクションがひっきりなしに響き渡る。

　バスも街も騒々しい。

　その上、通りまでせり出した大きな看板が頭上スレスレを通り過ぎるため、なんとなく背筋を伸ばしていられない。

　正直不快だが、頬を撫でる夜風は秋めいていて、唯一心地いい。

「瀬名サン。腹減リマシタカ？　店、モウスグネ」

　ムスッと黙っている俺を気にしたのか、前の席から香港警察の刑事が振り返り、惚とぼけた日本語で声をかけてきた。

　彼は、張チャンと名乗った。一昨日の深夜、香港に到着した俺たちを空港まで迎えに来て、それからずっとアテンドしてくれている。

　年の頃は四十代前半、日本だと警部くらいの階級。ノンキャリだろう。

「……そうですか」

　俺は狭いシートのピッチで窮屈に足を組み替え、仏頂面で答えた。

　途端に、隣に座る警視庁刑事部の国くに枝えだ部長が、「こら、瀬名」と肘をついてくる。

「なにをブスッとしている。愛想よくせんか」

　警察になって十二年になるが、愛想が必要な職業だったとは初めて知った。

「あいにく、生まれつきこの顔でして」

　相手は警視長。上官だが、俺は無愛想にそっぽを向いた。

　国枝部長が、溜め息をつく。

「出張中は、接待を受けるのも業務だろう」

「一日ならいいですよ。二日続けて、こんな大仰な歓待は不要でしょう」

　俺は刺々しく返して腕組みをした。

「大体、我々は捜査に来ているんです。のんびり九龍観光している間にも、できることが……」

「これだけベッタリ張りつかれちゃあ、なにをしても無駄足だ。それより、香港警察の内情を引き出すことに専念しろ。お前も昨夜、今回はより多くコミュニケーションを取るのが先決と悟っただろう？」

　厳しく顔を歪めて諫いさめられ、俺も唇を結んだ。

　――その通りだから、反論もない。

　国際詐欺事件で、香港の貿易会社のネットサーバーをハッキングしたハッカーグループが判明した――という報告が入ったのは、一昨日の夜だった。

　ハッカーグループについては、香港警察が捜査を進めているが、俺たち日本側も、藤崎六郎との接点を調べる必要がある。

　電話やメールでの聞き取りは埒らちが明かず、香港に出張する必要があると判断したのは俺だ。もちろん、部下の刑事に命令するつもりでいた。

　ところが、この秋の人事異動で刑事部長に昇任した国枝部長が、新総指揮官として顔を出しておくなどと言い出したため、俺にお鉢が回ってきた。

　警視庁の中でも、捜査二課はエリート集団と呼ばれるが、一介のノンキャリ刑事を警視長の出張に同行させるわけにはいかない。日本の警察界は、未だに典型的な縦社会なのだ。

　そんな経緯で、俺は急遽飛行機に乗る羽目になった。

　それでも、香港国際空港に降り立った時は、俺もここまでカリカリしていなかった。

　結婚記念日は今週末だが、丸二日あった。分刻みでスケジュールを詰め込み、精力的にこなしていれば、ちょうど今時分、日本に帰国する飛行機に乗れる算段だった。

　だというのに、今俺が乗っているのは飛行機ではなく観光バス。時折、頭上で雲を突き抜けていく飛行機を仰ぐだけ。

　マズい。結婚記念日は明日だ。

　この調子では、どんなに早くても、帰国できるのは明日の夕刻だろう。

　凛花から休暇を取ってくれと頼まれたのに、叶えてやれない――。

　舌打ちしたいのを堪えて、額に下りた前髪を乱暴に掻き上げた時、国枝部長がピクリと眉を動かした。

　おもむろに身を乗り出すのに気付き、俺もハッとして足を解く。

　俺たちの前列には、張刑事とその上官がふたり並んでいる。

　ふたりは周りの乗客の大声に紛れるように、広東語で話し始めた。

　他の乗客の耳を憚はばかっているのか、声量は抑えられている。

　俺は息を潜めて、ボソボソと聞き取りにくい会話に耳を澄まし――。

「……アーロン・リー。今までに出ていない名前ですね」

　小声で呟き、スーツのポケットからスマホを取り出した。

　すぐに指を滑らせ、インターネットで検索する。

　漢字では、李リー富城アーロンと表すらしい。

「ホテルに戻ったら、インターポールに人物照会します」

　国枝部長の「ああ」という相槌を聞きながら、スマホをポケットに戻す。

　俺は苦々しい気分で、前のふたりの後頭部を見据えた。

　捜査連携といっても、国を跨またぐと結構難儀だ。俺たちもそうだが、香港側にも現地事情がある。自分たちのホームで、日本の警察が首を突っ込むのを歓迎しない。それ故、こうしてわざわざ香港まで出向いても、なかなか情報を開示しようとしないのだ。

　張刑事がつきっきりでアテンドするのも、俺たちがホームを荒らさないよう、監視するため。おかげで、初日から腹の探り合いだ。

　彼らは日本語での会話が可能で、言い回しが難しくなると英語を使う。

　そして、ふたりで相談する時は広東語だ。

　厚意に甘えて日本語と英語で会話していた俺たちに、広東語はわからないと思ったのだろう。昨夜の食事の席で、ふたりはそれほど声量を気にせず、今まで提供されなかったハッカーのアジトの話をしていた。

　俺も部長も、日常会話に不自由しないレベルで広東語が話せる。ふたりが俺たちを憚って密談していることは、全部筒抜けだ。

　そのため俺たちは、ふたりが広東語を使う状況を作ろうと、一芝居打つことにした。広東語がわからないふりをして、香港警察の内情を探ることにしたのだ。

　裏を掻いてくる彼らのさらに裏を掻くには、それ相応の時間が必要だ。

　俺は深い溜め息をついて、別のポケットからプライベートのスマホを取り出した。

　ＬＩＮＥアプリを起ち上げ、二日前、羽田空港から凛花に送ったメッセージに目を落とす。

　既読表示は、すぐについた。その三十分後に返事があったが、俺が確認したのは、香港に到着してホテルにチェックインした後だ。

【わかりました。お気をつけて。お帰り待ってます】

　俺が絵文字や記号を使わないからか、彼女のメッセージもあっさりと簡潔だ。

　事務的な文面にその心は表れないが、返信に三十分のタイムラグがあったのが気にかかる。

　初めての結婚記念日も仕事ですっぽかされるとがっかりして、肩を落としたか？

　――妻の願いも聞いてやれない夫に呆れ、怒ったか？

　凛花の心中を推し測って思考を巡らせると、見合いの席で落胆した彼女を思い出し、胸がズキッと痛む。

　なにを言っても、言い訳にしかならない。

　その上、『帰れる時に連絡する』と言ってしまった手前、帰国できない現状で、まだ彼女に連絡できていない。

　なんとか明日、香港を発ちたい。

　そのために、とにかく早く仕事を終わらせる。今はそれが最優先だ。

「…………」

　俺は頬杖をつき、夜の繁華街の喧騒をぼんやりと眺めた。




　翌日、俺は羽田空港に降り立つと、脇目も振らずにターミナルを出て、タクシーに乗った。

　香港での仕事が片付いたのは、夕刻に差しかかった頃だった。

　国枝部長は明日早朝の便で帰国すると言ったが、俺は一足先に帰途に就いた。

　上官を置き去りにしてきてしまった。

　縦社会の日本警察界で、凄すさまじい無礼なのは重々承知している。

　でも今はそれどころじゃない。

　車窓を流れる風景には目もくれず、左手首の腕時計で時間ばかり気にした。

　時計の針は午後十一時を指している。

　今日は、あと一時間しかない。

　プライベートのスマホを手に取り、指を滑らせる。

　香港国際空港でキャンセル待ちをして、席が取れてから凛花に【これから帰る】というメッセージを送信したが、まだ既読表示がついていない。

　俺は窓枠に肘をのせて頬杖をつき、ジリジリする焦しょう燥そう感かんに耐えた。

『一日……いえ、半日。ダメなら、夕食だけでもいいです』

　もう夕食という時間でもない。

　彼女の願いの最低限も叶えてやれなかった。

　マンションに着くと、エントランスを駆け抜け、エレベーターに飛び乗った。

　フロアまで上昇する、たった十数秒間すらもどかしい。

　ようやく自宅の玄関に入ると、

「凛花！」

　靴を脱ぎ散らかしてリビングに駆け込んだ。

　しかし、リビングは真っ暗だった。

　ダイニングキッチンの非常灯だけが、ぼんやりと灯っている。

　やや弾む呼吸を整えながら、ダイニングテーブルに歩いていった。

　未使用の食器がふたり分セッティングされていた。

　微かすかに漂う匂い……カレーか？

　キッチンのＩＨコンロに、ホーロー鍋が置いてある。

　凛花が食べた気配はないが、ふたつのワイングラスのひとつにだけ、赤ワインが注がれている。

　口をつけた形跡がある。

　どうやら、半分飲み残したようだ。

　普段ほとんど酒を飲まない凛花が、ひとりでどんな思いで――。

　ただただ、申し訳ない。

　自分が不甲斐なくて、悔しさに顔が歪む。

「凛花……」

　俺はグラスを手に取り、彼女の部屋を振り返った。

　シンと静まり返っているが、ドアの隙間から明かりが漏れている。

　凛花が起きているなら謝らねば。

　せめて今日が終わらないうちに詫わびて、結婚記念日の埋め合わせを約束したい。

　俺は自分を叱咤して、足を踏み出した。

　ドアの前で両足を揃えて立ち止まり、意識的に大きく深呼吸して――。

「……凛花。起きてるか？」

　二度コツコツとノックしながら、遠慮がちに声をかけた。

　返事はないが、一瞬、ドアの向こうで空気が動いたのを感じた。

「ただいま。遅くなってすまなかった」

　わずかな気配に縋り、ドアに額を預けて声を絞る。

　それでも、彼女からの反応はなく……。

「……凛花、入るぞ」

　思い切って宣言して、ゆっくりドアを開けた。

　天井の明かりは煌こう々こうと灯っていたが、整然とした部屋はもぬけの殻――いや、凛花はベッドにいた。

　布団がこんもりとかまくら状態になっている。

　俺に顔を見せてくれない。

　拗ねている……いや、怒っている？

　俺はドア口で足を竦ませた。

　しかし、彼女が被った布団がカタカタと小刻みに振動しているのに気付き……。

「っ、凛花っ。具合が悪いのか!?　まさか、飲みすぎたんじゃ」

　俺は鋭く声を発し、ツカツカとベッドサイドに歩み寄った。

　一切の躊躇なく、布団を引っ剥がした途端。

「きゃあああっ!!」

　甲かん高だかい絶叫が轟とどろき、ギクリと手を止める。

　そして。

「……え？」

　俺は、ベッドの上でハリネズミのように身を縮める彼女に目を瞠みはった。

　――なんだ？　これは。

　確かに凛花だが、パジャマを着ていない。

　黒い総レースのブラジャーとショーツだけの姿だった。

　かなり際どいデザイン……オープンクロッチと言うんだったか。

　辛かろうじて下着と呼べる代物で、大事な部分を保護できるものではない。

　俺は彼女の滑なめらかな白い柔肌に釘くぎ付づけになった。

　まさか、常日頃からこんな下着を身に着けているのか？　いや、そんなはずはない。これは男を誘惑するのに使う、俗に言う勝負下着とかそういう類のものだ。

　俺は混乱して目を彷徨さまよわせた。

　そして、クローゼットの前に落ちている紙バッグに目が留まる。

　これは見覚えがある。俺が香港に出張する前、偶然凛花と駅で会った時、彼女が大事そうに胸に抱えていた。

　あの時、凛花の様子がおかしかったが、これを買った後だったからか？　それほど俺に隠したいものだったのか。

　そんなものを、凛花はなんのために……？

　あまりの衝撃と困惑に呆然として、力が抜けた手から布団が床にドサッと落ちる。

「嫌っ！　見ないで。見ないでっ!!」

　涙交じりの声が耳に届き、ハッと我に返った。

　布団を剥ぎ取られ、ボックスシーツを引っこ抜いて身体を隠そうと必死の様子に、

「っ……す、すまん」

　俺は条件反射でくるっと背を向けた。

　しかし、目にしたものが網膜に焼きついている。

　俺は額に手を当て、この状況を把握しようと、目まぐるしく思考を働かせた。

「と、とにかく、服を着てくれ。目の遣り場が」

　とっさに、そう声をかけたが。

「いや、違う。俺が出ていけばいいのか」

　自分で思う以上に混乱していて、あたふたとドアに向かおうとして――。

「！」

「ご、ごめんなさい、行かないで……」

　背後で、か細い声がした。

　声に負けないくらい細く、力瘤も浮かばない華奢な腕が、俺の腹に回っている。

　背中に感じる、俺のものではない仄ほのかな体温。

　凛花のものだと認識して、俺の心臓がドクッと沸き返った。

「奎吾さん、私」

　震える声と共に、彼女の腕に力がこもった。

　背中に押しつけられる、柔らかい感触……これはヤバい。マズい。

　焦れば焦るほど、背中に全神経が集中する。

　バクバクと爆走する心拍で、耳鳴りまでし出した。

「……凛花、放せ」

　自分で彼女の腕を解くことも考えられないほど動揺して、身体を硬直させた。

　絞り出した声は掠れ、硬くなった自覚があった。

　それでも彼女の耳に届いたのか、ビクッと震えた反応が直に伝わってくる。

「やっぱり……私じゃ無理ですか……」

　凛花がひくっと喉を鳴らし、声を詰まらせた。

「私、あの奥様の気持ち、わかる。ご両親に孫の顔が見たいって急かされて、困るだけだったんです。ご主人とは一年もレスで、ただでさえ寂しいのに」

「……え？」

　ショートしていた思考回路が刺激され、聞き返すことができた。

「ご両親に他意はなくても、追い詰められて浮気した奥様の気持ちは、ちょっぴり理解できる気がするんです」

　グスッと鼻を鳴らす音を、耳で拾い――。

　……なんだ？　凛花は一体、なにを喋しゃべっている？

　彼女の言うことが不可解すぎたせいで、混乱していた頭が落ち着き、思考回路が正常に軌道修正されていった。

　俺は黙って、肩越しに彼女を見下ろした。

　凛花は俺の背に額を擦りつけていて、気付かない。

「不倫なんてダメなのに、気持ちがわかるのも怖い。私、どうしたらいいかわからなくて。だから、拓哉さんに……」

　彼女が口走る不穏な言葉が、俺の神経を逆撫でし……。

「なんだそれは」

「きゃっ……」

　腹の前で交差する腕を掴み上げ、勢いよく回れ右をした。

　真正面から向き合い、彼女の頭のてっぺんから足元まで視線を走らせる。

「や……奎吾さんっ」

　凛花は顔を真っ赤に火照ほてらせて、涙目で恥じらった。

　俺に両手首を掴まれ、身体を隠すこともできない。桜色に染まった身体をくの字に曲げ、膝を擦り合わせる肢体はなまめかしく、煽情的ですらある。

　俺は思わず息をのみ、喉仏を上下させた。

　それに気付いたのか、凛花が身体を強張らせる。

「恥ずかしいか？　その姿を、俺に見られるのは」

　俺の問いに固く目を瞑り、何度も首を縦に振った。

「そんなに嫌か。ならば、その恥ずかしい下着を、お前は誰のために」

　俺は声を絞り出し、華奢な身体を力任せにベッドに押し倒した。

「え……きゃっ!?」

　凛花はなにが起きたかわからない様子で、忙しなく瞬きをした。状況を確認しようとしてか、首を捻って周りを見回そうとする。

　俺はその顎をグッと掴んで、顔の向きを正面に固定させ――。

「祖父さんの卒寿祝いの時か？　子供を急かされたのは」

「え？」

「それで困って……お前は……」

　拓哉に、俺の従兄弟に頼ったというのか……？

　その先を口にするのは、俺のプライドが許さなかった。

　喉の奥まで出かかった言葉を、ブルッと頭を振ってのみ下す。

　忌々しく顔を歪め、彼女のブラジャーの肩紐を指で拾ってパチンと弾いた。

　このエロい下着も、アイツの趣味か？

　――不倫。

　凛花が、拓哉と……？

　メラメラと燃え上がる嫉妬と憎悪の炎で、目に映るすべてのものが紅ぐ蓮れんに染まる。

　凛花は無理矢理俺の方を向かされたまま、大きく目を見開いていた。

「け、奎吾さ……？」

　戸惑いに揺れながら、黒い瞳の真ん中で俺を捉える。

　一瞬、一年前の結婚初夜の記憶が脳裏をよぎった。

　あの時のように嫌がられても……今夜は一度手を出したら止められない。

　だから、やめろ。

　堪えろ……。

「お前が、こんな下着で、男を誘惑する女だとは思わなかった」

　俺は全身の血管が脈打つ感覚に耐えて独り言ち、ハッと浅い息を吐いた。

　凛花は瞳いっぱいに涙を湛たたえて、ビクッと身を竦める。

「ごめ……ごめんなさい。奎吾さ、私」

「それなら、相手が俺でも構わないだろ」

「っ……え？」

　俺はネクタイに指を引っかけて緩め、乱暴に引き抜いた。続けてシャツのボタンを外す。

「ああ……子供を急かされたのが原因だったか。夫は俺だ。俺に抱かれるのこそが本望だろう？」

　怒り、嫉妬……激しい劣情に全神経を支配され、辛辣に言い捨てる俺に、凛花が怯えた顔をした。

　それを見て、俺は目を細めてほくそ笑む。

「俺が怖いか。……怯えた顔、変わらないな。五歳の時と」

「け、けい……っ」

　彼女の上擦った声は最後まで音にならず、俺の口内でくぐもって消えた。

「ふ、うん……ん」

　その代わり、唇の隙間から、彼女の鼻にかかった呻き声と俺がわざと立てるいやらしいキスの音が零れる。

　俺は執拗といっていいほどねっとりと舌を絡ませてから、ゆっくりと唾液の糸を引いて唇を離した。

「は、っ、あ」

　凛花は、すっかり息を上げていた。

　黒いレースに淫らに透ける、ふたつの胸を上下させる。

　目尻から涙を伝わせて、浮かされたように俺を目で追う。

　俺は、彼女相手に初めて覚える嗜し虐ぎゃく心しんで、ゾクッと戦慄いた。

　高揚するのを自制できず、勢いよくシャツを脱ぎ捨て――。

「っ、あっ、奎吾さ……っ！」

　なんの躊躇もなく、彼女に覆い被さった。




　焦がれて欲した肌にがむしゃらに顔を埋め、意図的に抑制してきた欲情を解放する。

　知性も理性も、大人の男の余裕も……凛花に触れた俺からは、なにもかも吹っ飛んでいた。

「あ、ああっ、けい、奎吾さ……」

　凛花は声を憚ることもできず、俺の下で乱れる。

　彼女が恥ずかしがった淫らな下着は、この淫いん靡びな行為の邪魔にはならない。

　だが、俺の愛あい撫ぶでずれ、彼女の身体に申し訳程度に纏わりつき、肌を重ねる俺にはゴワゴワと不快だ。

　ホックを外してブラジャーを掴み、勢いよく剥ぎ取った。

「あっ、やあっ……」

　もう裸同然だったのに、〝最後の砦とりで〟を奪われ心許ないのか、凛花が『嫌嫌』と首を振る。

　まだ、恥じらう余裕があるのか。それとも、本気で嫌がってる？

　俺は自嘲気味に顔を歪ませた。

　――嫌がられようが、止まらない。

　彼女の反応に構わず、小ぶりだが形のいい胸を後ろから鷲わし掴づかみ、仰け反った喉元に舌を這はわせる。

「あ、うっ……」

「くっ……凛花」

　声をくぐもらせる彼女の肩に額を預け、俺はブルッと身震いした。

　心臓は、ドッドッと早鐘のように拍動している。

　今まで、女を抱くのに、これほど興奮したことはなかった。

　獰猛に脈打つ股間が痛苦しい。

　切羽詰まって気が逸り、彼女の胸から脇腹に伝わせた指を、小さく頼りないショーツに引っかけた。

　躊躇いなく、指を忍ばせ……。

「痛っ……!!」

「っ……え？」

　もう片方の手をベルトのバックルにかけていた俺は、引き攣れた悲鳴にギクッとして指を止めた。

「う、ううっ、う……」

　押し殺した呻き声に困惑して、次の瞬間、冷や水を浴びせられた気分で息をのむ。

「凛花？」

　ガチガチに身体を固まらせて痙攣する彼女を見下ろした。

「お前……処女なのか？」

　信じ難い気持ちで訊ねると、凛花はきつく目を瞑り、コクコクと頷いた。

　その途端、俺の全身からサーッと血の気が引いた。

「なぜ……拓哉とは？」

　それでも足掻く俺を、彼女が肩越しに見上げてくる。

「たく……？」

　涙に濡れた睫毛を震わせ、質問の意味がわからないといった表情を浮かべるのを見て、俺の心臓がドクッと沸き立った。

　限界を突き抜けるほどの恍こう惚こつとした高揚感が、一瞬にして醒めていく。

「まさか……俺の誤解なのか……？」

　混乱にまみれた独り言が、すんなりと胸に浸透する。

　理解が繋がり、脱力して彼女から手を離した。

「……けい？　奎吾さん……？」

　ふわふわと浮かされたような声。潤んだ目が、俺を探っている。

　俺は顔を手で覆い、彼女の視線から逃げた。

　それじゃあ、子供とか浮気とか不倫とか……さっきの話は一体なんだったんだ？

　凛花らしくないこの下着は？

　拓哉のためじゃなかったなら、俺はなにに嫉妬したんだ？

　激情のままに、凛花を屠ほふりかねないほど暴いた。

　こんなの、ただの猛獣だ。

「っ……」

　激しい罪悪感と自己嫌悪に駆られ、声をのみ込む。

「奎吾さ……？」

　怖々と手を伸ばしてくる彼女から、勢いよく顔を背けた。

　意図せずその手を払ってしまい、乾いた音が響く。

「す、すまない」

　怯んだ気配にギクッとして、自分を落ち着かせようと、強くかぶりを振った。

　俺は劣情に任せて突っ走っただけで、彼女を労る余裕は皆無だった。

　しかし、俺を突き動かした激情が、そもそも的外れだったなら――。

　……これ以上続けていいわけがない。

　未だかつてないほど昂っていることを、俺は自覚している。

　凛花が初めてならなおさら、苦しめることになる。

　せめて、この激情を完全に根絶やしにして、俺が最後まで余裕を保てる時。

　彼女を労り、大事に気遣ってやれる状況で……。

　――この結婚記念日は、最初から丸ごと仕切り直す必要がある。

　俺は目を伏せ、身を翻してベッドから下りた。

　ベッドの端に浅く腰かけ、乱れた前髪を掻き上げて俯く。

「……けい、ごさ」

「これ以上はダメだ」

　遠慮がちなたどたどしい呼びかけを振り切り、自分に言い聞かせながら立ち上がった。

「っ、え？」

「すまなかった。部屋に戻る」

　床に落ちたシャツを拾い上げ、腕を伸ばして袖を通した。

　凛花は、なにも言わない。

　どんな目で俺を見ているのだろう……振り返って確認したい欲求を鎮め、大股でドアに向かう。

　その時、スラックスのポケットでスマホが振動した。

　仕事用のスマホ。電話の着信だ。

　迷うことなく取り出し、相手を確認もせず応答する。

「……はい。瀬名です」

　必死に冷静を装い抑えた声は、低く掠れた。

　凛花に電話の内容を聞かせまいとしたと思わせるよう、顔を背ける。

　細く開けたドアの隙間に身を滑らせ、彼女の部屋を出た。

　電話は、昨夜依頼したアーロン・リーの人物照会に対する、インターポールの部下からの回答だった。

　国枝部長には先に同じ報告をしてあると聞いて、俺は無意識に眉をひそめた。

　ならば今頃、日本の警視庁捜査二課は部長命令を受け、アーロンと藤崎六郎の接点探しを開始していることだろう。

　礼を言って通話を終えると、まるでそれを待ち構えていたかのようなタイミングで、別の電話が入った。

　相手は捜査二課の部下で、藤崎六郎の海外渡航記録も含めて、徹底的に洗い出すという報告だった。

　皆、長期化した捜査が進展する兆しに、躍起になっている。接点を見つけ出すまで、夜通しで調べるだろう。

　その捜査開始に、管理官の俺が家でのうのうと寝ていては、士気が下がる。

「……わかった」

　俺は短く答えた。

「俺もすぐそちらに向かう。だがすまない。三十分待ってもらえるか。今帰宅したばかりで……風呂に入ろうとしていたところなんだ」

　バスルームに向かって歩きながら、面おもてを伏せる。

　部下の挨拶を最後に電話を終え、肩を落として溜め息をつき――。

「……くそっ」

　俺は廊下の壁に拳こぶしを打ちつけ、うなだれた。




＊　＊　＊




　奎吾さんが部屋を出ていって、どのくらい経ったか――。

　先ほどまで微かに聞こえていた物音がしなくなって、私はのっそりと上体を起こした。

　はだけた胸を片腕で抱きしめ、ベッドから身を乗り出す。

　床に落ちていたブラジャーを拾い上げて、ほとんど機械的に着けようとして――。

『お前が、こんな下着で、男を誘惑する女だとは思わなかった』

「……っ」

　再びポイと床に放り投げ、勢いよく布団を被って丸くなった。

　表情を失くし、汚らわしいものでも見るような目をした奎吾さんが、脳裏に焼きついている。

　私がこんな下着を着たからって、簡単に誘惑される人じゃない。

　かえって、淫らな女と軽蔑されるだけだとわかっていたのに、どうして私、この下着を着ちゃったんだろう……。

　ほんの数時間前、ワインボトルのコルクを抜いた自分を、穴を掘ってでも葬り去りたい。

　奎吾さんから香港出張の連絡をもらった時から、帰ってこられないことも予想して、覚悟はできていたはずなのに。

　それでも、もしかしたら午後には、夕方には……夕食までには帰ってきてくれるんじゃないかと、私は朝から時間をかけてスパイスが効いた本格カレーを作った。

　せっかくの結婚記念日にカレーなんてとは思ったものの、最悪の場合でも無駄にならないよう、純平さんのアドバイスに従ったのだ。

　だけど、無心で作っていた間もでき上がった後も、時間は無情に過ぎていくだけ。

　リビングの壁時計が午後六時を示すのを見て、諦めがついた。

　香港から日本まで、飛行時間は四、五時間ほど。今まで連絡がないのだから、もう奎吾さんは帰ってこない。

　もともと、私が一方的に我わが儘ままを言っただけで、彼は約束してくれたわけじゃなかった。確約できなかったからだろう。

　予定も立てられないほど、忙しい人だ。はっきり『いいよ』と言わなかったのも、私をぬか喜びさせないため。彼はそういう優しさを見せる人だ。

　でも、ギリギリまで希望を捨てずにいた私は、やるせない思いに駆られてしまった。

　経験のないやけ酒を、やってみたくなった。

　私は普段ほとんどお酒を飲まないから、自分の限界を知らない。

　彼のために用意した赤ワインのボトルを開け、とりあえずグラス一杯。

　試し試し飲み進めてみたけど、意外と酔えなかった。

　お酒を飲む習慣はないけど、弱くはないのかもしれない。

　気が大きくなって、ついつい飲みすぎてしまった。

　やがてほろ酔いになり、自室に下がった私は、パジャマに着替えようとクローゼットを開けた。

　すると、買ったきり放置していた、ランジェリーショップの紙バッグが目に留まった。

　本来の役目を果たせないまま、ひっそりとその存在を忘れられている……私みたいだ。

　――可哀想。

　買った責任を果たす気分になって、紙バッグを引っ張り出した。

　丁寧に値札を取り、下着を着けてみた。

　姿見に映して見てみても、予想通り貧相でセクシーの欠片かけらもない。

　なんだか、自分が惨みじめになった。

　急いで脱ごうとした時、ドアの向こうから奎吾さんの声がして動転した。

　着替える間もなく、ベッドに潜ってしまった。

　当然、彼は私の狸たぬき寝入りに騙されてくれず――。

「っ……」

　先ほどまでのめくるめく出来事が鮮明に脳裏に蘇よみがえり、私はひゅっと喉を鳴らして息をのんだ。

　彼の指や唇の感触が全身に刻み込まれ、まだあちこちがビリビリ痺れている。

　恥ずかしいのに、彼に触れてもらえたことがとても嬉しくて、初めての快感にのまれ乱れてしまった。

　だけど、奎吾さんは怒っていた。なにか、私と拓哉さんを誤解していた。

　――どうしてだろう。

　私は下着姿を見られ、激しい羞恥で頭が真っ白だったけど、とにかく言い訳しようとした。

　こんな下着を買った理由は、あの離婚調停の奥様にある。彼女のことをほんの少し理解できて、いつの間にか自分に重ねて見るようになっていて……それを説明したつもりだったけど、拓哉さんのアドバイスのことは、どんな風に話したっけ。

　――ダメだ。記憶を辿れない。

　とにかく、彼の気に障ったなら謝ろうとして、いきなりキスをされた。

　初夜での初めてのディープキスより、もっともっとすごいキス。

　息ができなくて苦しくて、私はほとんどなす術を失い……奎吾さんは途中で『ダメだ』と言った。

　私が初めてだったから？

　もともと形だけでよかった妻が処女だと知って、面倒臭くなったから？

　それじゃあ、私はこの先どう頑張っても、奎吾さんには……。

「……ふ、うっ……」

　胸に膨れ上がる悲しみが喉に詰まり、嗚お咽えつになって口から漏れた。

　ひくっひくっとしゃくり上げる声を、枕に顔を埋めて抑え込む。

　奎吾さんは仕事に行ってしまったはず。

　この家には、私以外誰もいない。

　だけど私は、頭から布団を被って、声を殺して泣いた。

　旦那様に最後まで触れてもらえず、子供のように泣きじゃくる自分が惨めで堪らなかったから。










疑われる




　週が明けて月曜日。

　私が、身の回りのものだけを詰め込んだボストンバッグを持って出勤すると、菜々子さんが目を見開いた。

「凛花ちゃん。どうしたの？　その荷物」

「おはようございます、菜々子さん」

「あ、おはよう」

　向かい側のデスクに荷物を置いて、椅子を引いて腰を下ろす私に、パチパチと瞬きをする。

「旅行？　いや、休暇届出てなくない？」

「お仕事は休みません」

「じゃあ、その荷物……もしかして、家出？」

　わざわざ腰を浮かせて、身を乗り出してきた。

　私は首を振って否定してから、ボストンバッグを足元に移した。

　パソコンを起動させながら、デスクの鍵を開ける。

　怪訝そうな顔をして、私の返事を待っている彼女を見上げると。

「菜々子さん、やけ酒ってやったことあります？」

「え？　ああ、うん」

「私、初めてやってみたんです。そうしたら、そりゃあもう手痛い失敗しちゃって」

　クスクス笑い出す私に、菜々子さんが不思議そうに首を傾げる。

「菜々子さんは、失敗したことありますか？」

「……まあ」

　私の質問に虚を衝かれたように、ストンと腰を戻した。

「実家暮らしの頃に。家に帰ったのに、中に入る前に力尽きて、朝まで道路で寝てたとか」

「えっ!?　怪我は？　無事だったんですか？」

　素っ頓狂な声をあげる私に、彼女は頷いて応えてくれた。

「巡回中のおまわりさんが、起こしてくれて」

　私はホッと胸を撫で下ろした。

「おまわりさんがいてくれてよかったです……。そっか、上には上がいるなあ」

　ふむふむと思案する私に、菜々子さんが呆れたような溜め息をつく。

「そんなこと、見習わなくていいのよ。凛花ちゃんは」

「でも、菜々子さん言ったじゃないですか。『羽目外して遊んだこともないんじゃない？』って」

「え？」

「羽目外して遊んでみたいなんて思ったこともないけど、そのせいで、私は人より知らないことが多すぎる。痛い目見たけど、そう気付けたんです。だから、思い切ってやってみようと思って」

　私は、両腕を前に突き出してグッと大きく伸ばした。

　菜々子さんが、互いの視界を遮るパソコンを避けて顔を出してくる。

「旦那さんと喧嘩でもした？」

　探る問いかけに、私はギクッと身体を固まらせた。

「それ、『実家に帰らせていただきます！』ってヤツでしょ」

　菜々子さんは姿勢をもとに戻し、椅子に深くもたれかかって踏ん反り返る。

「……喧嘩じゃないし。実家にも帰りませんよ？」

　私は眉をハの字に下げ、そろそろと腕を下ろした。

「じゃあ、今晩どこに泊まるつもりなの」

「ホテルとか」

「一日二日で気が済むならいいけど、その前にお金が尽きるわよ」

　鋭い正論に、私も返事に詰まる。

　菜々子さんが、やれやれといった顔で腕組みをした。

「実家住まいの頃なら、うちにおいで、って言ってあげられたけど……。ごめんね。私の部屋狭くて、布団も一組しかない」

「！　いえいえ、お気遣いありがとうございます。大丈夫ですから」

　私が慌てて首と手を横に振って答えた時、事務所の出入口の方で物音がした。

　気付くと、壁時計は午前九時を過ぎたところ。

「あ」

　お客様だと思い、私は条件反射で立ち上がった。

「ああ、例の奥様かな」

　菜々子さんもそう独り言ち、どんよりとした表情で腰を上げる。

「凛花ちゃん、お茶お願い。私が中西先生の部屋に案内するから」

　案件ファイルとタブレットを持ち、ジャケットの胸ポケットにペンを挿して事務室から出ていく。

「はい」

　私は彼女に返事をして、気を取り直して給湯室に向かった。

　三人分のお茶を淹れて中西先生の部屋に入ると、先生と菜々子さんはこの間と同じく並んでソファに座っていた。

　その対面には、依頼人の女性……。

　私は無意識にゴクッと唾を飲み、伏し目がちにソファの方へ歩いていった。

　私がお茶を出す間、三人は黙っていた。

　横顔に、女性の視線を感じる。

　私が邪魔で、相談が中断しているせいかと思い、そそくさと頭を下げて退室しようとした。

　ところが。

「瀬名さん。君も座ってくれないか」

「え？」

　中西先生に呼び止められ、振り返る。

　言われた意味がわからず戸惑って足を竦ませると、菜々子さんがゆっくり立ち上がった。

「篠しの原はらさん。彼女は事務員の瀬名です。今、中西先生がお話ししたのは、彼女の意見がもとにあって」

「え……」

「先生、依頼人の相談内容を部外者に話したんですか」

　ギクッとしてトレーを胸に抱きしめる私を遮って、篠原さんと呼ばれた女性が頬に朱を射して腰を浮かせた。

「それは、弁護士の守秘義務違反じゃ……」

「瀬名は部外者じゃありませんよ」

　いきり立つ彼女に、中西先生が悠然と声を挟んだ。

「信濃が言った通り、うちの事務員です。相談報酬の請求書は彼女が作成するので、概要は知る必要があります」

　ちろりと目線を上げられ、彼女……篠原さんがグッと詰まる。

　中西先生は彼女に構わず、私に着席を促した。

　私は、唇を噛んで座り直す篠原さんと、菜々子さんと先生に交互に視線を向けながら、肩を縮めてスツールに腰を下ろした。

　どう考えても、篠原さんは私の同席に不満そうなのに、これからどんな話が始まるのか――。

　視界の端で彼女を気にしながら、中西先生を窺う。

　先生は身を屈め、篠原さんとの距離を縮めた。

「控えめに言っても、ご主人の離婚請求に対するあなたの条件は無理がある」

「…………」

「正直、落としどころがない。しかし、瀬名の言葉が導いてくれました」

「この人の？」

「篠原さん。あなたはご主人と離婚したいですか？」

　疑わしげに眉根を寄せる彼女に、単刀直入に問い質す。

　篠原さんが怯んだ気配は、私にもわかった。

「離婚を望んでいるとしたら、あなたの行動も条件も、矛盾だらけなんです」

　菜々子さんが、真しん摯しな瞳で彼女を見つめる。

「失礼を承知で言います。あなたが浮気をしたのは、ご主人へのただの腹いせですよね？」

「…………」

「妊娠はそのせいですよね。だったらどうして、堕胎を考えなかったんですか？」

　口調は柔らかいけど、グイグイ踏み込む菜々子さんの前で、篠原さんは黙っている。

　私は、彼女にそっと視線を向けた。

　シックなワインレッドの口紅を塗った唇が、わなわなと震えている。

　中西先生も菜々子さんも、彼女の返事を待っている。

　私がいるから答えられないんじゃないかと考えたけど、どうしてだか、私はスツールに根が生えたように動けない。

　探り合う、気詰まりな沈黙が流れた。

　時間を気にしたのか、中西先生が「篠原さん」と彼女の名を呼んだ。

「このままでは、調停で済まず民事裁判に持ち込まれる可能性があります。依頼人のあなたが、本当に望んでいることはなにか。教えてもらえなければ、私も代理人にはなれませんよ」

　穏やかに諭す言葉に、篠原さんはガクッとこうべを垂れた。

　タイトスカートの上で、血の気を失って白くなるほど、固く手を握りしめ……。

「堕ろすなんて選択肢、最初からなかったわよ」

　再び顔を上げた彼女の目には、涙が浮かんでいた。

「だってこの子は、夫の子だから……！」

「……え？」

「うっ……ふううっ……」

　思いもよらない発言にポカンとする中西先生たちの前で、彼女は肩を震わせて泣き始めた。




　その日、午後六時に仕事を終えた後。

「朝一番から強烈だったわね……。一ヵ月分まとめて働いたくらい、疲れた」

　一緒に事務所を出た菜々子さんが、言葉通り疲労満載で、げっそりした顔で呟いた。

　あの後、篠原さんが堰せきを切ったように語り出した内容が原因だ。

「はい……衝撃的でした」

　彼女が今まで胸に秘め続けた想いと真実に、私もどぎまぎした。

　菜々子さんが、「そうね」と相槌を打つ。

「まさか奥さんが、旦那さんを酔わせて襲った時にできた子だなんて」

　お腹の底から深い溜め息をつくのを聞きながら、私の心臓はドッドッと騒ぎ出す。

　私は結局、篠原さんの相談に最後まで同席することになり、彼女の口から飛び出す数々の奔ほん放ぽうなワードに、魂たましいが抜けたみたいに呆ほうけてしまった。

「女性が男性を襲う……そんなこともあるんですね……」

　あまりに赤裸々で、今思い出しても赤面してしまう。

「同じ人間だもの。男にある欲望は、女にもある。でも、篠原さんがあまりに旦那さんを辛辣にこき下ろしてたから、想像もしなかったわ……。ダメね。先入観で相談を受けてたら」

　菜々子さんはちょっと言い訳っぽく言って、ポリポリとこめかみを掻いた。

　私はその横顔をそっと窺う。

「あの……篠原さんとご主人、どうなるでしょうか」

　怖々と訊ねると、菜々子さんは「うーん」と口をへの字に曲げて唸った。

「ご主人が離婚請求を取り下げるかどうかによるけど……最悪でも、篠原さんの条件は通るんじゃないかしら」

「条件？」

　反芻して聞き返す私に、ひょいと肩を竦める。

「子供の父親に、ってヤツ。婚姻中の妊娠だし、生まれてからＤＮＡ鑑定でもなんでもすれば」

「そっか、よかった……仲直りできるのが一番ですけど」

　私はひとまず、ホッと胸を撫で下ろす。

　すると、菜々子さんが横からツンと肘でついてきた。

「凛花ちゃんもね」

「え？」

「篠原さんは、反面教師。素直になれずに意地張った顛てん末まつだと思って。羽目を外した家出は、一泊で満足しときなさいよ～」

　事務所のビルから出たところで、バンと背中を叩かれた。

「う」

「じゃあね。また明日」

　彼女はよろめく私にヒラヒラと手を振って、私とは反対の方向に歩いていってしまった。

　私はその背中を見送りながら。

「……家出じゃないですって」

　眉をハの字に下げて、肩を落として息を吐いた。

　いつもの帰宅時にはない大きなボストンバッグが、ずっしり重い。

　結婚記念日の夜から二日。奎吾さんは、深夜に仕事に出たきり帰ってこない。

　あの日、私が朝から作ったカレーは、食べてもらえないまま傷んでしまった。

　最初から最後まで、なにもかも最低な結婚記念日――。

　悲しみは頂点を突き抜け、私は未だかつてないほど気分がやさぐれた。

　この一年間、仕事優先で私自身を顧みてくれなかった彼に、怒りも湧いてきた。

　私は今朝、ダイニングテーブルに『しばらく帰りません』という書き置きを残して、家を出てきた。

　奎吾さんの妻という存在意義と、自分自身が求める幸せを見直すためにした決断。

　その結果、離婚を考えた方がいいという結論になるかも、という思いもあった。

　奎吾さんに放っておかれるばかりで寂しくて。

　私を認めてほしい、振り向いてほしい……家出紛いの行動は衝動的で浅はかで、子供じみているように思えてくる。

　彼の気を引きたいだけの、ただの反抗だ。

『素直になれずに意地張った顛末』――。

　私は、本当はご主人のことが大好きなのに、すれ違いから離婚調停にまで発展してしまった篠原さんに、自分を重ねて共感していた。

　私の場合、素直に奎吾さんに伝えようとしたら、きっと我儘だらけになる。

　でも、そうやって心を表すことが大事だと教えてもらった、そんな気がする。

　――今夜、奎吾さんは帰ってくるだろうか。

　今夜は無理でも、明日、明後日。とにかく、彼とゆっくり話すチャンスを逃さないよう、私はその時を家で待っていよう。

　奎吾さんが好きだから。離婚なんてしたくないもの。

「……よし。帰ろう」

　私は頭上の空を仰ぎ、自分を鼓こ舞ぶするように口に出して呟いた。

　午後六時半。もうすっかり陽は落ち、夜の帳とばりが下りている。

　早く帰って、あの拗ねた書き置きを回収しなきゃ。

　帰宅して真っ先にやることを頭に巡らせながら、広い通りに足を踏み出した、その時。

「失礼。瀬名凛花さんですね？」

　電信柱の陰からスッと現れたスーツ姿の若い男性に、道を塞ふさがれた。

「え？　は……」

　反射的に返事をしようとした私の目の前に、ぶらんと提げられたもの……それには見覚えがあった。

　ふたつ折りの黒い革の手帳。

　身分証より、金色の桜を象った厳いかついエンブレムの方に目が行く。

　奎吾さんのと同じものだ。

「警視庁捜査二課の刑事、遠とお山やまと申します」

　男性は戸惑う私にそう名乗り、警察手帳を丁寧に懐ふところに戻す。

「捜査二課？　それじゃ……」

「瀬名管理官の班に所属しております」

　私が問おうとしたことを読んで、無表情で遮った。

「そうですか。主人がいつもお世話に……」

「奥様に、いくつかお訊ねしたいことがあります。お時間よろしいですか？」

　なにを言おうにも先回りされて、私は言葉に詰まった。

　遠山、と名乗った刑事さんの視線が、私の手のボストンバッグに落ちる。

「どこか、ご旅行ですか」

「あ。……いえ。これは」

　私は、とっさにバッグを背中に回した。

　奎吾さんの部下だ。優秀な刑事さんに違いない。菜々子さんと同じように、家出と思われたら、奎吾さんの評判に傷がつくかもしれない。

「私、無駄に荷物が多くて……」

　私はぎこちない愛想笑いで誤魔化した。

　――やっぱり、苦しいかな。

　鋭い視線を緩めない彼の前で、落ち着きなくソワソワと目を彷徨わせる。

　だけど、遠山さんは特に追及することなく、「そうですか」と相槌を打った。

　そして。

「立ち話もなんですから、署までご同行願えますか」

「っ、え？」

「そんなにお時間は取らせません」

　怯む私に構わず勝手に話をまとめ、通りがかったタクシーに手を上げた。

　空車表示のタクシーが左のウィンカーを点滅させて、私たちの前に滑り込んでくる。

「さ、乗って」

　遠山さんが、わりと強引に私の背を押した。

「あ、あの。そこに主人もいるんじゃ……」

　タクシーの後部座席に押し込められ、振り返って訊ねる私に、怪訝な顔をする。

「ご主人の立ち会いが必要ですか？」

　眉根を寄せて見下ろされ、私は言葉をのんだ。

　あれから初めて顔を合わせるのが警視庁、彼の職場になってしまったら、さすがに気まずいしきまり悪い。

　心の準備も必要だ、なんて焦ったのだけど、遠山さんには『旦那がいないと話もできないのか』と蔑まれたのだとわかった。

「……いえ」

　私はかぶりを振って目を伏せた。

　私の後から、遠山さんが乗り込んできた。

　運転手の方に身を乗り出し、「警視庁まで」と行き先を告げる。

　車が走り出すと、遠山さんは窮屈そうに足を組んだ。

　厳しい目で、まっすぐ前を見据える。

　腕組みまでして、私から自分を完全ガードしているみたい。少しの雑談にも応じる気はないという意思の表れのよう。

　――どうしてだろう。初対面から、よく思われていない。

　むしろ敵視されているような……？

　私は不可解な思いを抑え、黙ったまま肩を竦めた。




　警視庁に着くと、簡素なテーブルとパイプ椅子だけが置かれた、狭く殺風景な部屋に通された。

　遠山さんは私に椅子を勧めて、出ていってしまった。

　私は所在なく、椅子に浅く腰かけた。

　座り心地が悪くて心許なく、おどおどと室内を見回していると、遠山さんが戻ってきた。もうひとり、見知らぬ男性が一緒だ。

　私は、とっさに腰を浮かした。

「あの、主人がいつもお世話に……」

「挨拶は無用です。おかけください」

　最後まで言わせてもらえず、すごすごと腰を戻した。

　遠山さんは、私の正面を彼に勧めて、自分は斜め前の椅子を引く。

　私の向かい側に座った刑事さんは、胸ポケットから警察手帳をちらりと覗かせ、「二課の神かん田だです」とだけ名乗った。

　年の頃は、三十代後半。多分、奎吾さんより下で、遠山さんよりは上の階級。

　瀬名家に嫁入りしてから、周りに警察官がたくさんいるせいで、ついつい相手の階級を予想する癖がついてしまった。

　神田さんは私の視線に構わず、手元の書類に目を落とした。

　遠山さんは、ノートパソコンを起動させている。多分、記録を取るのだろう。

　警察に記録を取られるような話……なんだろう？

　ここに来て不安が強まり、私は萎い縮しゅくした。

「さて、瀬名凛花さん。旧姓藤崎さん。間違いないですか？」

　真正面から、神田さんが上目遣いで訊ねてくる。

　ギョロッとした目が、カメレオンみたいでちょっと怖い。

「……はい」

　なぜ、わざわざ旧姓を確認されたのか謎だった。

　無意識に首を傾げる私に、遠山さんも目を光らせている。

　……なんだろう。ふたりからは、私に対して好意的ではない空気が漂ってくる。

　キーボードに指を走らせる遠山さんの横で、神田さんがテーブルに両肘をのせて身を乗り出した。

「あなたの親族には、官僚や政治家が多くいますね。その中のひとり、藤崎六郎氏についてお訊ねしたい」

「え？」

「ご存じですよね？」

　まったく予期していなかった人の話題に、ちょっぴり意表をつかれた。

　藤崎六郎……長年に亘って衆議院議員を務める、政界の重鎮と言える大物政治家だ。

　私には、この春大学を卒業したばかりの和かず人と君というはとこがいて、六郎おじ様は彼の叔父に当たる。直系から外れて血縁関係は薄いため、親族といってもそれほど近くはない。

「遠い親戚です」

　私は、言葉を選びながら答えた。

「あなたは大学四年間、当時野党の代表だった六郎氏の個人事務所でアルバイトをしていた。間違いないですか？」

「はい……」

　きっと、私のことは調べ上げていて、齟そ齬ごがないか事実確認をしているのだろう。

　私の受け答えそのものはどうでもよさそうで、間髪入れずに質問を被せてくる。会話のキャッチボールが成立しない、一問一答形式のようなやり取りは、一方的で居心地悪い。

「アルバイトは、どういった経緯で？　志願したのですか？　それとも、斡あっ旋せん？」

　神田さんが手元の書類から目を上げ、カメレオンの瞳を光らせる。

「別の親戚の紹介です。六郎おじ様が、雑用を任せられる事務員を探していらして……」

「どうしてあなたに？　親族といっても遠いんでしょう？」

　次々と畳みかけられるせいか、威圧感を覚える。

　私は肩を縮めて目を泳がせた。

「私は大学で情報処理や統計学の講義を受けていて……」

「なるほど、情報処理に統計学。その知識は、事務所のどういったお仕事に？」

「有権者アンケートの集計や分析です」

「ほう。瀬名さんはパソコンに相当お詳しい？」

　遠山さんのキータッチが、速くなった。

　狭い室内に、カタカタという無機質な音が響き渡る。

「相当なんて。学生なら普通のレベルです」

「システムとか、プログラミングの技術はおありですか？」

「そういう、専門的なことは……」

「インターネットやメールは普通に使いこなせますよね？　パソコンのキャリアメールをスマホで使う設定とかは簡単にできる？」

　神田さんが、急に掘り下げた質問をしてきた。

　遠山さんも指を止め、黙って私の返事を待っている。

「パソコンメールを？　いえ。友人との連絡はＬＩＮＥばかりで、パソコンメールは使ったことが……」

「ないわけないでしょう。短期間とはいえ、お仕事をされた経験があるんだから」

　答える途中で居丈高に言葉を挟まれ、私は口を噤んだ。

「正社員としてお勤めされた会社でも、アルバイトの事務所でも、メールアドレス、貸与されたでしょ？」

　――なんだかおかしい。

　このふたりから伝わってくる、私への疑心、敵意。

　言い換えれば、犯罪者を暴く刑事の信念のようでもある。

　そもそも、なんで私は警視庁に連れてこられたんだろう？

　これは、取調べなんだろうか？

　私はカラカラに渇いた喉を潤そうと、ごくりと唾を飲んだ。

「……はい。でも、わざわざスマホでまでは……」

　俯き、膝に置いた手元に目を彷徨わせた時、ドアの向こうからなにか騒々しい音が聞こえてきた。

　バタバタと走っているような足音が、どんどん大きくなってきて――。

「おい、どういうことだ！」

　鋭い怒声が聞こえると同時に、蹴破られる勢いでドアが開いた。

　すごい音がして、私は反射的に両手で耳を覆った。

　首を縮めて恐る恐る目線を上げると、肩で息をしている奎吾さんを見つけた。

「あっ……」

　私は弾かれたように腰を浮かせた。

　勢いがつきすぎて、椅子がガタンと音を立てる。

　奎吾さんが反応して、私を見つめた。

　だけど一瞬で目を逸らし、やや青ざめた顔を神田さんたちに向ける。

「遠山。俺の許可なしに、妻を連行した理由を説明しろ」

　凍りつきそうなほど冷たい声で命じられ、遠山さんがスッと立ち上がって敬礼した。

　一足遅れて、神田さんも腰を上げる。

　奎吾さんに睨まれても、ふたりとも怯んだ様子はない。

「瀬名さん。奥様は重要参考人です」

　遠山さんが、キビキビと事務的に答える。

　それは、もちろん私の耳にも届いた。

「……え？」

　ますます意味がわからず、困惑して聞き返した私を、

「接触は待てと言っただろう!?」

　奎吾さんが、鋭い怒声で阻んだ。

　神田さんが遠山さんと顔を見合わせて、溜め息をつく。

「瀬名さん。こっちこそ理由が知りたい。重要参考人に聴取するなと？　事件を解決したくないんですか」

「聴取するなとは言わない。だが、香港警察からの正式な回答を待ち、確証を得てからだと言ったはずだ。お前たちの行動は性急すぎる」

　自分を落ち着かせようとしてか、トーンを落とした低い声で淡々と続ける。

　私は、この短い会話の中で飛び交った不穏なワードを、頭の中に巡らせた。

　重要参考人。連行。聴取。香港警察――。

　そのすべての中心に、私がいる。

　なに？　どういうこと……？

　私は当惑して、縋る思いで奎吾さんに目を向けた。

「瀬名さんにしては、判断が鈍い」

　神田さんが胸を反らして腕組みをした。

「庇いたいのはわかりますが、まさに奥様は、荷物をまとめて逃げようとしていました」

「え？」

　奎吾さんの眉がピクリと動く。

「夫である瀬名さんが香港に出張して、発覚すると恐れたのでは？」

「馬鹿な。担当事件のことを妻に話したりしない」

「ですが、遠山が連行しなかったら、逃亡された後だったかもしれない。そうなっていたら、瀬名さんは逃亡幇ほう助じょを疑われたでしょう」

　横柄に踏ん反り返る神田さんから目を逸らし、私の足元に落とした。

　彼の視線が、床に直置きしてある大きなボストンバッグに留まる。

「あ、あの、奎吾さん。これは……」

　一歩前に出て説明しようとした私を、奎吾さんが手で制した。

　そして、口元を押さえて目を伏せ……。

「妻には俺から事情を話す。少しの間、席を外してくれないか」

　命令とは違うニュアンスに、神田さんと遠山さんが顔を見合わせた。

「ですが、参考人の夫の瀬名さんが聴取するわけには」

「聴取は任せる。とにかく、妻に説明させてもらえないか。いきなり連行されて、意味がわからず混乱している。不必要に怯えさせたくない」

　彼の眉間に深い皺が刻まれるのを見て、私は無意識に胸元に手を遣った。

　話は全然見えないままだけど、彼が指揮している事件に、私の関与が疑われていることだけは察せられた。

　妻の私がそんなことに……今まで奎吾さんが築き上げてきた輝かしいキャリアに、傷がつくかもしれない。

　なのに奎吾さんは、私を怖がらせまいとしてくれる――。

　胸がきゅうっと締めつけられた。

　迷惑をかけている状況なのに、私は彼にときめいている。

　そんな自分が情けなく申し訳なくて、グスッと鼻を鳴らして俯いた。

「……わかりました」

　顎を撫でて思案していた神田さんが、溜め息交じりに応じた。

「奥様に落ち着いて聴取に協力してもらえるよう、瀬名さんから説明をお願いします」

　奎吾さんが無言で頷くのを確認して、遠山さんに目配せする。

　ふたりが敬礼して部屋を出ていくまで見守って、奎吾さんは半ば脱力気味に、遠山さんが座っていた椅子に腰を下ろした。

　深い息を吐いてから、おもむろに顔を上げる。

「急なことで驚いただろう。巻き込んで、すまなかった」

　私は喉に声を詰まらせ、何度も首を横に振って応える。

　奎吾さんは、頭痛を抑えるように額に手を当て、固く目を瞑ってから――。

「凛花。あまり時間は取れない。手短に話すから、聞いてくれないか」

　そう前置いて、私が置かれた現状について語ってくれた。










庇われる




　凛花は逮捕されたわけではなく、勾留されることはない。

　しかし現在、捜査二課の部下たちの中では、重要参考人という位置付けだ。

　タイミング悪く、逃亡を疑われる状況で任意同行されていたため、ひとりで家に帰すことはできなかった。

　逃亡幇助などと言われた俺が一緒に帰宅しても、身元保証人として信用を得られない。

　なんとか凛花を、安全な場所に帰したい――。

　目まぐるしく脳細胞を働かせた俺の頭に浮かんだのは、純平だった。

　課こそ違うが、純平は俺と同じ警察庁刑事局の警視正だ。社会的地位も警察内での信用も抜群の彼が保証人になってくれれば、俺の部下たちも納得するだろう。

　共に、重大事件を指揮する者同士。詳しい説明ができなくても、事情を汲んでもらえるのも都合がいい。

　俺は捜査一課の執務室に赴き、凛花を預かってもらえるよう、純平に頼んだ。

　そして午後十時。

　帰宅する純平の車に彼女を乗せるために、俺も駐車場まで見送りに出た。

「奎吾さん……」

　彼の愛車、ベンツの後部座席に乗った凛花が、パワーウィンドウを下げて、不安げな目を俺に向けてくる。

「大丈夫。心配するな。すぐに迎えに行く」

　腰を曲げて、彼女に返す俺に、

「それなら、お前はさっさと仕事に戻れ」

　純平がトランクを閉めながら挟んできた。

「凛花さんを預かること、歩は喜ぶだろうし、ある意味俺も助かる。だが、うちにはもう一匹住人がいるからな」

「え？」

　運転席に向かう彼に、怪訝な思いで聞き返す。

　凛花も、車内から彼の背を目で追っていた。

「小児喘息だったなら、アレルギーが心配だ」

　純平が運転席のドアを開けながら、ルーフ越しに俺を見遣った。

　軽く車体を揺らして運転席に乗り込む彼がなにを言わんとしたか、俺もピンときた。

「……凛花。お前、猫平気か？」

　顎をさすりながら問いかけると、凛花はきょとんとした顔をして小首を傾げた。

「猫？」

「ああ。コイツ、ちょっと前に捨て猫保護して……」

「うちでのヒエラルキーは、歩より上の住人だ。まあ、気に入られなければ寄ってきもしない。凛花さんも、不用意に近付かないことだな」

　エンジンをかけながら淡々と説明する純平を見て、凛花は忙しなく瞬きを繰り返している。そんな様子に、俺はわずかに眉尻を下げた。

「……一週間我慢してくれ、凛花」

　凛花が、おずおずと俺を見上げる。

「俺が必ず、お前は無関係だと証明するから」

「その言葉、忘れるなよ」

　俺が彼女に約束を告げると、純平が鼻で笑って揶揄する。

「二課のヤマはただでさえ解決に年単位の時間がかかる。一週間などと大見得切って、一年、二年かかってみろ。愛想尽かされて離婚されるぞ」

　鬼の首を取ったかのような上から目線をバックミラー越しに流され、俺は一瞬ギクッとした。

　今夜から早速凛花を預けられるのは、彼女が荷物をまとめて家を出ていたからだ。

　先ほど、俺はこの状況について話し終えた後、ずっと気になっていた旅行用のボストンバッグについて訊ねた。

『凛花、その荷物は……』

　俺の話に呆然としていた凛花も、慌てたように『あ！』と声をあげた。

『これは、違うんです。逃げるとか……家出とかじゃなくて』

　そう言って、気まずそうに俺から目を逸らし……。

『一度奎吾さんから離れて、ひとりになって考えたくて。そう思って今朝家を出たんですけど、やっぱり帰ろうって考え直したところで』

　なぜ考え直したかはわからないが、彼女は今朝、俺から離れようとしていた。

　その理由は……聞くまでもない。

　結婚記念日、俺は凛花の願いを叶えてやれなかった。その上、劣情に駆られて手を出してしまった。

　間違いなく、俺のせいだろう。

　そんなことを純平が知るわけがないが、このタイミングで『愛想尽かされて離婚されるぞ』という嫌みはリアルで、胸にズンと圧しかかる。

　しかし、俺はすぐに気を取り直した。

「凛花が関わっていないことを証明するのに、長い時間はいらない」

　ハッと浅い息を吐き、バックミラー越しに彼を睨ねめつける。

「……ふん」

　不遜に口角を上げる彼を無視して、凛花を見つめた。

「すぐに迎えに行く。その時、お前とゆっくり話がしたい」

「え……？」

「俺とお前のふたりで。……今まで、そんな時間もなかったよな？」

　結婚記念日の前、彼女から言われた言葉だ。

　自分で口にしてみると、夫として不甲斐なかったことを思い知る。

　凛花も、自分が俺に希望したことだと気付いたのだろう。

　情けない思いで眉をハの字にする俺に、虚を衝かれた顔で瞬きを繰り返した。

　俺が背を起こすのを待って、純平が手元のボタンを操作した。

　パワーウィンドウが上がり、俺と凛花を阻む。

　俺が一歩下がると、ベンツは静かに走り出した。

　凛花は大きく身を捩り、リヤガラスから俺を振り返っていた。

　俺は、なにか言いたげな彼女の目をまっすぐ見つめ、テールランプが見えなくなるまで見送って――。

　背筋を伸ばし、勢いよく身を翻した。

　庁舎に戻り、上着のポケットからスマホを取り出す。

　画面に指を走らせ、つい先日登録したばかりの電話番号を表示させた。

　迷うことなく、発信ボタンをタップする。

「……喂ウェイ？」

　コールを五回待って、俺はそう声をかけた。

　電話の向こうで、香港警察の張刑事が、一瞬沈黙した。

　しかしすぐに、《アア、瀬名サン？》と片言の日本語が返ってくる。

《コノ間ハ、ワザワザ香港、アリガトゴザイマスネ。コッチモ捜査……》

「我想知李富城」

　俺は、気のいい惚けた日本語で会話を続けようとする彼に、アーロン・リーについての情報を広東語で求めた。

　張刑事が、短く息をのんだ気配がする。

　俺が広東語で話すことに率直に驚いているのか。それとも、今俺が広東語で仕掛けた意図を測っているのか。

「我知[image: ]」

　彼に考える隙は与えない。

　こちらでもアーロンという人物を把握していることを明かし、張刑事の出方を窺う。

　カツカツと靴の踵を鳴らして歩きながら、エレベーターの前を素通りした。

　捜査二課の執務室がある四階まで、ゆっくり階段を上る。

「……黑手黨、對吧？」

　アーロン・リー＝香港のマフィア――インターポールからはすでにそのような回答を得たが、あえて確認して揺さぶりをかけた。

　張刑事は黙っている。

　俺も唇を結んで、彼の反応を待った。

　二階の踊り場に出たところで……。

《瀬名サン。你會講廣東話、係咩？》

　電話越しに、広東語がわかるのかと、硬い声で問われた。

　日本の警察側に、アーロンについての情報を漏らしたのは自分たちだと理解したようだ。その上で広東語で問いかけてきたのは、俺の語学力が本物か値踏みするためだろう。

　俺は日本語で「ええ」と言いながら、一度首を縦に振った。

「香港警察は、マフィア絡みの事件には、特に慎重になる。情報開示にも腰が重い」

　電波に乗って、深い溜め息が返ってくる。

　そして。

《……彼ノ、ナニガ知リタイデスカ》

　観念したような口調。

　俺は、サッと辺りに視線を走らせた。

　踊り場はもちろん、階上の三階にも階下の二階にも、人の姿はない。

　俺は、踊り場の壁に背を預け――。

「事件の四年前まで遡さかのぼり……〝RINKA FUJISAKI〟とやり取りした通信履歴を開示してほしい」

　声を潜め、早口で伝えた。

　電話の向こうで、張刑事が《リンカフジサキ》とたどたどしく復唱した。

　恐らくメモを取っているのだろう。

「メールや電話だけでなく、ネット、ＳＮＳ、別名義についてもすべてです」

《……ワカリマシタ。少シ待ッテクダサイ》

　俺は彼の承諾を確認して、ひと言ふた言言葉を交わした。

　彼が電話を切るのを待ってから、薄汚れた天井を仰いだ。

　――一昨日、結婚記念日の夜。インターポールの部下から、アーロン・リーが香港マフィアの一員だという情報を得てすぐ、捜査二課では彼と藤崎六郎、そしてケイマン諸島の口座との関係について、徹底的に洗い出しを開始した。

　外務省に藤崎六郎の海外渡航記録を、日本の各通信会社に通信履歴の開示を求め、提供されたデータから浮上したもの――それが、藤崎六郎の事務所でアルバイトをしていた事務員のメールアドレスだった。

【rinka_fujisaki@XXX.jp】――。

　そのアドレスを使って、香港と頻回にメールのやり取りが行われた記録が残っている。

　もちろん、凛花だとは思わない。

　誰かに悪用され、巻き込まれたにすぎないはずだ。

「誰だか知らんが、命が惜しくないようだな」

　俺は苦い思いで、通話を終えたスマホ固く握りしめた。

　凛花の名を騙かたり、貶おとしめようだなんて。

　彼女を巻き込んだというだけで、俺にとっては極刑に値する。

　この命に代えてでも、暴き出してやる。




＊　＊　＊




　翌朝、私はスマホのアラームで目を覚ました。

　スマホを手探りして、半目で時間を確認する。

　いつもと同じ、午前六時……。

　ベッドに横になったまま、しっかりと目ま蓋ぶたを持ち上げる。

　ところが、一番先に視界に飛び込んできたのは、自分の部屋の見慣れたクリーム色の天井じゃなかった。

　一瞬目を疑い、パチパチと瞬きをして――。

「……あっ！」

　次の瞬間、勢いよく飛び起きた。

　忙しなく辺りを見回し、ベッドから飛び降りる。

　そうだ。昨夜から、純平さんと歩さんの家でお世話になってるんだった。

　慣れない枕、肌触りの違う寝具。

　眠れないかと思いきや、たった今までぐっすりだった。

　昨日は朝からいろんなことがありすぎて、自分で思う以上に疲れていたからだろう。

　純平さんと歩さんは、いつも何時に起きるんだろう？　居候の身で、偉そうに遅れて起きるわけにはいかない。

　私は急いでベッドを整え、パジャマから服に着替えて部屋から飛び出した。

　と、その途端。

「ふぎゃっ!!」

「ひえっ!?」

　足元から踏んづけられた猫みたいな鳴き声がして、ギョッとして腰を抜かしてしまった。

　ドスンと、わりと大きな音が響き……。

「凛花ちゃん!?」

　階段を駆け上ってくる足音がした。

　この家はメゾネットタイプで、私は二階の客室を借りていた。廊下の端に、一階のリビングやキッチンに続く階段があり、エプロンを着けた歩さんがひょこっと顔を出した。

　歩さんは、尻もちをつく私に目を剥いてから、私の足元に視線を動かし――。

「あー、ごめんね。あゆみんが驚かせちゃった？」

　眉をハの字に下げて、私の方に歩いてくる。

「あ、あゆみん？」

「この子」

　少し手前で立ち膝になり、私の足元の黒い塊かたまりを、両手でひょいと持ち上げた。

　私の顔の高さに、だらんと提げられたのは……。

「あ。猫？」

　毛並みのいい真っ黒な猫が、私に白いお腹を向けている。

　それに抗議してか、両手足をジタバタさせて、「ふぎゃふぎゃ」と暴れる。

　そういえば、昨夜純平さんの車で、猫の話を聞いていた。

　私はここに着いてすぐお風呂を貸してもらって、ほどなくして睡魔に襲われてしまった。

　おかげで、歩さんへの挨拶もそこそこのまま。もちろん、猫の姿は見ていなかった。

　私の問いに、歩さんが「そう」と頷く。

「純平さんに、凛花ちゃんには近付けないようにって言われてたのに、朝ご飯の支度してて目を離しちゃって。二階に上がってたかあ」

　暴れ続ける猫を床に戻し、ゆっくり立ち上がると。

「怪我してない？　凛花ちゃん。立てそう？」

　そう訊ねながら、私に手を貸してくれた。

「は、はい。大丈夫です」

　私は彼女の手を借り、しっかり二本足で立った。

　恐る恐る足元を見下ろすと、黒猫が私を威い嚇かくするようにシャーッと毛を逆立て、ツンと澄まして擦り抜けていく。

「気まぐれだけど、気にしないでね。猫だから」

　フォローのような言葉に、私はクスッと笑う。

「私、猫好きです。アレルギーとかもないので、心配しないでください」

　歩さんに答えながら、猫を目で追った。

「私が気付かないで、尻尾でも踏んづけちゃったのかも。あゆみんさんに嫌われちゃったかな……」

　廊下の隅まで行って丸くなるのを見て、しゅんと肩を下げる。

「あゆみんでいいよ。猫にさんづけって、凛花ちゃんっぽいけど」

　歩さんが口元に手を遣って、クスクス笑う。

　私は、微妙に首を傾げて……。

「あの……どういった経緯のネーミングなんですか？」

　失礼かと思いながらも、そのセンスに興味津々で問いかける。

　彼女は「あー」と明後日の方向を向いて、ポリッとこめかみを掻いた。

「教えたら、純平さん怒るかなあ……」

「え？　純平さんなんですか？　名前つけたの」

　素っ頓狂な声をあげる私に、「うーん」と唸る。

「私と半々のような」

「半々？」

「あのねー……」

　歩さんがなにやらもったいぶって、面白そうに目を細めた時。

「……ん？」

　私は、ひくっと鼻を利かせた。

　下の方から、なにか焦げ臭い臭いが漂ってくる。

「あ、いけない！　焦げてる!!」

　歩さんも、私とほぼ同時に気付いていた。

　あたふたと踵を返すと、階段に向かって走っていき、

「凛花ちゃん、朝ご飯食べるでしょ？　一緒に食べよう。顔洗ってきて！」

　一段下りたところで私を振り返り、早口で捲し立ててから駆け下りていった。




　それから十分後、私はダイニングテーブルで歩さんと向かい合った。

　テーブルには、歩さんお手製の和朝食が並べられている。

　ご飯とわかめの味み噌そ汁しる、ネギの入っただし巻き玉子とほうれん草の白和え。

　忙しい朝でも手抜きのない美味おいしそうなメニューが、私と歩さんのふたり分――。

「いただきます。さ、食べて食べて、凛花ちゃん」

　丁寧に両手を合わせる彼女に、

「あの、純平さんは？」

　彼と彼の分の朝ご飯を探して、私はキョロキョロした。

「お仕事行ったよ」

「え。もう？」

　歩さんは、お椀を口元に運びながらこくんと頷く。

「いつも朝は早いの。夜早く帰ってくる代わりに。だから、朝ご飯はいつも私ひとり。凛花ちゃんが来てくれて、一緒に食べられるから嬉しい」

　そう言ってはにかんでから、「あ」と口に手を当てる。

「ごめん。嬉しいじゃダメだよね。凛花ちゃんは少しでも早く、奎吾さんのところに帰りたいのに……」

「あ、あの、歩さん」

　私は、ビシッと背筋を伸ばした。

「そのことなんですけど……私を預かること、純平さんからなんて聞いてますか？」

「え？」

　聞き返されて、膝の上で握りしめた両手に目を落とす。

　私は、奎吾さんが指揮する事件の重要参考人と見られているそうだ。

　家に帰るには身元保証人が必要だけど夫の奎吾さんではダメで、純平さんが申し出てくれたと聞いた。

　歩さんは、純平さんからどう説明されただろう？　私が警察に疑われていると話しておかないと、なんの関係もない彼女に迷惑をかけてしまう。

「その……私」

「災難だったよね。警察に疑われちゃうなんて」

　うまい言い回しを考え、言いあぐねたところにさらりと挟まれ、声をのんだ。

　歩さんが、困ったように目尻を下げる。

　私に「ほら、食べて」と促し、自分は綺麗に巻かれただし巻き玉子に箸を入れた。

「……はい。いただきます」

　私は彼女の反応の先を気にしながら手を合わせ、箸を取った。

　味噌汁のお椀を持ち上げ、一口飲む。

「……美味しい」

「そ？　よかった」

　歩さんは、ふっと目を細めた。そして、だし巻き玉子を口に入れ、

「実は私も、同じような目に遭ったことがあって」

　もぐもぐと咀そ嚼しゃくしてから切り出す。

　私は、味噌汁をごくんと飲み込み……。

「えっ？」

　耳を疑って、身を乗り出した。

「その時助けてくれたのが、純平さん」

「純平さんが？」

「あー。凛花ちゃん、あの純平さんが？って顔してる」

　からかうように指摘され、とっさに頬に手を当てた。

　歩さんは、ペースを上げて食べ進める。

「私にとっては、とんでもなく頼れる警察官僚。凛花ちゃんにとっての奎吾さんもそうでしょ？」

　上目遣いの視線に、私は迷うことなく頷いて応えた。

「だから、奎吾さんは絶対、凛花ちゃんを守ってくれる。凛花ちゃんの信頼を裏切ったりしないはず」

「っ……」

　力強く断言され、息をのんだ。

　……私だって、そう思ってる。奎吾さんなら絶対、真相を解明してくれるって。

　でも、管理官の彼が自ら動かなければならないほどの窮地に追い込み、迷惑をかけているのは私だ。

　妻の私が、奎吾さんのキャリアに傷をつけることになったら――。

「……私、奎吾さんの邪魔になる」

　ポツリと口にした言葉が、喉に詰まった。

「奎吾さんが私と結婚したのは、キャリアのためなのに。役に立つどころか、足手まといになったらどうしよう……」

　情けなくて不甲斐なくて、悲しくて寂しくて。

　胸に打ち寄せてきた色々な思いが、声をのみ込んだ。

　黙って私の話に耳を傾けていた歩さんが、静かに箸をテーブルに置いた。

「キャリアかあ……さすが従兄弟同士。そういうところは、純平さんと一緒だ」

　どこかしみじみと言うのを聞いて、私は目線を上げた。

「瀬名一族って、なんなんだろう。純平さんは、本家だからって勝手に優遇されるのを嫌って、実力で上り詰めることにこだわってた。私にはよくわからない、男の意地みたいなものって思ってたけど、奎吾さんまでとは……」

　歩さんは、最後は独り言みたいに呟き、「はあ」と溜め息をつく。

「きっと、私たちには理解できない、それぞれの立場での確執とかあるんだろうね。昔から競争ばかりで、いがみ合って育ったって聞いたし」

　自分で言って納得して、うんうんと頷く。

　私はこくりと喉を鳴らし、そこまで出かかっていた嗚咽をのみ込んだ。

「……私が初めて奎吾さんと出会ったのは、おふたりがまだ中学生で、剣道の稽古をしている時でした。周りの男の子たちのチャンバラごっことは比べものにならない迫力で、五歳だった私は怖がっちゃって……」

　その頃を思い出すと、懐かしさで胸がいっぱいになる。

　グスッと鼻を鳴らす私に、歩さんが「わあ」と感嘆の声を漏らした。

「凛花ちゃん、ふたりが中学生の時から知ってるの？　そっか、純平さん剣道やってたんだ」

　唇に人差し指を当て、宙を見上げて「いいなあ、見てみたいなあ」とおどけて言う。

　明るい彼女に救われた気分で、私はぎこちなく笑った。

　歩さんも、小気味よく首を傾げる。

「昔から常に同じ競争世界に身を置く、ライバル同士だったんだよね。純平さんが言ってた。凛花ちゃんを預かること、『俺に絶対借りを作らないアイツに、頭を下げて頼まれたら断れない』って」

「っ、え？」

　意外な言葉に、私は思わず目を見開いた。

「で、でも。奎吾さんは、純平さんから申し出てくれたって」

「え？　違うよ。純平さんは、そんな気遣いする人じゃないしー」

　聞いた話と違って困惑する私に、歩さんはひょいと肩を竦めておどける。

「普段は、火花散らし合ってるんだろうね。そんな相手に頭を下げてでも守りたい。奎吾さんにとって、凛花ちゃんはそういう大事な人なんだよ。だから、迷惑かけるとか遠慮しちゃダメ」

「……っ」

　優しい微笑みで諭され、急に鼻の奥の方がツンとした。

　一気に目頭が熱くなって、涙るい腺せんが崩壊する。

「ふ、うう……っ……」

　私は箸をテーブルに戻して、両手で顔を覆って声を殺した。

　涙が堰を切ったように溢れ出て、止まらない。

　カタッと音がして、私の頭になにかが触れた。そっと顔を上げると、歩さんが立ち上がって、テーブルの向こうから頭を撫でてくれている。

「あゆ……」

　呼びかけようとして、喉がひくっと鳴る。

　涙でぼやける視界の真ん中で、歩さんが笑いかけているのが辛うじてわかった。

「凛花ちゃん、今はどっぷり甘えちゃえ。奎吾さんは、純平さんの次に有能な警察官なんだから！」

　悪戯っぽく微笑み、二の腕に作った力瘤をポンと叩く。

「は、ははっ……」

　私は途切れ途切れの笑い声を漏らし、ズッと洟を啜った。歩さんが差し出してくれたハンカチを借り、涙で見苦しい顔に当て、「はーっ……」と大きく息を吐く。

　そして、まっすぐ彼女を見上げ、

「一番有能なのも、頼れるのも、奎吾さんです」

　ちょっとはにかんで、一点だけ誤りを正した。

　歩さんは、一瞬虚を衝かれたように目を瞬かせてから、

「言ったなあ～。聞き捨てならないことを」

　面白そうに、瞳を動かす。

　私はハンカチでゴシゴシ目元を擦ってから、わざと横柄に胸を反らしてみせた。

「だって、奎吾さんが一番だもの」

「純平さんの家で命知らずな。私だけじゃない、あゆみんも証人だからね」

　歩さんも大袈裟に頬を膨らませ、軽く身を屈めてひょいと猫を抱き上げた。

「にゃーご」

　猫は前足で宙を引っ掻き、さっきほどではないけど嫌がるような仕草を見せる。

「あれ。あゆみん、いつの間に下に」

　私にそっぽを向いて、メゾネットの二階で寝てたのに。

「あゆみんは私の味方だもん。……じゃなくて、純平さんかな。交番で預かってたのを引き取ったのは純平さんだから」

　歩さんがふふっと笑って、猫を床に下ろした。味方という言葉を証明するかのように、猫は自由になっても彼女の足元をくるくる回る。

「あ。じゃあやっぱり、名付け親は純平さん？」

　私は、先ほど途中で終わっていた話題を思い出して蒸し返した。

　歩さんは、嬉しそうに目尻を下げ……。

「純平さんがねー。私と喧嘩した時に『歩、歩』って言ってたら、この子が自分の名前だと思い込んじゃったんだって」

「は？」

「私がいなくて寂しかったなんて、悪い気しないけど。でもほら。いくらなんでも、自分とまったく同じじゃ、呼びにくいじゃない？　だから私があゆみんに変更したの。やだもー、なに言わせんのよ凛花ちゃん。恥ずかしいじゃないっ」

「……ぷっ」

　わざとらしく照れてみせる彼女に、私は噴き出した。

　最初は遠慮がちだった笑いが、徐々に明るく弾けていく。

　――そうだ。私の旦那様はとても優秀な警察官僚なんだから、怖がることも不安に震えることもない。

　奎吾さんがきっと、私を守ってくれる。

　そして私も、救われるのを待つんじゃなくて、自分でも動きたい。




「あれ？　凛花ちゃん。お休みじゃなかったの？」

　私がいつも通り、午前八時四十分に法律事務所に出勤すると、菜々子さんが驚いた顔で訊ねてきた。

「体調不良で一週間ほどお休みするって、さっき所長が」

「あー……はい。でも、大丈夫なので……」

　向かい側のデスクに荷物を置いてぎこちなく笑う私に、菜々子さんは不思議そうに首を傾げる。

　所長に私の欠勤の電話を入れたのは奎吾さんだ。

　私も、仕事はしばらく休むように言われている。

　一週間――。

　奎吾さんは、私が事件に無関係だと証明するのに必要な期間を、所長にもそう告げていた。

　私には焦じれるくらい長いようでも、彼が指揮する事件としては異例とも言える短さなのだろう。昨夜の純平さんの口ぶりからも、どれほど難しいか察しはつく。

　迷惑をかけているのは私なんだから、私もできることをしないと。

　そう考えた時、事件、法律、裁判にも精通しているプロが集まる法律事務所という職場が、とても心強かった。

　そう――私は心のどこかで、彼らの力に頼っていた。

　そんな甘えた期待をした自分がどれほど浅はかだったか、今私は、身をもって痛感している。

　ここに来る途中、私は尾つけられていることに気付いた。

　スーツにネクタイ、きちんとした身なりの男性は、振り返った私と目が合っても、慌てる様子もなく悠然としていた。

　きっと、刑事だ。

　私を尾行しているのではなく、見張っているのだとわかった。

　私が誰と接触するか、なにをするか、純平さんのマンションの周りからこの事務所にまで、私が行く先々で警察が目を光らせている。

　警視庁捜査二課が担当する重大事件の重要参考人。

　私が来るだけで、事務所のみんなに迷惑がかかるかもしれない――。

　私は始業前に、所長や弁護士先生たち、菜々子さんに、今置かれている状況を告白することにした。

「今私は、ある事件の重要参考人として、警察に見張られています」

　事務室に集まってくれたみんなが、『え』と一様に硬い表情を浮かべる。

　私は緊張でガチガチに身体を強張らせて、できるだけ端的に昨夜から今までの経緯を説明した。

「身に覚えはないんです。でも、身の潔白を証明できない限り、この状況は続くと思います」

　東雲先生は、口を噤んで顎を撫でている。

　菜々子さんと中西先生は、顔を見合わせて困惑していた。

「私の主人が警視庁で働いていて、嫌疑を晴らすために動いてくれています。一週間と言われましたが、もっとかかるかもしれない。私が出勤するのは、皆さんにもご迷惑かと思うんですが……」

「うーん。警察が四六時中張ってるってのは、こっちも少々やりづらいな……」

　東雲先生が渋い顔で言うのを聞いて、私はギクッと肩を竦めた。

「ちょっ、東雲先生っ？」

「そうですね。我々にとって警察は、ある時は相棒、またある時は敵ですしねえ」

「中西先生まで！」

　先生たちの反応に、菜々子さんが鼻息荒く憤慨する。

「待ってください。ふたりとも冷たすぎやしませんか？」

　私をふたりから庇うように、私の前に立ちはだかった。

　目の前に迫る彼女の背中に、私もひくっと喉を鳴らす。

「凛花ちゃんは、身に覚えがないって言ってる。冤えん罪ざいの被害者ですよ!?　法律のプロとして、むしろ私たちが守ってあげなきゃいけないでしょうに！」

　彼女の剣幕に、先生方も怯んだ様子だ。

「な、菜々子さ……」

　私は慌てて、菜々子さんの腕を取った。だけど、なんの制止にもならず。

「しかも、中西先生！」

　彼女は、中西先生の方に一歩踏み出した。

「先生がつい昨日、泥沼離婚調停で攻めの方向性を確定できたのは、凛花ちゃんのおかげじゃ……」

「ご迷惑おかけします、じゃなくて。相談してもらえれば、僕たちは惜しみなく協力するよ」

　菜々子さんに食ってかかられ、タジタジの中西先生に代わって、東雲先生が言葉を挟んだ。

「え？」

　戸惑う私に、目尻を下げて微笑む。

「僕たちは法律の専門家。警察から無実の参考人を守るのも、弁護士の職務だ。でも、相談してもらえなければ状況がわからないし、首を突っ込むこともできない」

「そうそう」

　中西先生も気を取り直し、ネクタイを直しながら背筋を伸ばした。

「警視庁が内密に捜査している事件だとしても、瀬名さんが自身の無実を主張するためなら、俺たちに話す権利がある。そして俺たちには、その秘密を守る義務がある」

「権利……」

「我々が、瀬名さんの無実を晴らす力になりましょう、ということですよ」

　当惑して反芻する私に、ふたりの先生の意見をまとめてくれたのは、所長だった。

「は……」

　私が大きく目を見開くと、先生方は所長に同意するように、何度も頷く。

「大丈夫。これは被疑者や被告の弁護相談じゃないから、事件の詳細を語る必要はない。君が今どういう状況に置かれていて、どんな風に困っているか、それだけ話してくれればいい」

　東雲先生の真摯な言葉に、心が揺れる。

　私は恐る恐る所長に目を向けた。

　視線に気付いた所長が、目を細めて微笑んでくれる。

「ご主人の迷惑にも、ならないと思いますよ？　あなたは困って、職場の弁護士たちと〝雑談〟した。それだけのことです」

　諭すように言われて、私は無意識にごくりと唾を飲んだ。

　遠慮がちに私を振り返っていた菜々子さんが、力強く二の腕に力瘤を作る。

「もちろん私も、パラリーガルとして力を尽くすわよ？」

「っ……」

　今朝決壊したばかりの私の涙腺が、今もまた緩んだ。

「はっ……はいっ」

　上擦った返事が喉に詰まり、ズッと洟を啜る。

「ありがとうございます……どうかお願い、お願いします……」

　私は固く目を瞑って涙が零れるのを堪え、腰を直角に折って頭を下げた。










突き止める




　お昼時を迎え、私たちは改めて東雲先生の部屋に集まった。

　所長と菜々子さん、先生たちがソファに、私はスツールに腰かける。

　テーブルにはデリバリーしてもらったお弁当を並べてあり、早速みんなで包みを開ける。

　私は緊張から、ちょっとたどたどしく朝の続きを話した。

「なるほど。学生時代にアルバイトしていたところで、ネット不正使用ねえ」

　ご飯を頬張り、モゴモゴと相槌を打つ中西先生に、頷いて応える。

「私が貸与されたメールアドレスを使って、オンラインゲームとか海外の違法コミュニティーサイトにアクセスしていたことが判明したそうです。でも私は、インターネットはともかく、メールを使うことはほとんどなくて、なんのことだか……」

　割り箸を持ったまましゅんと肩を落とす私の斜め前で、東雲先生が顎をさすった。

「業務上横領容疑か。……本当かな？」

　難しい顔で首を捻り、隣の中西先生に意見を求める。

「違うと思いますね。業務メールでそんなものにアクセスを繰り返してたことがバレれば、解雇されるでしょう。警察に通報せず、社内で片付けるはずです。でも瀬名さんは、解雇勧告もなく、四年間勤務を全うして退職している」

「それに、警察が参考人に、手の内を明かすとは思えませんよ！」

　中西先生の即答に、菜々子さんも大きく首を縦に振るけれど。

「あの、それが……私がバイトしていたのは個人の事務所で。セキュリティとか、システムの専門部署はありませんでした。アクセス状況をモニタリングできたとは思えないので、たとえ不正使用があったとしても、バレることもなかったかと……」

　私は、意味もなく恐縮した。

「個人の事務所……うちみたいな？」

　質問を挟む菜々子さんの隣で、所長がムッと顔をしかめた。

「確かに、うちの事務所にネットセキュリティの専門家はいませんが、ちゃんと外部に委託してますよ。小さくても、法律事務所ですから」

「も、申し訳ありませんっ。そういう意味ではなく、規模をイメージする点で、こんな感じかなあと……」

　弾かれたように背筋を伸ばして弁解する彼女をよそに、先生たちは額を突き合わせる。

「サイバー犯罪対策課の案件かな」

「残念ながら、知り合いはいませんねえ」

　さりげなく事件を探る会話を無視して、菜々子さんが私の方に身を乗り出した。

「ねえ。そのアクセスって、凛花ちゃんの勤務時間帯だったの？」

「は、はい。私は大学の講義が終わった後、夕方から午後九時頃までバイトに入っていて、その時間に集中していたそうです」

　私は、昨夜遠山さんから聞いた内容を説明した。

「でも、勤務日は不定期だったので、私が勤務していた時かはわからなくて……」

「え？　じゃあ警察は、凛花ちゃんのアルバイト先から、通信記録どころか勤怠管理資料も手に入れてないってこと？」

　菜々子さんが、意表をつかれたようにツッコんでくる。

　先生たちも訝しげに眉根を寄せた。

　私は、みんなの視線を浴びて身を縮めながら、一度だけ頷いた。

　その点について、奎吾さんは『まだ捜査令状を取れる段階ではない』と言っていた。

　多分、大物政治家の個人事務所だからだろう。決定的な証拠もなく疑惑を向け、それが誤りだったら……立場が悪くなるのは警察の方だ。

　すると、所長が柔和な笑みを浮かべた。

「警察はなにか別件の捜査で、瀬名さんに辿り着いたと考えるべきですね」

「別件？」

　私が首を傾げると、「そう」と目を細める。

「仮にインターネット不正使用が現実にあったとして、あなたの前職場では通信記録を提出できない。証拠もなく訴えたって、警察は動きません」

「そっか。もし事務所側が訴えて捜査してるなら、勤怠管理データもとっくに入手済のはずですよね！」

　菜々子さんも、ポンと手を打った。

　先生方も腕組みをして、うんうんと頷いて同意している。

「瀬名さんが疑われている事件がなにかはともかく、ひとつだけはっきりしていることがある」

　東雲先生が足を組み上げ、私にまっすぐ視線を注いだ。

「君が働いていた職場の通信や勤怠に関するデータ。捜査のために当然提出させるべきものを、警察は手に入れることができない。警察の狙いはそこだ」

「つまり、凛花ちゃんを重要参考人に仕立て上げて、提出させようって魂胆……」

　菜々子さんが自分の言葉に言い換え、最後は「汚い」と眉をひそめた。

「無実の一般人を巻き込むなんて。こうなったら、警察が言うオンラインゲームでのネット不正使用について、さっさと無罪を表明しましょうよっ」

「いやいや。そもそも訴えられてないんだから、有罪も無罪もないだろ」

　東雲先生が菜々子さんを苦笑で制し、私に視線を戻す。

「でもまあ……瀬名さん。まずは、前の勤務先に確認を取れないか？」

「え？」

「君のネット使用状況を調べたことがあるか。そしてそれを警察に相談したかどうか」

　ゆっくり噛み砕くような口調で、軽く身を乗り出してきた。

「謂いわれのない疑いをかけられていると言って、逆に反論証拠を揃えてもらうってことですね。うまくいけば、警察が喉から手が出るほど欲しいデータを、鼻先にぶら下げてやれるかもしれない」

　親指を立て、バチッとウインクする中西先生に、私は思わず瞬きを返し……。

「そうか。警察に無理でも、私なら……」

　自分に言い聞かせるように言って、ごくりと唾を飲んだ。
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　定刻通り、午後十時に始まった二課の捜査会議は、いつになく白熱した。

　俺は大会議室の最前列で、ひとり分の席を空け、上官の警視監と並んで座った。

　列の一番端には、国枝部長もいる。

　捜査会議とは、現場で捜査に当たる刑事たちの情報交換、活動報告の場であり、俺たち管理官はただの聞き役、指南役だ。普段は、会議中一切発言せずに退室することも多い。

　しかし、今日ばかりは黙っていられなかった。

「モバイル通信だと判明したため、藤崎凛花の出勤日じゃなかったとしても不都合はないだと？　言葉を返すようだが、それならば彼女じゃなくても可能だ」

　三列後方で意気揚々と発言した神田を身を捩よじって振り返り、報告の穴を追及する。

「メールアドレスやプロトコルの情報さえわかれば、彼女のアドレスを乗っ取り、第三者が自身の端末から送受信できる」

　神田がなにをどう主張するか、すべて先回りして反論するだけの準備はある。

　カラカラに渇いた喉を潤そうと、俺は卓上のペットボトルを掴んだ。

「昨日任意同行した藤崎凛花は、そんなことができるほどパソコンやインターネットに詳しい所員はいなかったと供述しています。政治家の個人事務所なのに、セキュリティ対策は脆ぜい弱じゃくでした」

　神田がプリントアウトした聴取記録を、顔の横でバサッと振り翳した。

　この事件において、部下たちも凛花のことを〝藤崎凛花〟と旧姓で呼ぶ。事件当時、凛花が藤崎姓だったこともあるが、管理官である俺と同じ姓では呼びづらいからだろう。

「もうひとつ。アーロン・リーはＳＮＳ上で、〝RINKA.F〟というユーザーと頻繁にやり取りしていた。これは、管理官自身が香港警察から提供されたデータにあったじゃありませんか」

　一瞬、会議室内がざわついた。

「このＳＮＳアカウントは、藤崎凛花のメールアドレスを使って、三年前に開設されたことも確認が取れています」

　神田は顎を突き出し、斜めに見下ろすような視線を投げてくる。

　俺も眉間に皺を刻み、彼を見据える目に力を込めた。

「ふたりのやり取りについては、捜査を進めています。双方とも現在鍵アカでして。ダイレクトメールでのやり取りも含めて、運営企業のアメリカ本社に開示請求中で……」

　俺は彼の言葉の途中で額に手を遣り、かぶりを振った。

「神田。お前はたった今、事務所のセキュリティ対策は脆弱だったと言ったな。それなら所内はもちろん、所外の人間でも、彼女のメール情報を入手して、アカウントの開設ややり取りが可能だったということだ」

　俺が口を挟むと、それまで饒じょう舌ぜつに話していた神田がグッと口ごもった。

「現に、香港側の企業メールはハッキングされていた。日本のＳＮＳのやり取りを、アカウント名の本人が行っていたと、なぜ断定できる？」

　俺は込み上げる苛立ちを、ハッと浅い息を吐いて堪えた。

「藤崎六郎事務所の捜索令状を取りたいがために、藤崎凛花をクロに持っていこうとするのはやめろ。先入観や思い込みに支配された強引な捜査は、断固慎め」




　開始から四十分。

　最後は神田が反論を失って黙る形で、捜査会議は終わった。

　ゾロゾロと出入口に向かう刑事たちを見送り、俺は席を立って会議室を出た。

　昨夜から一睡もしていない。

　頭の芯がズキズキして、目頭を指で押して痛みを抑えた。

　そうして一歩踏み出し、ピタリと足を止める。

　廊下の先で、純平が壁に背を預けてもたれかかっていたからだ。

「お疲れ。二課にしちゃ珍しいな。随分と熱い論戦だったようで」

　眉尻を上げたドヤ顔が鼻につく。

　恐らく、先に出ていった神田たちが話すのを耳に挟んだのだろう。

　皮肉っぽく揶揄する口調に、苛立つ心を逆撫でされたが、俺はここでも溜め息で紛らわせた。

「疑われているのは俺の妻だ。熱くもなる」

「やっと藤崎に繋がる証拠を掴んで、躍起になってるんだろ。濃い目のグレーあたりまで持っていければ、ラスボスの根城に踏み込む理由が作れる」

　わかったような顔で畳みかけられ、ピクッと眉尻を上げる。

「妻をスケープゴートにされて、黙ってられるか」

「まあ、暴れたい気持ちはわかる」

　俺が返事に秘めた棘とげには気付いただろうに、純平はあっさり同意して頷いた。

　静かで意外な反応に、俺の毒気も削がれる。

　彼の前では、今でも大人げなくムキになる自分が忌々しく、そしてきまり悪い。

　俺は、乱れた前髪をザッと掻き上げた。

「……仕事に戻る。失礼」

　自分を鎮めるつもりで素っ気なく言って、彼から目を逸らして素通りしようとすると。

「会いたいってさ」

「え？」

　通り過ぎざまで声をかけられ、立ち止まった。

「一時間前、歩からＬＩＮＥが来てた。凛花さんがそう言ってるから伝えてくれと。なぜ、お前に直接連絡しない。遠慮してるのか？」

　純平は、ポケットから取り出したスマホを軽く揺らして示す。

「凛花が……俺に？」

「お前以外、誰がいる。俺か？」

　一瞬戸惑った俺に、怪訝そうに眉をひそめた。

　俺は、かぶりを振って応えた。

「そんなこと、初めて言われた。こんな目に遭わせて、顔も見たくないと言われるのも覚悟していたが……」

　憂い顔で顎をさする俺に、純平は遠慮なく胡散臭そうな顔をした。

　そして。

「昨夜お前、ゆっくり話す時間もなかったと言ってたな」

「え？」

「……五分待ってやる。さっさと帰り支度しろ」

　俺に一方的な命令をして、自分はサッと踵を返す。

「歩に、奎吾を連れて帰ると連絡しておく」

　スマホをスラックスのポケットに突っ込み、エレベーターホールに向かう背中を、俺は当惑したまま見送った。




　帰宅する純平の車の助手席に乗り、彼のタワーマンションに到着した時、時刻は午後十一時を回っていた。

　玄関先まで出迎えてくれた歩さんも、すでに寝支度を整えている。

「奎吾さん、呼び出すみたいなことして、すみません」

　風呂に入る、と横を擦り抜ける純平に道を開けながら、彼女は恐縮した。

「いえ。こちらこそ、こんな遅くに。凛花は……？」

　玄関先に突っ立ったまま訊ねる俺の足元に、スリッパを並べてくれる。

「私がお風呂入ってる間に、部屋に戻っちゃってて。まだ寝てないといいけど。どうぞ、上がってくださ……」

「えっ!?」

　ギョッとして後ずさる俺に、きょとんとして首を傾げた。

「ああ……大声出して、すみません」

　俺はきまり悪くなって、口元に手を当てて目を逸らした。

「それなら出直します。寝てるかもしれない女性の部屋に邪魔するのは……」

　口ごもり、モゴモゴと続ける。

「え？　凛花ちゃんですよ？」

　歩さんが怪訝そうに眉をひそめる。

　妻の部屋に入るのになんの遠慮だ、と不審がられたのだろう。

　しかし俺は、黙って目を彷徨わせた。

　凛花は寝ていても可愛すぎて、俺は手を出したくなる。

　自宅ならまだしも、ここは純平の家だ。いくらなんでもマズい。

　歩さんは首を傾げたものの、気を取り直したように胸を反らした。

「凛花ちゃん、奎吾さんと話したかったみたいで。本当にさっきまで一緒に待ってたんです。もしまだ眠ってなかったら、入れ違いになったの残念がるから。ほら、早く」

「え？　あ、ちょっ……」

　穏和な顔立ちに似合わず、俺の後ろに回ってグイグイと背中を押してくる。

　俺はほとんどつんのめるようにリビングに入り、その奥にある階段を見遣った。

　純平の家に来るのは、初めてじゃない。メゾネットルームで、客室が二階にあるのは知っている。

　歩さんは「一番奥の部屋です」とだけ言って、廊下を戻っていった。

　風呂に入った純平の着替えを準備するのだろう。

　俺はリビングのドア口でひとり、途方に暮れた。

「参ったな……」

　苦い思いで独り言ちながら、ガシガシと頭を掻く。

　しかし、ここまで上がり込んで回れ右するのも、いかがなものか。

　俺は凛花が起きていることを願い、意を決して室内に進んだ。

　階段を上り、教えられた通り、一番奥の部屋まで進む。

　ドアの前で両足を揃えて立ち止まり、深呼吸をして……。

「凛花、俺だ。……起きてるか？」

　コツコツと、意識してゆっくりノックする。

　すぐに反応はなく、眠っているのだろうと思った。

　無言でかぶりを振って、廊下を引き返した時。

「奎吾さん……？」

　静かにドアが開く音がして、遠慮がちな声が続いた。

　足を止め振り返ると、細く開いたドアの隙間から、パジャマ姿の凛花が顔を覗かせていた。

「凛花」

　俺はなぜかホッとして、無意識に目元を綻ばせた。

　ドアの前に戻り、顎を引いて彼女を見下ろす。

「純平経由で、歩さんから聞いた。その……会いたい、と……うわっ!?」

　柄にもなく嬉しかった伝言を口にする途中で、俺は彼女に腕を取られ、室内に引っ張り込まれていた。

「え？」

　いきなりの行動に困惑して、目を白黒させる。

「来てくれてありがとうございます、奎吾さん」

　凛花はなにか警戒しているのか、早口で俺に告げる。

　……どうやら、会いたいと言われて、浮かれていい用件ではなかったようだ。

「どうした？　なにかあったか？」

　声を潜めて訊ねると、凛花は見たことがないくらい厳しい表情をした。

「昨夜神田さんに、私が六郎おじ様の事務所でアルバイトしていた時に貸与されたメールアカウントを使って、オンラインゲームや違法コミュニティーサイトにアクセスしていたと言われました」

　硬い口調で詰め寄ってくる彼女に、俺は息をのんだ。

「奎吾さん。私は、業務上横領罪で訴えられたんですか？」

　ズバリ直球で問われ、喉仏を上下させる。

　――凛花がひとりで考えたことか？

　いや、違う。恐らく、職場の弁護士たちに相談したのだろう。

「……凛花。お前、仕事に行ったのか？」

　俺が顎を引いて問いかけると、彼女はわずかに怯んだ仕草を見せる。

　そして。

「ごめんなさい。休めって言われたのに」

　肩も首も縮めて、謝罪に転じた。

　俺は、「いや」と首を振る。

「職場の先生たちが親身になってくれたのなら、よかった」

　安堵の息を漏らす俺に、凛花が目を丸くした。

「……なに」

「い、いえ。怒られるかと思っていて」

「なぜ」

　俺は自嘲気味に口元を歪ませてから、ベッドの方に進み、ドスッと腰を下ろした。

　凛花は一瞬躊躇ったものの、思い切った様子で俺の前に歩いてきた。

　天井の明かりを浴びた彼女の影が降ってくる。

　なぜ、ではないか。結婚記念日の夜のことも、仕切り直しについても話せていない。

　こんなことになって、うやむやのままだ。

　一度は家を出ようとした凛花が、今俺をどんな目で見ているか……知らなきゃいけないんだろうが、知るのも怖い。

「謝らなきゃならないのは、俺の方だ」

「え？」

「結婚記念日のこと。それから、こんなことに巻き込んで、本当に申し訳ない」

　凛花は、意表をつかれた様子で言葉をのむ。

　俺は彼女の返事を待たず、黙って俯いた。

　弱気に陥る自分を払拭しようと、かぶりを振って……。

「凛花は訴えられたりしていない。俺が一年半前から捜査している、とある国際詐欺事件で、藤崎六郎の名前が浮上していて」

　努めて淡々と言ってから、ゆっくり顔を上げた。

「国際詐欺事件……」

　怖々と繰り返す彼女に、事務的に相槌を打つ。

「その事件で、お前のメールアドレスが悪用された形跡がある」

　凛花は呆然として、俺の隣にストンと腰を下ろした。

　俺は膝の上で組み合わせた両手に目を落とし――。

「捜査が少し進展しそうなところに来ている。部下たちは、お前の関与を理由に藤崎六郎事務所の家宅捜索令状を取ろうと、躍起になっていて……」

「やっぱり……」

「え？」

　俺が視線を戻すと、凛花は肩を力ませた。

「私が六郎おじ様の事務所から訴えられてないことは、わかってたんです」

「わかってた？」

　やや顔を強張らせ、真摯な目を向けてくる。

「おじ様の事務所には、セキュリティの専門家はいませんでした。だから、もし本当にネットの不正使用があったとしても、訴えるだけの証拠を提出できなかった。今日電話で確認したので、確かです」

「なっ……！」

　俺はギクッとして、声をあげた。

　勢い余って腰を浮かせた中途半端な体勢で、彼女を凝視する。

「おまっ……なんて無茶なことを」

「ごめんなさい！　私、少しでも自分でなにかしたくて」

　身を竦め、小さくなって謝られ、俺はハッと浅い息を吐いた。

　ドスッと腰を落とし、ガシガシと頭を搔き乱す。

　凛花が横から、恐る恐るといった感じで俺を覗き込み……。

「でも、奎吾さんや警察の名前は出してません。今、私のはとこがおじ様の事務所で事務の仕事をしているので、事情を話せば協力してもらえます」

「……協力？」

　俺がピクッと眉を動かして反応すると、背筋を伸ばして「はい」と頷く。

「私より二歳下の時任ときとう和人君といって、六郎おじ様にとっては甥おいに当たります。私がアルバイトをしていた頃もよく事務所に来ていたんですが、今年の春大学を卒業して、私の後任として正職員になったそうです」

　この春藤崎六郎事務所に入職した時任和人については、警察でも把握しているが、事件が起きたのは、彼がまだ大学一年かそこらの頃だ。事務所や叔父の政治活動との繋がりは薄く、捜査対象からは早々に外れていた。

　しかし、事件当時に事務所に出入りしていて、凛花とも接点があったと聞けば、話が変わってくる。凛花の後任を務めているなら、早急に確認する必要がありそうだ。

「奎吾さん？」

　思考を巡らせていたところを遠慮がちに呼ばれ、ハッと我に返る。

「いや、なんでもない」

　俺は彼女に視線を戻し、ぎこちなく微笑みかけた。

「わかった。……だが、ひとりで無茶はするな」

　凛花が、おずおずと俺を見上げる。

「今後は、なにかあったらまず俺に連絡しろ。ＬＩＮＥでもメールでも電話でもなんでもいい。直接俺に」

「は、はい……」

　俺は彼女の頭にポンと手を置き、肩越しに背後を見遣った。

　一度横になり、布団を剥がした跡がある。

「すまない。寝るところだっただろう？」

　ギシッとベッドを軋ませて立ち上がった。

「俺は仕事に戻る。お前も早く寝……」

　話す途中で上着の裾をツンと引っ張られ、顎を引いて見下ろす。

「あ。ご、ごめんなさい」

　凛花が、パッと手を離した。

　引き止めるようなことをした自分に戸惑った様子で、目を泳がせる。

　俺は、クスッと笑って――。

「……お前が寝つくまで、ここにいるから」

　再びベッドに腰を下ろした。

　軽く背を屈めて、彼女の顔を覗き込む。

　凛花は上目遣いで俺を窺い、小さくこくんと頷いた。

　どこかぎくしゃくとベッドに上がり、布団に潜る。

　布団を口元まで引っ張り、俺に澄んだ黒い瞳を向けた。

　そして。

「……奎吾さん、寝てますか？」

　布団に阻まれくぐもる声で訊ねてくる。

「え？」

「ご飯、食べてる？　心配です……」

「っ……」

　前にも、同じ心配をされた。それが今、やけに胸に刺さる。

「……ああ。大丈夫」

　喉に引っかかるのを自覚しながら、俺はそう答えた。

「俺のことは心配いらないから。凛花、ゆっくり寝ろ」

　形のいい額にかかる前髪を指で梳すき、諭すように呟く。

　凛花はなにか言いたげに俺を見上げてから、目蓋を閉じた。

　微かに震える長い睫毛を見つめ、俺は上着のポケットからスマホを取り出した。

　メールアプリを起ち上げ、時任和人について調べるよう、部下にメールを送る。

　無意識に吐いた息に、小さな寝息が重なった。

　凛花の胸元が規則正しく上下しているのを見て、ふっと相好を崩す。

「お休み、凛花」

　名残惜しい気分を押し隠し、立ち上がろうとして。

「……？」

　またしても引っ張られる感覚に動きを止め、そこに目を落とす。

　眠っている凛花が、俺の上着を掴んで離さない――。

「は、はっ……」

　胸がきゅうっと締めつけられ、苦しいのに温かい……妙なくすぐったさを覚える。

　俺は脱力して、ベッドに座った。

　――可愛い。愛おしい。

　なによりも大事な妻の穏やかな寝顔に吸い込まれそうになりながら、もう少し、もう少しだけと自分を甘やかす。

　そうして――知らぬ間に、睡魔にのまれてしまった。




　聴覚が鳥の囀さえずりを捉えたことにハッとして、俺は目を開けた。

　途端に、身体に鈍い痛みを感じて、顔をしかめる。

　そして次の瞬間――。

「っ……!?」

　弾かれたように飛び起きた。

　自分の身体を見下ろしてから、サッと辺りに視線を走らせる。

　俺は、ベッドに腰かけた中途半端な体勢のまま、倒れ込むように寝ていた。

　ベッドから、凛花の規則正しい寝息が聞こえる。

　そして、窓にかかったカーテンの隙間からは、薄く白い光が射し込んでいる――。

　しまった、俺としたことが……。

　俺はギュッと目を瞑り、額に手を当てた。

　凛花のそばから、離れ難い――。後ろ髪を引かれる自分を甘やかして彼女の隣で眠りに落ち、夜が明けてしまうとは、なんとも不甲斐ない。

　とにかく、急いで仕事に戻らなければ。

　自分を叱咤して、勢いよく立ち上がった。

　昨夜俺を繋ぎ止めた凛花の手が、今度はスッと解ける。

　俺は彼女を見つめ、無意識に眉尻を下げた。

　――この手に繋がれたおかげで、思いのほかぐっすり眠れた。

　相変わらず穏やかで可愛い寝顔に、俺は吸い寄せられるように身体を屈めた。

「凛花……」

　寝乱れた髪を退かし、薄く開いた唇にキスをした。

「……ん。ん……」

　彼女の掠れた寝言を聞きながら、ゆっくりと背を起こして……。

「……っ！」

　予期せずまっすぐ目が合い、俺は身体を硬直させた。

　凛花は、ぱっちり目を開けていた。中腰の姿勢で固まる俺に、瞬きを繰り返す。

「奎吾さん……？」

　困惑に揺れる声で俺の名を口にしながら、ベッドについた肘を支えに上体を起こした。

　大きな目で俺を捕らえたまま、自分の唇に人差し指を当てると、まるで、そこに残る余韻を手繰るようになぞり――。

「あの、今……」

「っ……すまない、凛花」

　たった今俺がしたことを言い当てられないうちに、俺は勢いよく彼女に背を向けた。

「ほんの少しのつもりが、ついうとうとと……。すぐ仕事に戻る」

　必死に動揺を抑え、大股でドアに歩く。

「あ、奎吾さ……」

　俺を呼ぶ彼女の声を断ち切るようにドアを閉め、急ぎ足で部屋から離れた。

　階段を下りながら、左手首の腕時計で時間を確認する。

　午前五時。ついうとうと、どころじゃない。結構ガッツリ寝入ってしまった。

　しかも、眠る凛花に不貞を働き、本人が目を開けてしまうとは……。

　気付かれた？

　なんという大失態。

　激しい羞恥で茹だる顔を手で覆い、一階に下りた時。

「ん？　なんだお前。いたのか」

　リビングから声がして、俺は心臓が飛び上がるほどギクッとした。

「じゅ、純平」

　ソファの前で身支度していた純平が、足を竦ませる俺を訝しげに見遣る。

「あ、ああ。すまない。すぐ帰るつもりだったんだが……つい、眠ってしまって」

　家主に断りもせず泊まり込んだのを見咎められるとは、あまりにバツが悪い。

　純平は「ふーん？」と鼻を鳴らすだけで、表情を変えずにネクタイを締めている。

　俺は目を逸らし、玄関に向かおうとリビングを突っ切った。

　すると。

「人の家をラブホ代わりにするとは、いい度胸だな」

「……はっ!?」

　聞き捨てならない暴言を背に浴び、目を剥いて憤慨する。

「笑えない冗談はやめろ。本当にうたた寝しただけだ」

「それにしては、顔が赤いようだが？」

「っ……」

「……まあ、どっちでもいいが」

　自分から言い出しておいて興味なさそうに話題を切り上げ、純平はソファから上着を持ち上げた。

「お前も警視庁に戻るんだろ。行くぞ」

　腕を伸ばして袖を通しながら颯爽と歩いてきて、俺の目の前を素通りしていく。

「シャワー、浴びてくか？」

　肩越しに視線を投げられ、俺はかぶりを振って彼の後に続いた。

「……いや、いい。庁舎のシャワーを使う」

　純平は俺の返事を聞いて、軽く頷きながら前に向き直る。

　玄関に出て靴に足を突っ込み、「あ」となにか思い出したように振り返った。

「っ……？」

　顔の前にいきなり投げつけられ、俺が反射的にキャッチしたもの。

　それは――。

「一宿の恩義で、お前が運転しろ。俺は到着するまで寝る」

　目の高さにベンツのキーをぶら下げて確認する俺に、純平は盛大なドヤ顔で命令した。




　警視庁捜査二課の執務室に戻ると、早朝にもかかわらず、部下たちは忙しく働いていた。

　こんな時に、俺は――。

　純平の家を出る直前のことを思い出すと、バツが悪い。

　伏し目がちに「おはよう」と挨拶をして、デスクに着いた。

　勢いよくドスッと椅子に座り、大きく背を仰け反らせて天井を仰ぐ。

　口をすぼめて息を吐き、気持ちを切り替えてから、ノートパソコンを開いた。

　パソコンの起動を待ちながら、昨夜の捜査会議で、神田が息巻いて報告したＳＮＳをまだ確認していなかったことを思い出した。

　上着のポケットから業務用のスマホを取り出し、ＳＮＳアプリでユーザーを検索してみる。

〝RINKA.F〟……確かにある。

　鍵がかかっていて、プロフィールすらわからないが、当然ながら、これが凛花のアカウントのはずがない。

　ちょうどパソコンが起動したので、俺はスマホをデスクに伏せて置き、マウスを操作した。

　モニターに展開したのは、アーロン・リーのものと見られる通信のデータベースだ。

　対日本のデータを抜粋してある。

　昨日の夕刻、張刑事から提供されたもので、部下たちにも共有している。

　神田の報告は、このデータに基づくものだ。

　俺は顎を撫でながら、モニターに身を乗り出した。

　このデータからは、〝RINKA.F〟とアーロンの交流が始まったのは三年前と読み取れる。最初はＳＮＳでのやり取りだけだが、半年ほど経ち、メールでの通信を開始している。日本の商社の巨額詐欺被害が表沙汰になるのと同時に、メールはピタリと途絶えたが、ＳＮＳの通信はその後もしばらく続いていた。

　お互いに鍵アカウントだ。その内容については、運営企業からの情報開示を待つ以外ないが、これだけ見ても、〝RINKA.F〟の関与は限りなくクロに近い――。

　データを注視し、口元を手で押さえて黙考していると。

「瀬名さん」

　部下の古こ谷たにが、デスクに近付いてきた。

　今春、所轄から異動してきた巡査長で、捜査二課では一番経験の浅い二十八歳。

　この国際詐欺事件が本庁で初めて携わる事件となり、意気込んでいる。

　俺が顔を上げると、デスクの前で両足を揃えて立ち止まり、教本の手本のような敬礼をした。

「昨夜の男、調べました。深夜なのでネットやデータベース頼りの情報ですが、いくつかわかったことがあるので、報告いたします」

　やや辺りを窺うように目を走らせ、Ａ４の用紙をデスクに滑らせてくる。

　昨夜、時任和人について調べるよう命じていた。

「ご苦労」

　俺は用紙を手に取って目を落とし、ピクッと眉尻を上げた。

「時任和人、二十二歳。私立大学の工学部を卒業し、現在藤崎六郎事務所の事務職に就いています」

　用紙に書かれた概要を諳そらんじる彼を見上げる。

「工学部卒で、事務職？」

　俺がなにを質問するか読んでいたのか、古谷は「はい」と胸を張って返事をした。

「こう言っちゃなんですが、かなり不真面目な男のようで。卒業しても就職先が決まらず、見かねた叔父に拾われた……と推察します」

「……なるほど」

　凛花の親族のくせに、随分とちゃらんぽらんな男だな……と、俺はやや鼻白んだ気分で相槌を打つ。

「藤崎六郎には子供がいませんから、唯一の甥っ子ということで、昔から可愛がっていたようです。甘やかしすぎたのか、大学生になってからも小遣いをせびりに、かなりの頻度で事務所を訪ねていました。こちらをご覧ください」

　そう言いながら自分のスマホを操作して、こちらに差し出してきた。

　俺は、スマホを受け取った。

〝KAZUTO.T〟というＳＮＳアカウントのプロフィール画面が開かれている。

　俺はそれに目を留め……。

「〝国会議員・藤崎六郎の甥〟ねえ……」

「そうやって堂々と公言しているせいか、一般人にしては、フォロワー数も千人ほどと多い。投稿自体は、くだらないんですけどね」

　古谷の補足を聞きながら画面をスクロールして、投稿履歴を遡ってみる。

【叔父さんのところに、軍資金調達してくる】【今月早くも金欠だけど、俺には頼れる金庫がいるから大丈夫】――。

　国会議員の叔父を〝金庫〟呼ばわりするふざけた文章と、小馬鹿にしたような絵文字や顔文字。

　凛花のはとこと知っていても、眉をひそめたくなるほどのろくでなしだ。

　不快極まりない投稿が延々と続く。それに共感を示すユーザーが多いのにも眩暈めまいがする。

　俺は額に手を当てたものの、

「……ん？」

　眉根を寄せて、首を捻った。

「最新の投稿は、二年以上も前か。この後は？」

「時任は、二年半ほど前から自身でＨＰを運営していまして。トレーダーを自称して、株や投資について記事を載せています。それと合わせて、フルネームの時任和人で別アカウントを開設しています。ローマ字表記の方は、捨てアカにしたようですね」

　古谷が意気揚々と答える。

「二十歳そこそこの学生で、叔父に金をたかるような男がトレーダー……？」

　俺はさらに眉間に皺を刻み、もっと人となりがわからないかと、フォローリストを開いてみた。

　フォロー数もフォロワーと同じく千人近い。

　それをスクロールしていくと。

「っ……」

〝RINKA.F〟という鍵付きアカウントを見つけて、息をのんだ。

　俺は彼にスマホを返し、背を屈めてノートパソコンに展開した通信データを睨むように見つめた。そして、厳しく顔を歪め……。

「……古谷。ケイマンの口座。インターネット経由の開設だったな」

「はい」

　古谷が、スッと背筋を伸ばした。

「タックスヘイブンのケイマン諸島の銀行では、各国の法人がペーパーカンパニーを設立して、合法的節税目的で口座を保有しています。オンライン手続きで、比較的手軽に開設できるのもメリットです」

「銀行に提出された口座開設依頼書には、藤崎六郎の電子サインがされていた。それで、捜査線上に藤崎六郎が浮上したわけだが」

　俺は一度言葉を切って、古谷に視線を戻した。

「パソコンに詳しい所員がいないのに、よく電子サインなんぞを導入したと思わないか？　登録から使用方法に至るまで、知識がある人間にそそのかされたとしか思えない」

「！　確かに……」

「古谷。至急、全捜査員を会議室に集めろ。これまでの捜査資料をすべて持参するように」

　ハッと目を瞠る彼に、早口で命じる。

「はっ!!」

　古谷は、先ほどよりもキビキビと敬礼すると、弾かれたように身を翻した。

「全員会議室に集合!!　管理官の御召集です!!」

　半ば怒鳴るようにして、周りの捜査員たちに触れ回りながら、執務室から走り出ていった。




　早朝に緊急召集をかけた捜査会議は、午前八時半を過ぎても続いている。

　普段、こういった会議の司会進行は部下に任せているが、今日は俺が自ら演壇に立った。

　背にした大きなホワイトボードいっぱいに、この国際詐欺事件の経緯を時系列で書き殴ってある。

　俺たちが引き継ぐまで、捜査を担当していたサイバー犯罪対策課の調べでは、ケイマン諸島の銀行に件の口座が開設されたのは今から二年半前。日本の商社が送金仕向け先変更の連絡を受け、一度目の送金を実行したのもおおむね同時期だ。

　商社から相談を受け、警察が詐欺事件として捜査を開始したのは二年前。それから半年経って、口座開設依頼書のサインが藤崎六郎のものと判明した。

　すでに解明している事実の中に、新たにわかった情報を書き加えていく。

　まだ正確な月日を把握しきれていないものもあるが、おおよその筋書きがわかる年表が完成した。




六年前　　四月　　藤崎凛花　藤崎六郎事務所でアルバイト開始

四年前　　四月　　時任和人　私立大学工学部入学

三年前　　　　　　〝RINKA.F〟がアカウント開設

アーロン・リーとＳＮＳ上で交流開始

二年半前　　　　　RINKA FUJISAKI とアーロン・リーがメールでの通信を開始

三月　　藤崎六郎？がケイマン諸島に口座開設

※電子サインはそれ以前に登録か？

四月　　香港の貿易会社から日本の商社に送金先変更の通知

第一回送金実行　以降、数回に亘って送金実施

〝KAZUTO.T〟がＳＮＳで最後の投稿


五月　　時任和人　トレーダーを自称してＨＰ、ＳＮＳアカウントを開設



二年前　　十一月　商社が詐欺被害を届け出　サイ対にて捜査開始

RINKA FUJISAKI とアーロン・リーのメール通信断絶

三月　　藤崎凛花　大学卒業・藤崎六郎事務所退所

一年半前　四月　　藤崎六郎の名が浮上　サイ対から捜査二課に担当交替

半年前　　四月　　時任和人　藤崎六郎事務所に入所




　会議室に集まった三十名ほどの捜査員が皆、ホワイトボードに前のめりになりどよめいた。

　俺は捜査員たちに、端から順繰りに視線を向ける。

「これを見る限り、藤崎凛花がアルバイトをしていた期間にすべてが始まり、終息している。だがそれと同時期、時任和人も頻繁に事務所に出入りしている」

　四年前から二年前まで、大きくぐるっと円で囲み、ペンを置いた。

　そうして、時任和人の方が、より事件の核心部に存在していることを示す。

　俺は手をはたく仕草をして、全捜査員に向き直った。

「時任和人は、叔父に小遣いをせびりに事務所に来ていたそうだ。そんな男が、事件発生後にトレーダーとしてＨＰを開設している。株や投資に費やす資金はどこから捻出したのか？　これで説明がつく」

　捜査員たちは、互いに顔を見合わせてコソコソと話し出した。

　会議室にさざ波のように広がるざわめきを、ホワイトボードを堅く握った拳でドンと叩いて制す。

　水を打ったように静まる皆の視線を浴びて、俺はスーッと息を吸った。

「この事件で、日本の一企業から二億円が騙し取られた。その金は、アーロン・リー……つまり香港マフィアと、時任和人の手に渡った。俺は、そう考える」

「瀬名管理官！」

　最前列に座っていた古谷が、鋭い声を発して立ち上がった。

「時任和人の自宅を家宅捜索させてください！　必ず証拠を挙げてみせます」

　力んで発言する彼に、俺は頷いて応じる。

「令状請求を許可する。神田、お前が取得手続きを。いいな？」

　古谷の斜め後ろに座っていた神田に視線を流すと、彼は弾かれたように腰を上げた。

「はいっ」

　力強い返事に、俺の口元がほんの少し緩む。

「頼んだ。一班、同行しろ」

「はっ！」

　俺の命令を聞いて、ふたりと一班の班員が会議室から我先にと駆け出していく。

「っ……管理官、自分も家宅捜索に行かせてください！」

　ざわつく部下たちの中ほどで、遠山が居ても立ってもいられないといった様子で立ち上がり、挙手した。

　俺は足を引いて彼に向き直り……。

「お前は残れ」

「っ……」

　腕組みをして、靴の踵をコツコツと鳴らして彼の前まで歩いていく。

　足を揃えて立ち止まり、わずかに眉尻を下げてみせた。

「困ったことに、昨日俺の妻が、藤崎六郎事務所に連絡をしている」

「え？」

「妻は事件の真の概要すら聞かされていなかったから、他の所員だったら、意味不明な連絡だったかもしれない。しかし、今の事務員は時任だ」

　遠山が俺を見上げて、喉仏を上下させる。

「時任は妻の話から、警察がメールアカウントの不正使用について嗅ぎつけたことを察したはずだ。〝RINKA.F〟のアカウントを開設したのは、時任で間違いない。恐らく……証拠になるものは処分しようとするだろう」

「そんなっ……」

　俺の言葉に、息をのんで絶句した。

　目を彷徨わせて、唇を噛み、

「お、俺が。瀬名さんの制止を聞かずに、奥様を任意同行したせいで……」

　悔恨に頭を抱えて、声を消え入らせる。

　俺は小さな吐息を漏らし、うなだれる彼の肩をポンと叩いた。

「そのおかげで、俺たちは時任に辿り着けた」

　遠山は目を見開き、ゴクッと唾を飲む。

「遠山、時任名義の預金口座を保有する銀行とネット証券会社を当たれ。事件絡みの金の異動明細が残っているはずだ。家宅捜索と並行して、トレーダーの線の証拠固めを進めよう」

「っ、了解っ!!　自分が必ず時任逮捕の証拠を押さえ、奥様を守りますっ」

　声を詰まらせながらもビシッと敬礼すると、勢いよく走り出した。

　会議室から出ていく背中を見送って、俺は苦笑いを浮かべた。

　そして、残っている面々を見回す。

「他は捜査に戻れ。状況に応じて、指示を出す。解散」

　号令を待って、他の捜査員たちも散会した。

　俺はひとり会議室に残り、

「頼もしいが、凛花を守るのは俺の使命だ」

　ポツリと独り言ちて、薄汚れた天井を仰いだ。

　一度、ふうと息をつき……。

　スーツの裾を翻し、会議室を後にした。










通じ合う




「……ちゃん。凛花ちゃん！」

「はっ……はいっ!!」

　ぼんやりしていたところに、いきなり名前を呼ばれて、私は弾かれたように立ち上がった。

「きゃっ!?」

　すると、耳元で短い悲鳴のような声がして、ビクンと身を竦める。

　そして。

「あ。菜々子さん……？」

　大きく飛び退いた格好の菜々子さんを目に留め、パチパチと瞬きをした。

「あ、じゃないわよ。どうしたの？　ボーッとして」

　菜々子さんはちょっと呆れ気味に言って、肩を動かして息を吐いた。

「何度呼んでも反応ないかと思ったら、突然立ち上がるし。頭ぶつかるかと思った」

「えっ!?　す、すみませんっ。お怪我は……」

「私の優れた反射神経のおかげで無傷よ」

　二の腕に力瘤を作る彼女の返事に、私はホッと胸を撫で下ろす。

「どうしたのー？　心ここにあらずって感じだけど」

　菜々子さんは首を傾げながら、向かい側の自分のデスクに移動していく。

　そして、「あ」と眉根を寄せる。

「もしかして、例の事件のこと？　張り込んでる刑事になにかされたとか……」

「い、いえ。なんでもないです」

　私は笑顔で取り繕って、椅子にストンと腰を戻した。

　菜々子さんは「そーお？」と首を捻りながら、自席に着いた。

「なにか困ったことがあったら、ちゃんと相談してよね？　凛花ちゃんは、前の職場に訴えられたりしてなかったんだから、警察が強引な真似に出てくるようなら通報してあげる」

「はい。ありがとうございます」

　私はパソコンの垣根越しにお礼を返してから、無駄に手をヒラヒラさせて頬に風を送った。

　いけないいけない、ボーッとしてちゃ……。

　仕事中なのに、ひとりになると、ついつい今朝のことに意識を持っていかれてしまう。

　今朝――。

　ふと、気配を感じて目を開けたら、奎吾さんの顔がすぐ間近にあって、なによりも驚きで胸が跳ね上がった。

　覗き込んでいたんじゃない。互いの睫毛が掠めるほどの至近距離。

　声を出す間もなく、唇に柔らかい温もりが落ちてきて、心臓が止まるかと思った。

　……キス？

　私、奎吾さんにキスされてる――？

　遅れて働き出した思考回路が、その状況をそう判断したけど、まったく意味が理解できない。

　だって奎吾さんは、こんな風に私に触れたりしない。

　結婚記念日の夜のことは私に怒っていたからで、愛情あっての行為だったとは思えない。

　私が初めてと知るとあっさり手を引っ込めてしまったし、多分、私には欲情しないんだと思う。

　なのに、なんで。どうして私にキスなんて……。

　理解の限界を超えた混乱で、頭が真っ白になった。

　彼の唇が離れていくまで、私はただされるがまま。

　それは、そんなに長い時間じゃなかったけど――。

『っ……すまない、凛花』

　奎吾さんは私と目が合った途端、見たことがないくらい慌てふためき、開口一番で謝った。勢いよく顔を背け、私を視界に入れることなく、部屋を出ていってしまった。

　突然の行動よりも、どうして謝るのか、奎吾さんの心がわからない。

　嬉しいのに。奎吾さんがキスしてくれるなんて。

　朝からドキドキ夢見心地で、私は気付くとそのことばかり考えてしまっている。

　どうして？　どうして――？

　教えてほしい、知りたいと思う気持ちを、ちゃんと言葉にして伝えなきゃ。

　一刻も早く奎吾さんのマンションに帰りたくて、気持ちばかりが逸り、焦燥感さえ湧いてくる。

　頬の火照りと速い心拍も治まらない。

　少し気を紛らわせようと、私はジャケットのポケットに手を突っ込んだ。

　昨日、先生たちからのアドバイスもあり、私はほぼ二年ぶりに六郎おじ様の事務所に連絡した。

　電話に出たのが和人君でびっくりしたけど、そういえば私がバイトしていた頃も時々事務所を訪ねてきていた。応援やお手伝いに来るのではなく、お小遣いをもらいに来る感じ。

　でも、おじ様は彼に甘かった。

『二十歳にもなって困った甥だ』と零しながらも、彼が顔を出すと嬉しそうだった。

　和人君がいてくれてよかった。私よりよっぽどパソコンに詳しいし、私と同じ業務を担当しているなら重宝されているはずだ。

　その和人君が、データに残してはいないけど、システムログが取れるかもしれないから試してみると言ってくれた。貸与メールの管理方法も確認すると。

　その情報を待って、仕事中はいつもバッグにしまってあるスマホを、今はポケットに入れている。

　だけど、今のところ連絡はない。

　昨日の今日で、そんな都合よく見つかるわけがないのに焦りすぎだと、自分を窘たしなめた。

　とその時、事務室の電話が鳴った。

「はい。お電話ありがとうございます」

　私がハッとするより早く、菜々子さんが受話器を持ち上げていた。

　事務員の私の方が、反応が遅れてしまった……。

　テキパキと応対する声を聞きながら、私は不甲斐ない思いで身を縮こませた。

　ダメだな、私。しっかりしなきゃ。

　私は自分を叱咤して、なんとか頭を切り替えた。

「凛花ちゃん。三十分後にお客様来るから、相談の準備して」

　電話を終えた菜々子さんが、受話器を置きながら声をかけてくる。

「はいっ」

　私は、今度こそ！と気を引き締めた。

「初めての方ですか？」

　菜々子さんが、「そう」と返事をしてくれた。

　この事務所では、彼女が初めて訪れる人の相談窓口をしている。

　忙しい先生たちの手を煩わせないのと、パラリーガルの勉強というのは建前で、以前菜々子さんが『要は人手不足なのよ』と言っていた。

「応接室でいいですよね？」

　私は名誉挽回とばかり、早速準備をしようと席を立ち、

「っ」

　スマホが振動するのを感じて、とっさにポケットに手を遣った。

「凛花ちゃん？」

　一瞬強張った私の気配に気付いたのか、菜々子さんが顔を上げる。

「い、いえ。行ってきます」

　私は首を横に振って、そそくさと事務室を出た。

　応接室に入ると、ポケットからスマホを取り出す。

　スマホの振動は、メールの着信通知だった。

　私は、縋る思いでメールを開き――。

【凛花ちゃん。昨日の件で、参考になりそうなものが見つかった。これからそっちに行くから、一緒に確認してほしい】

「っ、え？」

　本文に目を通し、思わず声をあげた。

　とっさにモニターの時計表示に目の焦点を合わせ、時間を確認する。

　もうすぐ、正午。

　先生たちは朝から案件の裏取り調査に直行していて、菜々子さんはこれから来客対応。所長もランチ会合の予定があり、もう間もなく外出してしまう。

　和人君がなにを見つけたかわからないけど、私ひとりで見てわかるだろうか？

　逡巡したのは、ほんの一瞬。

　――奎吾さんは、まず俺に連絡しろと言ってくれた。

　私は、奎吾さんの電話番号を呼び出した。

　一度ゴクッと唾を飲み、それから意を決して発信ボタンをタップした。




＊　＊　＊




　昼近くになって、国枝部長が登庁した。

　方々から届く捜査の進捗状況に対応しつつ、昨夜の会議から今朝までの捜査方針の報告のため、やきもきしながら彼を待っていた俺は、早速部長室を訪ねた。

「午前十時に令状を取得。神田と古谷、一班全員が、同居の母親立ち会いのもと、時任の自宅の家宅捜索を開始したところです。遠山には銀行とネット証券会社への捜査を指示しました。二班が藤崎六郎事務所周辺、三班が藤崎凛花の勤務先に張り込んでいます」

　国枝部長は、執務机に並べた膨大な資料に目を落とし、俺の報告に耳を傾けていた。

　机の前に直立し、報告を終えた俺に、厳しい顔で目線を上げる。

「万事承知した。それで、時任和人は今どこに？」

「事務所には出勤していません。母親の話では、昨夜も帰宅していないそうです。外泊はよくあるようで、特に心配もしていなかったと」

「まあ、二十二歳の男だからな」

　部長は、時任の不在にそれほど興味なさそうに、相槌を挟んだ。

「時任の捜索は？」

「四班が対応しています」

　俺の即答には、何度か首を縦に振って納得を示す。

　俺は、一度ふうと息をついた。

「藤崎凛花が事務所に連絡をして、時任と話したのは昨日のこと。昨夜帰宅していないなら、好都合です。証拠を押収できる可能性が高いと思われ……」

「瀬名」

　部長が、淡々と報告を続ける俺を遮った。

　俺が言葉を切って視線を返すと、

「奥さんは大丈夫なのか？」

　身を乗り出して、声を潜める。

　俺は、ピクッと眉を動かした。

「……そのことですが」

　改まって足を揃え、背筋を伸ばす。

「遅かれ早かれ、時任は妻に接触を図ろうとすると考えます。私もこの先は現場に合流させていただきたく……時任の身柄を拘束するまで、私が職務離脱することを許可願います」

　腰を直角に曲げて、深々と頭を下げた。

　警察庁刑事局の警察官僚として、警視庁捜査二課の管理官として、百パーセント私情の甘えた願い出なのは重々承知している。キャリア失格と罵声を浴びる覚悟で、自分の足元をジッと見据えて部長の許可を待った。

「……本当に、お前は」

　呆れたような口調に、固く目を閉じる。

　しかし。

「お前たちは、か」

　苦笑が交じるのに気付き、ゆっくり顔を上げる。

「血は争えないなあ。似てるのは顔立ちだけかと思ったら、気性も同じか」

「……？」

「一課の瀬名だ。従兄弟だろ、お前の」

「はあ……？」

　なぜここで純平の話が出るのか、理解不能だった。

　口元に手を遣ってくっくっと笑う部長を、俺は訝しく見つめた。

　国枝部長は笑みを引っ込め、威厳たっぷりに立ち上がる。

「職務離脱は認めん。が、現場合流は許可する」

「は……」

「奥さんのそばで、お前が指揮を執れ。桜さくら田だ門もんにいなくても、部下の統率は取れるだろう」

　机を回り込んで歩いてきて、俺の腕をポンと叩いた。

「すぐ行きたかったろうに、私の登庁を待っていたか。遅くなって悪かったな」

「部長……」

　胸に迫るもので、グッと声が詰まる。

　腕に置かれた部長の手を見つめ、気を引き締めて「はい」と返事をした。

　とその時。

　俺の上着のポケットから、ブーッブーッと、微妙にずれた唸り音がした。

　ふたつのスマホが同時に振動を始めたのに気付き、即座にスマホを取り出す。

　不協和音は、部長にも聞こえたのだろう。

「貸せ」

　部長が俺の手から、業務用のスマホを取り上げた。

　俺はプライベート用のスマホに【凛花】と表示されているのを見て、ハッと息をのみ……。

「凛花」

「国枝だ」

　俺が応答する横で、国枝部長も電話に応じていた。

《奎吾さん？　お仕事中にすみません》

《え、国枝部長!?》

　左耳に凛花、右耳で部下の素っ頓狂な声を捉える。

　部長の相手は、時任捜索を命じた四班の班員だった。

「瀬名もここにいる。状況は？」

　国枝部長は俺にも聞こえるようにスピーカーホンにして、部下に先を促している。

「ああ、構わない。どうした？　なにかあったか？」

　俺は部長の方の会話も気にしながら、早口で彼女に返した。

《あの……実は、和人君からこれから来るってメールがあって》

《東京駅南口で、マル被発見。ニンドウかけますか》

　両方の耳に、切羽詰まった声が届く。

　俺は、ピクッと眉尻を上げた。

　東京駅――九く段だんにある凛花の職場とは、まだ少々距離がある。

「……これから？　なんと言ってきたんだ？」

《参考になるかもしれないものを見つけたから、私に一緒に確認してほしいって。でも、なにかは書いてなくて》

「わかった。凛花、事務所には誰かいるか？　お前ひとりじゃないな？」

　俺は凛花に訊ねながら、国枝部長に首を横に振ってみせた。

「泳がせて、尾けろ」

　部長が俺の意を汲んで部下に命じるのに頷き、彼女の声に耳を澄ます。

《はい。パラリーガルの菜々子さんが。でも、もうすぐお客様が来ることになっていて》

「女性だけということか……」

　俺は独り言ちて、グッと顔を上げた。

「凛花、俺がすぐにそちらに向かう」

《え？　奎吾さんが、わざわざ？》

　俺が目配せをすると、国枝部長はスマホを持ったまま執務机に戻っていく。

　固定電話の受話器を取り上げ、ワンプッシュで電話をかけた。

「指令室、こちら国枝」

　警察無線で凛花の事務所一帯に緊急配備を敷くよう、命じるのを横目に、

「だが、間に合わないかもしれない。今、事務所の周りに配置している部下を、先に踏み込ませる。中に入れてくれ」

　腕時計で時間を確認しながら、彼女に言い聞かせる。

《……？　奎吾さ……》

「凛花、よく聞け」

　困惑に揺れる声を遮り、俺は厳しく顔を歪め――。

「この事件でお前の名を騙ったのは、時任和人だ」

　電話越しに、凛花が息をのむ気配がはっきりと伝わってきた。




＊　＊　＊




　奎吾さんとの電話を切って二十分ほどして、和人君が事務所にやってきた。

　彼と会うのは、六郎おじ様の事務所を辞めて以来だ。

　だけど、久しぶりの再会を喜んでいられるほど、私に心の余裕はない。

　和人君の方も落ち着かずソワソワしているから、私は挨拶もそこそこに事務室に案内した。

「ごめんね。今応接室は来客で使っていて。こんなところで申し訳ないんだけど」

　自分のデスクの横に、椅子を引いてきて並べた。

「座って、和人君。お茶淹れてくるね」

　彼に椅子を勧めてから、無意識に髪を耳にかけようとして、ピタリと手を止める。

　今私は、右耳にワイヤレスイヤホンをしている。

　奎吾さんとの電話の後すぐにやってきた刑事さんに渡されたものだ。

　奎吾さんから、和人君が私の名を騙った被疑者だと聞かされて、驚きしかなかった。でも、冷静に考えてみると、彼ならなにもかも可能だったと認めざるを得ない。

　和人君と会うのが怖い――。

　だけど刑事さんは、彼を帰さず話を聞いてほしいと言った。

『我々が所内に隠れて監視します。なにをするか、どんな話をするかは指示を出しますから、怖がらず落ち着いて』

　事務室と続き戸で繋がっている書庫にふたり。出入口に近い給湯室に女性刑事さんがひとり。所長室にひとり、所長と一緒にいる。

　所長は刑事さんから話を聞いて、ランチ会合をキャンセルして、事務所に残ってくれた。

　応接室には、奈々子さんと女性刑事さんがひとり。

　来所予定のお客様には、電話でお詫びして時間を変更してもらった。

　そして、私が和人君を中に通した後、閉めたドアの向こうにも刑事さんがひとり立った。

　計六人。みんな、私と同じイヤホンの他にインカムを着け、連絡を取り合っている。

　事務室に通すのも、お茶を淹れるために席を外すのも、あらかじめ刑事さんから指示されていたことだ。

　給湯室に入ると、女性刑事さんがふたり分のお茶を用意してくれていた。

　彼女は、光みつ山やまと名乗った。

「凛花さん、緊張しないで普段通りにお話ししてください。時任の様子や行動には、私たちが目を光らせていますから」

　刑事さんたちは到着してすぐ、私のデスクのパソコンや、事務室の数箇所にカメラを設置した。光山さんは、スマホでその動画を確認しているようだ。

「はい」

　言われたそばから頬が紅潮するのを気にしながら、私は少し表情を硬くして返事をした。

　事務室に戻ると、和人君は猫背気味に背を丸めて座っていた。

　六郎おじ様の事務所で会った時も、こういう姿勢でスマホやポータブル機器でゲームをしていた印象が強い。

　私は自分の椅子を引いて腰を下ろしながら、そっと彼を観察した。

　身長百七十センチ弱で、ややぽっちゃり体型。

　仕事の途中で出てきたのではないのか、トレーナーとデニムというラフな服装。

　和人君なら技術的に、私のメールアドレスを悪用するのは可能だとわかっていても、人見知りが強く大人しい性格の彼が国際詐欺事件で大金を騙し取っただなんて、やっぱり信じられない。

　私は、小さく喉を鳴らした。

　パソコンモニターに設置された小さな隠しカメラを意識して、ぎくしゃくと背筋を伸ばし、

「あの、和人君。それで、なにを見つけたの？」

　声が掠れないよう、慎重に話を促す。

「ああ、うん」

　和人君は私と目を合わせず、伏し目がちに頷いた。

　膝の上に、大きなキャンバスバッグを置いている。私に見せたいというものは、その中にあるんだろう。だけど、なにも取り出そうとせず、デスクの上に視線を彷徨わせるだけ。

　和人君がなかなか用件を切り出さないから、間が持たず居心地が悪い。

　すると。

《凛花さん》

　イヤホンから、刑事さんの声がした。

「あ……」

《反応しないように。勘付かれます》

　反射的に返事をしそうになって、喉まで出かかった声をごくんとのみ下す。

《時任の目的は、あなたと話すことではないようです。泳がせて行動を観察しますので、あなたは所長室に行ってください》

　キビキビとした早口な指示の途中で、デスクの電話が鳴った。

「っ……ちょ、ちょっとごめん」

　私は腰が浮きそうになるのを堪え、必死に平静を装って電話に出た。

《瀬名さん？　大丈夫かい？》

「……はい、所長」

　受話器を通して届いたのが所長の声だったから、無意識に胸を撫で下ろす。

　私は刑事さんの指示通り、電話で呼び出された体ていで事務室を出た。

　所長室に入ると、所長と刑事さんがタブレットを注視していた。事務所でひとりになった和人君がなにをするか、隠しカメラの映像で確認しているようだ。

「やはり、デスクの下のバッグが気になるようですね」

「刑事さん、彼、なにか盗もうというのでは？　さっさと捕まえた方が……」

「それならそれで、現行犯で逮捕します」

　眉根を寄せる所長に構わず、刑事さんは落ち着き払っている。

　私はふたりの後ろに回って、怖々とタブレットを覗き込んだ。鮮明とは言えない映像の中でも、和人君が私のバッグに目を凝らしているのがわかる。

　一瞬、サッと事務室内に目を走らせたかと思うと、バッグを引っ張り出し、逆さにして中身を床にぶちまけた。

　財布にパスケース、化粧ポーチにハンカチ、文庫本……女性のバッグの中身としてはごく普通なものが床に散らばる。

《なにかブツブツ言ってますね……マホ？　ああ、スマホ？》

　和人君から一番近い書庫にいる刑事さんが事務室をこっそり覗いて、様子を窺う声がした。

「スマホ？　私の？」

　イヤホンから聞こえた声に導かれ、私は困惑気味に独り言ちる。

　奎吾さんに電話した後、スマホはデスクの引き出しにしまっておいた。

　和人君も、次に探すのはそこと考えたのか、やや乱暴にデスクの引き出しを開けた。

「刑事さん、もう……」

「待ってください」

　見かねた様子で声をあげた所長を、刑事さんが鋭く遮った。

「見つけたようですよ、お目当てのもの」

　その言葉通り、和人君は私のスマホを手にして立ち上がっていた。

　大きく肩が動く様は、見つけて安堵したようにも見える。

　私のスマホをデニムのポケットに捻じ込むと、デスクの引き出しとバッグの中身を元通りに戻した。どうやら、私のスマホを持って立ち去ろうとしているらしい。

「瀬名さん、私と一緒に事務室に戻りましょう。私のことは所長と呼んでください」

　刑事さんの指示に頷き、ふたりで急ぎ足で事務室に戻ると、ちょうど廊下に出てきた和人君と鉢合わせした。

「っ、凛花ちゃん」

　刑事さんが足を竦ませた彼の前に出て、行く手を阻む。

「瀬名さんを呼び出してしまい、申し訳ありません。お話、途中でしょう？　どうぞ中にお戻りください」

　慇いん懃ぎん無礼な所長を演じているんだろうけど、和人君を見下ろす目は威圧感たっぷりだ。

「い、いえ。すみません。俺もちょっと行くところがあって。凛花ちゃんとはまた日を改めて……」

　しどろもどろになって、横を擦り抜けようとする彼の死角をついて、書庫から刑事さんが出てきたようだ。

　和人君はドア口を塞ぐように立っていて、私は事務室の様子を窺うことはできない。彼とドアの狭い隙間から、彼らの足元だけが確認できた。

　背後に迫る気配に気付いたのか、和人君が弾かれたように振り返り……。

「警察だ。これを奪ってなにをしようとしたか、署で聞かせてもらおうか」

　その後ろに立ち、私のスマホを握った手を高々と掲げたのは、奎吾さんだった。

「え……、きゃっ！」

　彼に気を取られた一瞬の隙に、和人君が私をドンと突き飛ばした。

　私はバランスを崩し、廊下に倒れ込む。

「凛花っ……」

「動くなっ!!」

　私に駆け寄ろうとする奎吾さんを、和人君が裏返った声で阻んだ。

　あっ、と思う間もなく、私の首に太い腕が巻きついた。

　視界の端で、なにかがギラッと光る。

　頬にピタリと当てられる、冷たい感触――。

「ちょ……ちょっとでも近付いてみろ。刺すからな」

　耳元で震える和人君の声で刃物だとわかり、心臓がドクッと沸いた。

　和人君は私を羽交い締めにしたまま、無理矢理引っ張り上げた。覚束ない足取りの私を引きずって、ジリジリと出入口の方に後退していく。

　奎吾さんも刑事さんたちも、私を盾にされて、その場に縫い留められたみたいに動けずにいる。

　和人君が、「ははっ」と嘲あざけるような浅い息を吐いた。

「こうなると、警察もただのデクの棒だな。揃いも揃って、突っ立って見てるだけ……」

「バックが甘いわよ。彼女からその汚い手を放しなさい」

　彼の引き攣れた笑い声を、凛とした声が遮った。

　その瞬間、首に回っていた腕があっさり解け、私はその場に頽くずおれた。

　必死に頭上を振り仰ぐと、和人君の後ろに光山さんが立っていた。私が和人君にされていたように、彼の首に左腕を回して締め上げている。

「ナイフを落として。さもないと撃つわよ」

「っ、んだとおっ！　お前が放せ!!」

　背後を取ったのが女性だとわかったからか、和人君がいきり立った。

　光山さんの腕を解こうと、ナイフを持った手を振り翳し――。

「凛花っ!!」

　次の瞬間、私に大きな影が覆い被さった。

　ザッとなにかを裂くような音に続いて、ゴトッと鈍い音を立ててなにかが床に転がる。

　大きな影に阻まれ、私の視界は狭い。

　わずかにできた隙間から確認できたのは、ねっとりと赤く濡れた鋭利な刃だった。

「……え？」

「瀬名さんっ！」

　自分の目を疑い呆然とする私の耳に、切羽詰まった声がバラバラと飛び込んでくる。

「俺に構ってないで、時任を捕まえろ!!」

　私の耳元で、奎吾さんが怒鳴った。

「っ、はいっ!!」

　バタバタと激しい足音が、出入口の方へ転がっていく。

「動くな、時任！」

「確保っ！　午後一時八分、被疑者逮捕っ!!」

「くそおおっ、放せ、放せっ!!」

　凄まじいいくつもの怒号が渦巻く中、私はカタカタと震えながら顔を上げた。

「奎吾……さん？」

　私の頭から覆い被さる彼の背中に、恐る恐る腕を回す。

　頭上で小さく呻く声と、ビクンと強張る気配。

　温かくぬるりとした感触に手が触れ、全身が総毛立った。

「や、嫌、奎吾さ……！」

「騒ぐな。擦り傷だ」

　宥なだめるように押し殺した声に反して、私にかかる重みが増していく。

「っ、瀬名さんっ」

　事務所の奥の方からまた別の声と足音が近付いてきて、私たちのすぐ横で止まった。

　私から引き剥がされた奎吾さんが、ドスンと力なく尻もちをつく。

「瀬名さん、失礼します」

　奈々子さんと応接室にいたもうひとりの女性刑事さんが、床に片膝をついていた。

　彼のワイシャツを躊躇いなく引き裂き、それを背中から胸に回して固く縛る。

　女性刑事さんが息つく間もなくスマホを操作して、救急車を呼ぶのを見守りながら――。

「っ……」

　私はその場にへたり込んでしまった。




　私が処置室に入ると、奎吾さんはひとりで黒い丸椅子に腰かけていた。

　真っ白な包帯をグルグル巻きにされた広い背中が痛々しい。

　奎吾さんの処置を終えて、廊下の待合席に出てきたドクターによると、右肩から背骨の真ん中にかけて裂傷があり、二十針も縫ったそうだ。

　傷はそれほど深くなく、脊せき椎ついに損傷がなかったのが不幸中の幸いだと言われた。

　でも、もし、ほんの少しタイミングがずれていたら……そう考えると、怖くて震えが止まらない。

　気配に気付いたのか、奎吾さんがふと顔を上げた。

　私を視界の真ん中に捉えると、

「凛花。長いこと付き添わせて、悪かった」

　開口一番で、他人行儀に謝る。

　どうして、また謝るの……。

　夫が救急車で搬送された。病院に来て処置が終わるまで付き添うのは、妻なんだから当たり前なのに。

　そう。私は妻なのに、奎吾さんにこんな大怪我をさせてしまった――。

　せり上がってくる嗚咽を堪えようとして、私はひくっと喉を鳴らした。

　入口で立ち尽くす私に、奎吾さんが困ったように眉尻を下げる。

「怖い思いをさせたから、怒ってるのか？　本当に、すまなかった」

　繰り返される謝罪に言葉もなく、私は何度もかぶりを振るだけ。

　奎吾さんは静かに目を伏せ、

「凛花。悪いが、そこの紙袋に部下が買ってきてくれたシャツが入ってるから、取ってくれないか？」

　そう言って、私を中に促す。

　彼の目線の先にデパートの紙袋があるのを見つけて、私はゴクッと唾を飲んだ。

　一瞬躊躇ったものの、紙袋からビニール袋に入ったワイシャツを取り出し、彼の前まで歩いていく。

　奎吾さんは私からシャツを受け取り、ギッと椅子を鳴らして立ち上がった。

「今日はこのまま直帰の許可が下りたから、一緒に帰……」

　彼が折り皺のついたシャツに袖を通しながら話す途中で、

「ごめ、なさい……」

　私は両手で顔を覆い、くぐもった声で謝罪をした。

「凛花？」

「ごめんなさ……奎吾さん、ごめんなさい……」

　嗚咽を堪えきれず、ひくっひくっとしゃくり上げると。

「凛花。顔を上げてくれ」

　奎吾さんが、私の両手を取った。

　おずおずと顔を上げた私の頬を、右手の親指で遠慮がちになぞり、

「よかった。どこにも傷はないな」

　心の底からホッとしたように、表情を和らげる。

　そんな彼に、私の涙腺が崩壊した。

「私なんか。私のことなんか……！　私のせいで、奎吾さんは大怪我したのに……」

「お前のせいじゃない、俺のせいだ。それでもお前に怪我をさせずに済んだから、俺はほんの少し自分を許した」

　ひくっと喉を鳴らして声をのむ私に、奎吾さんが優しく微笑む。

「……だから、泣かないでくれ」

　男の人にしては長く細い綺麗な指が、私の目尻の涙を掬った。

　私の頬を両手で挟んで、覗き込んでくる。

　そして、ふっと口元を歪めて――。

「心臓が止まるかと思った……」

　一転して苦しげに声を絞り、私をギュッと抱きしめた。

　途端に、私の胸がドキッと跳ねた。

　だけどすぐ、頬をくすぐる白い包帯と消毒液の匂いで我に返る。

「や。ダメ、ダメです、奎吾さん」

　私は、逞しい腕から抜け出そうともがいた。

　なのに、腕の力は緩むどころか、ますます強まり……。

「っ、奎吾さん、傷が開いちゃ……」

「凛花。頼むから、嫌がらないで」

　彼の唇が、私の耳朶を直接掠める。

　鼓膜に刻みつけられた、まるで乞うような囁ささやきに、身体がビクッと強張った。

「こんな目に遭わせて、もう俺の顔なんか見たくもないだろう。だが、もう二度とこんな怖い思いはさせない。だから、嫌わないでくれ……」

　切なげに消え入る声に、胸がきゅうっと締めつけられる。

　だけど――。

「ど……どうして」

　私は抗うのをやめ、彼の胸元から顔を上げた。

「奎吾さん、どうして。私の方がよっぽど、奎吾さんにそう言いたいのに」

「え？」

「嫌がらないで、嫌わないで。もう絶対、こんな迷惑かけないから。奎吾さんのキャリアの邪魔にならないよう、しっかりしたいい妻になるから」

「凛花？」

「私はずっと、そう思ってきました。だから、奎吾さんがそう言うのがわからない」

　心の内に秘め続けた想いを吐露するうちに、感情が強く揺さぶられた。

　私は、ズッと洟を啜って……。

「どうして私を大切にしてくれるの。どうして、どうして……寝てる時にキスなんか」

「愛してるから」

　淡々と短いけれど、熱情的な言葉が降ってきて、声が喉に詰まった。

「愛してる、凛花。俺が他のなにをおいても欲しがった女。どんな手を使ってでも、俺の妻にしたかった。お前は、俺にとってそういう人だ」

　彼がなにを言ってるかちゃんと聞こえるのに、その意味が理解できない。

　奎吾さんは、呆然とする私に困った様子で、口元を覆い隠した。

「寝ている時なら、嫌がられない。だから俺は、夜這い紛いなことを何度も……」

「ど、どうして」

　私は彼の胸に置いた手をギュッと握りしめ、一歩踏み込んだ。

「……すまなかった」

「そうじゃなくて。あ、愛してるって……？」

「なにが不思議だ？」

　奎吾さんが顎を引いて私を見下ろす。

「だって奎吾さん、今までそんな素ぶり少しも……」

「お前、俺との結婚は不本意だっただろう？」

「……え？」

　問われた意味が、さらに輪をかけてわからない。

「見合いの時、俺が本家の梗平さんじゃなくて、がっかりしたじゃないか」

　奎吾さんは自嘲気味に顔を歪め、腕を解いた。

　そして、私から目を逸らし……。

「分家筋では不服だったのか、それとも怖い〝お役人さん〟じゃなく、裁判官の梗平さんがよかったのか。とにかく、それで俺は……」

「なんで。なんでそんな……」

　私の頭の中は真っ白になり、全身の力が抜けて、その場にへなへなとしゃがみ込んでしまった。

「あ、おい」

　奎吾さんが背を屈めかけて、「う」と顔をしかめる。

「！　奎吾さ……」

「大丈夫。心配するな。立てるか？」

　手を差し伸べてくれる彼の黒い瞳をまっすぐ見つめて、

「ずっと、好きでした」

　私は、思い切って告げた。

「……は？」

　奎吾さんは中途半端な体勢で固まって、目を丸くする。

「初めて会った五歳の時から、あなたに憧れてました。奎吾さんとお見合いって聞いても、名前だけじゃどんな人かわからなくて不安でした。でもお見合いで会ったのが、五歳の私の手を引いてくれた奎吾さんだったから驚いて、夢みたいで嬉しくて」

「…………」

「私、五歳の時出会った奎吾さんを、梗平さんだと思ってて……」

　混乱で頭がパンクしそうになりながら、必死に捲し立てる。

　奎吾さんは、鳩が豆鉄砲を食ったような顔をしていたけれど。

「……なるほど。今ので万事理解した」

　呆けたように独り言ちてから、「はああーっ」と盛大な溜め息をついた。

　私の手をグイと引いて立ち上がらせてくれてから、がっくりとこうべを垂れてうなだれる。

「俺はてっきり、俺が夫じゃ不満なんだろうと……」

「そんな!!」

　私は悲鳴じみた声をあげ、首が千切れそうなくらい横に振った。

「奎吾さんの方こそ、私じゃダメなんだって」

「え？」

「この間だって、あんな途中で……！」

　勢い余って声が大きくなったのに慌てて、両手で口を塞ぐ。

　処置室のドアは開いていて、廊下を行き交うバタバタと慌ただしい足音が響く。

　奎吾さんもドア口に目を遣り、

「ここじゃあ、これ以上の話はできないな」

　ひょいと肩を竦めた。

　シャツのボタンを上から留めて、荷物台にかけられていた上着を手に取る。

　そして。

「凛花、帰ろう。この続きは、家で」

　ぎこちなく眉尻を下げ、私の背を押して促した。




　私がお風呂を終えてリビングに戻ると、奎吾さんはソファに座っていた。

　スマホを持った手をだらんと投げ出し、目を閉じている。

　力を失った様子に、一瞬ギクッとした。

　もしかして、傷の具合が悪いんじゃ――。

「奎吾さ……！」

　私は弾かれたように、ソファに駆け寄った。

　だけど、奎吾さんはしっかりと目を開け、私を見上げてくれた。

「大丈夫。心配しすぎだ」

　ちょっと苦笑気味に宥められ、私はホッと胸を撫で下ろした。

「よかった……」

　脱力して隣に腰を下ろすと、彼もわずかに背を起こし、ローテーブルにスマホを置いた。

　私は彼のスマホを気にして、

「あの……電話は……」

　遠慮がちに訊ねた。

　私と奎吾さんが家に帰ってきたのは、今から一時間ほど前。すでに夕食時に差しかかっていた。

　食事の支度に時間はかけられないけど、美味しくて栄養のあるものを作ろうと、私は意気込んでいた。

　ところが、私たちの帰宅を待っていたかのようなタイミングで、彼のスマホに電話がかかってきた。

　相手は彼の部下で、捜査報告のようだった。

　奎吾さんは私に、『夕食は後でいいから、先に風呂に入ってこい』と勧めた。

　私がいては仕事の邪魔になると思い、言われた通り少しゆっくりお風呂に入ったけど、あの後和人君がどうなったのか気になる。

　奎吾さんが、「ああ」と相槌を打った。

「時任和人が、容疑を認めたそうだ」

「っ、え……」

「六郎氏の事務所に小遣いをせびりに行って、お前が席を外した隙にメール情報を盗み出し、ＳＮＳで偽のアカウントを開いたことを供述した。今日のところはここまでだ。興奮して暴れるので聴取を打ち切り、続きは明日行うことになった」

　彼にとっては日常的な業務報告だからか、まるで詩を朗読するような淡々とした口ぶり。だけど私には、和人君が逮捕されたという実感がひしひしと湧いてきて、両肘を抱え込んで身を縮めた。

「和人君……」

　私が知る今までの彼と、私を盾に取って警察を愚ぐ弄ろうした今日の彼……ふたつの顔が、頭の中でグルグルと回る。

　思わずゾクッと身を震わせた私に。

「俺といるのに、時任の方が気になるか」

　奎吾さんが不満げな口調で挟んだ。

「え？」

「ああ、いや……」

　私が顔を上げて聞き返すと、きまり悪そうにツッと目を逸らす。

　前に身を屈めて、ガシガシと頭を掻き、

「お前に好きだと言ってもらえて浮かれてる。調子に乗った。すまない」

　ボソボソと聞き取りにくい声で謝罪した。

　顔は背けてしまうけど、耳が赤く染まっているのに気付いて、私の心臓がドキッと弾む。

「だ……だから、どうして謝るんですか……」

　私が『好き』と言っただけで、奎吾さんが浮かれるなんて。ちょっと見当違いだけど、ヤキモチみたいな言い方だって、踊りたくなるほど嬉しいのに……。

　私はドキドキと加速し出す胸に手を置き、唇を尖らせた。

「私だって浮かれてますよ。奎吾さんが、私のこと……んっ」

　同じ気持ちでいると伝えたくて、モゴモゴと動かした唇を、横から覗き込むようにして奪われた。

「けい……」

　小さく啄むキスを繰り返して離れていく彼を、ボーッと浮かされた気分で見つめる。

　奎吾さんはどこか妖よう艶えんに目を細め、

「これからは、起きているお前に、こうして触れていいんだな」

　薄い唇に確信犯的な笑みを湛える。

「！」

「こうやって正面から向き合って、正々堂々と……ぶっ」

　私が、身を乗り出してくる彼の唇に手を当てて阻むと、やや不満げに眉根を寄せた。

「なんだ。やっぱりダメなのか……」

「それ！　奎吾さん、さっき〝何度も〟って言ってました。今朝の一回じゃないってことですよね？」

　直球で問い質す私に、「う」と口ごもる。

「何度もって、どれくらいですか」

　私が上目遣いでじっとりと探ると、バツが悪そうに目を彷徨わせ――。

「……覚えてないくらい何度も、かな」

　彼にしては珍しく、惚けた回答で誤魔化そうとする。

「～～奎吾さんっ!!」

「仕方ないだろ。つい手を出したくなるほど可愛いお前が悪い」

　太ふて々ぶてしく開き直る彼に、開いた口が塞がらない。

　だけど、私はすぐ気を取り直した。

「それなら、どうして」

「また〝どうして〟か。お前、今日はそればかりだな」

「初夜もこの間も、と、途中で……」

「え？」

　首を傾げて聞き返され、口走ろうとした言葉をのみ込む。

　カッと頬を茹だらせる私に、奎吾さんは訝しげに眉をひそめ、

「ああ」

　私が言わんとしたことに思い当たったのか、口元に手を遣って相槌を打つ。

「初夜は……やはり嫌がられてるんだろうと思った。俺は、俺の求婚を受けてくれたお前に感謝しているし、お前を妻にできただけで十分だ。だから、これ以上を求めてはいけないと思った」

　そう言って、膝の上の手に目を落とした。

「この間は、お前が初めてだと知ったから。俺は馬鹿な嫉妬に駆られて、尋常じゃないほど興奮していたし、あのまま続けてお前を苦しめるのは避けたく、自制した」

「苦しめる……？」

「……男が興奮するとどうなるか、見たこともないだろ？」

　斜めに見上げる視線に、私の心臓がドキッと跳ね上がる。

「え、えっと……」

　心の中まで探られる感覚が居心地悪くて、目を彷徨わせながら言い淀むと。

「……凛花」

　奎吾さんが、ソファを軋ませて立ち上がった。

　私の肩に手をのせ、ほっそりとした顎を傾けて顔を寄せてくる。

　先ほどの優しいキスとは違い、一気に踏み込まれ、

「ん、んっ、ふぁ……」

　鼻から抜けるような声が漏れた。

　唇を割って入ってきた彼の熱い舌に、なにもかも根こそぎ搦め捕られて、目を開けていられない。

「け、けい……」

　息ができず苦しくて、私は無意識に彼の腕に手をかけた。

　奎吾さんがその手を取って、自分の方に導いていく。

「ん、ふっ……けい、っ……？」

「……わかるか？　興奮すると、男はこうなる」

　唇を離し、私の耳元で吐息交じりに囁いてから、ゆっくり背を起こした。

　私は、奎吾さんの手に包まれた自分の手を目で追って。

「……っ」

　彼の股間に当てられているのを見て、ひゅっと音を立てて息をのむ。

　とっさに引っ込めようとした手を、奎吾さんが一瞬早くグッと握りしめ、さらに強く押し当てた。

　そうされると、スラックスの上からでも、熱く脈打つ感覚が伝わってくる。

「あ、あのっ、奎吾さ……」

「あの時は加減する余裕もなく、滅茶苦茶に抱いて凛花を壊してしまったかもしれない」

「っ……」

　頭から蒸気が噴射しそうなほど、全身が火照った。

　自分の手元を正視できず、首も肩も縮めて目を泳がせる。

　なのに奎吾さんは、

「だが、今夜は……」

　私の視線すら逃さないというように、熱っぽく潤んだ瞳で真正面から私を射貫く。

「……最後まで、お前を抱きたい」

　全身から滲み出る、滾たぎるほどの情欲を憚らない彼に、私の心臓がドクンと沸いた。




　奎吾さんは私を寝室に連れ込み、ベッドの真ん中に横たえると、性急に唇を塞いだ。

「あふっ……ま、待っ、奎吾さ」

　彼の腕に両手をかけて抗う私の声を、舌ごと搦め捕ってのみ込む。

　奎吾さんにされているというだけで夢見心地なのに、強引に掻き乱すキスで頭がクラクラする。

　だけど、私がこのままのぼせてしまってはいけない。

「奎吾さん、ダメです、怪我、してるのにっ……」

　私は必死に首を捩って、彼の唇から逃れた。

　奎吾さんが不服そうに眉根を寄せる。

「心配しすぎだと言っただろ。このくらい、擦り傷だ」

　もどかしげにシャツのボタンを外していくと、その胸元を覆う痛々しい真っ白な包帯が、私の視界に飛び込んできた。

「か、擦り傷で、二十針も縫いません！」

「大して痛まないから大丈夫だ」

「痛み止めの効果です。本当に、今日は無理しないで……」

「頼むから、凛花」

　奎吾さんは、押し退けようとする私の手を取り、自分の口元に持っていった。

　指先にキスを落とされてピクッと反応する私を、切なげに見つめる。

「お前も俺を好いていてくれたと知って、もう抑えが効かない。無理はしないと約束するから、早くお前を俺のものにさせてくれ」

「っ……」

「今夜、お前の心も身体も、全部俺のものに」

　焦燥感さえ漂わせる彼に、私の心臓は壊れたかと思うほど、激しい拍動を繰り出している。

　彼の身体を考えたら、妻として絶対止めなきゃいけないのに……狂おしいほどの渇望を見せつけて切願されたら、拒みきれない。

　奎吾さんは返事に窮した私から目を離さず、私の手の平から手首の内側に唇を這わせた。

「ん、んんっ……」

　彼の唇が、舌が触れたところが、全部ゾワゾワする。

　血流に乗って、全然違う遠い部分までもが痺れる不思議な感覚に、私は身を戦慄かせた。

　私が心を揺らして抵抗を緩めるのを見透かしたのか、奎吾さんは急いた様子でシャツを脱ぎ捨てた。躊躇うことなく私に覆い被さり、貪むさぼるようなキスを浴びせる。

「ふ、あっ……」

　……熱い。奎吾さんの身体もキスも、私を欲しがる心も全部。

　私がどれだけ、こんな彼を見たかったか。

　やめてほしいわけない。嬉しいに決まってる。

「けい……奎吾さんっ……」

　私は唇の隙間で彼を呼び、首の後ろに両腕を回してしがみついた。

　焦点が合わないくらいの至近距離から、奎吾さんが私の瞳を奥の奥まで探ってくる。

「こ……ここなら、しがみついても痛まない？」

　怖々と訊ねた私に、目を細めて相好を崩した。

「ああ、大丈夫。……ありがとう、凛花」

　奎吾さんはそれを承諾と解釈したのか、言うが早いか、私の胸に触れた。

「あっ……」

　ビクンと身を竦める私の反応を窺いながら、ゆっくり大きく撫で回し……。

「っ！」

　服の裾から手を挿し込むと、迷いなくブラジャーのカップをずらした。

「あ、あんっ……！」

　いきなり胸の先を摘まれ、腰が跳ねた。

　私の肌を弄まさぐる手が、服の中で蠢く様を正視していられず、顔を背けてギュッと目を瞑る。

「凛花」

　奎吾さんが、私の耳を唇で掠めた。

　そんな微かな刺激にも、私の身体に閃せん光こうのような快感が駆け抜ける。

　ビクッと震える私を、奎吾さんが吐息交じりに笑った。

「感じてるのか、凛花。俺の可愛い妻は、意外と淫らでいやらしいようだな。……最高だ」

　いつもの彼からは到底信じられない、意地悪な言葉。

　どこか嗜虐的な彼にも、ゾクゾクが止まらない。

「っ、奎吾さんっ」

　私は無意識に彼の背中に両腕を回してしまい、

「っ、つ……」

「！　ご、ごめんなさ……」

　小さく呻く声で我に返り、慌てて手を引っ込めた。

　奎吾さんは、「いや」と顔をしかめる。

「こちらこそ、すまない。遠慮なく抱きついてくれて構わない」

　そう言われても、私は条件反射で何度も首を横に振った。

　奎吾さんはベッドに手をつき、ギシッと軋ませて上体を起こすと。

「じゃあ、俺の全身から痛覚が失われるほどの快感に支配してもらおうか。凛花」

　ペロリと自分の唇を舐なめる、らしくないやんちゃな仕草に破壊的な男の色気を漂わせて、私のハートを鷲掴みにする。

「う、あ……」

　タガが外れたといっていい、剥き出しの情欲を滾らせる彼に、恥ずかしい声も反応も、全部聞かれ、見られ……やがて、私の羞恥心も理性も弾け飛んだ時――。

「んっ……あ、あああ……っ！」

　身体の中心をこじ開けられ、裂かれるような痛みに襲われた。

　奎吾さんもきっと苦しいのだろう。

　私を組み敷いた体勢で顔を伏せ、なにかを堪えるようにブルッと頭を振る。

「くっ……。凛花、大丈夫か」

　自分も辛そうなのに、どこまでも私を気遣ってくれる彼が、愛おしくて堪らない。

「奎吾さん、奎吾さん……」

　涙の膜が張った視界では、愛しい人の姿をはっきりと捉えられない。

　私は彼を求めて両腕を宙に彷徨わせた。

　奎吾さんが私の手を取り、頬擦りしてくれる。

「ここだ。ここにいる」

　ぼやける視界の中でも、とびきり優しく微笑んでくれたのがわかった。

　胸がきゅんと疼き、言葉にならない様々な感情が我儘に溢れ返る。

「好き。愛してる。愛してます、奎吾さん」

　私は彼の首に腕を巻きつけ、ぴったりと身体を寄せた。

「ああ……俺もだ、凛花。愛してる。可愛い。俺の凛花……」

　耳元でいくつもの愛情溢れる言葉を直接鼓膜に刻まれるうちに、私の全神経は、痛みを凌りょう駕がするほどの熱く甘い痺れに支配され……。

　私はその夜、初めての悦よろこびを知った。










宣言される




　時任の逮捕から三日。

　捜査二課では連日、神田を中心に、刑事たちが全力で聴取を行っている。

　午後四時。俺は国枝部長への報告を終えると、その足で休憩室に向かった。

「お疲れ、奎吾」

　一歩踏み入れるが早いか、テーブルに着いていた先客から労いの声をかけられ、反射的に足を止める。

「純平。悪かったな、忙しいところ」

「ああ」

　純平の隣の椅子に、凛花のボストンバッグが置いてある。それをテーブルに移動させる彼に近付いていった。

「ほら」

「ああ。ありがとう」

　彼と同じテーブルの椅子を引き、腰を下ろす。

　その途端、純平がなにかを勢いよくテーブルに滑らせた。

　俺は、とっさに片手で受け止め――。

「お前は、いつもこう前触れもなく……」

「被疑者逮捕祝いだ。大人しく飲め」

　相変わらず、人の話を聞かない男だ。

　俺は顔をしかめたものの。

「コーヒーか。……いただく」

　純平も同じ缶を持っていた。

　俺に相槌を打って、カシッと音を立ててプルトップを引く。

　早速口に運ぶ彼の前で、俺はやや改まって背筋を伸ばした。

「純平。凛花の件で礼がしたい。今度日を改めて……」

「一週間どころか、たったの二日で凛花さんの無実を証明し、事件もスピード解明。さすが捜査二課管理官殿と、俺はそれなりに敬意を表している。それでチャラにしてやるよ」

　内容とは裏腹に尊大な物言いをする彼に、自嘲気味に顔を歪め……。

「……なにがさすがだ。凛花を巻き込まなきゃ、成し得なかった」

　純平が、無言で缶から口を離した。

「世界一大事な女を、危険に晒した。本当に、不甲斐ないのひと言に尽きる」

　コーヒーの缶を両手で支え、面を伏せる俺に呆れて黙っているのかと思っていたが。

「気持ちはわかる」

　意外にも共感され、俺はゆっくり顔を上げた。

「純平？」

「お前、怪我したって？　具合はどうだ」

　純平は足を組み上げると、顎先で示すように訊ねてきた。

　俺もつられて肩越しに背中を見遣るが、

「大したことない」

　はぐらかされた気分が拭えず、素っ気なく肩を竦めた。

「傷、残るのか？」

「どうかな。まあ、背中だ。特段気にならない」

「お前はそうだろうが、それを見る凛花さんはそう簡単には割り切れない」

　即座に挟まれた言葉に、俺の指がピクッと動く。

「自分のせいだと思い詰めさせるか、それとも夫を誇りと思わせるか。どっちに転ぶかはお前次第ってとこだ」

　盛大なドヤ顔にムッとするのは、長年の確執によりこの身に刻まれた反応で、ほとんど条件反射だが……。

　俺は、つい先ほど国枝部長から聞いて知ったことを脳裏によぎらせた。

「純平。お前も、ミッドナイトのバイヤーを逮捕した時、職場離脱したんだって？」

　背を起こしながら問うと、純平がちらりと視線をよこす。

「制止する部下を振り解き、現場に駆けつけたって。それは……」

「部長から聞いたんじゃないのか？」

　純平は怪訝そうに眉尻を上げ、首を捻った。

　同じ警視庁にいても、捜査一課のヤマの詳しい経緯は、二課にはそれほど伝わってこない。

　純平が指揮する国際麻薬密売事件の捜査は、一般人女性を巻き込んで一気に進展した。俺にも、世間に報道された程度の知識しかない。

「俺が油断したせいで、歩がミッドナイトの構成員に連れ去られかけた」

「あ……」

　彼の短い返事で理解が繋がり、思わず声を漏らした。

「一般人女性が誘拐されそうになった。あれが……」

「俺はお前と違って、自分が怪我するようなヘマはしてないがな」

「……悪かったな、ヘマで」

　俺はあまりの腹立たしさに能面になって、忌々しく息を吐いた。

　純平は、ふっと口角を歪め……。

「だが、お前よりずっと、怖い思いをさせた」

　らしくなく神妙な顔で続ける彼に、黙って視線を戻した。

「今でも、夜ひとりになると震えが止まらなくなるくらいだ。だから、なるべく早く帰るようにしていて……」

　純平は、そこまで言って言葉を切った。

　喋りすぎたとでも言いたげに、憮ぶ然ぜんとした表情を見せる。

　俺は無言で足を組みながら、コーヒーの缶を手に取った。プルトップを開け、一気に飲み干す。

「喋らせて悪かった。追及するまでもなかったな」

「え？」

「俺もお前も、大事な女が絡まなければ、職務を放棄して持ち場を離れたりしない」

　確信を持って断言する俺に、

「せっかく築き上げたキャリアがパーになるからな」

　純平も同意を示した。

「ああ」

　俺も相槌で応えた。

「俺たちは、今まではなにをおいても、自身のキャリアを最優先してきた」

　語感からなにか感じ取ったのか、純平は唇を結んで俺に視線を返す。

「俺はお前を超えることしか考えてなかった。それこそが、凛花のためになると」

　俺が目線を合わせると、ピクリと眉尻を上げた。

「だが、やめた。そのせいで、俺はこの一年凛花に寂しい思いをさせていた。本末転倒だったことを痛感した」

「……ふっ」

　皮肉な気分で顔を歪める俺を、彼は横柄に鼻で笑った。

「俺はお前よりよっぽど早く、そう気付いた。無駄に張り合ってたのは、お前だけだ」

「偉そうに。歩さんのためなら、せいぜい二、三ヵ月早いくらいだろうが」

「ご名答」

　悪びれずにうそぶく彼に、俺も思わず苦笑した。

　純平は頬杖をついて俺を見据え、わずかに目尻を下げる。

　そして。

「まあ、次はどんな窮地でもヘマしないよう、鍛錬するのが先決だな、奎吾は」

「お前な……だから、なにを偉そうに」

「怪我が治ったら、久しぶりに祖父さんの道場行くか。なんか、お前の頭に思いっきり竹刀叩き落としたい気分だ」

　傲慢にニヤリと笑われ、俺の頬の筋肉が引き攣った。

「その前に俺が、お前を真っぷたつに胴切りしてやる」

　堪忍袋の緒が切れて、腰を浮かせかけた時。

「珍しくふたり揃って和気あいあいかと思いきや……やっぱり物騒な話してますね」

　呆れたような笑い声が、背後から近付いてきた。

　俺も純平も、ほぼ同時に振り返り……。

「なんだ、朝峰」

　純平が軽く応じる。

「お疲れ様です。両管理官殿」

　拓哉が笑みを浮かべて、俺たちと同じテーブルにやってきた。

　彼が椅子を引いて腰を下ろすのにつられて、俺も座り直した。

「竹刀叩き落とすとか、真っぷたつに胴切りとか……剣道の話ですか？」

　拓哉が、他意のないすっ惚けた平和な顔で、俺と純平に交互に視線を向けてくる。

　純平は、「ああ」と首を縦に振った。

「それより、次の公判の件で検察から調書の提出求められてるだろ。準備できたのか？」

「はい。瀬名さん……純平さんのパソコンに送っておきました。後ほどご確認いただけると」

「わかった。先に戻る」

　仕事の話題だからか、従兄弟同士のわりに一線引いた口調で会話を終えて、純平が立ち上がる。

「よろしくお願いします」

　そう声をかける拓哉と共に、俺は休憩室を出ていく背中を無言で見送って――。

「あ。奎吾さん、事件解明おめでとうございま……」

「そういえばお前、凛花になにを言った？」

　思い出したように話題を振ってくる彼を、頬杖をついてじっとりと見据える。

「え？」

「純粋な凛花をからかって、馬鹿なこと吹き込んだのお前だろ？」

　言い逃れは許さない気持ちで、声にドスを効かせて畳みかけると、拓哉がギクッとしたようにたじろぐ。

「あ。ええと……もしかして、祖父ちゃんの卒寿祝いの後の……？」

　怯みながら上目遣いで探る彼に、俺は無表情で頷いて返した。

「いや、それはほら、からかったんじゃなくて。凛花ちゃんがなにかすごい思い詰めた顔してたから、少しでも力になろうと……」

　珍しくしどろもどろになって言い訳する彼を、テーブルをドンと叩いて制す。

　拓哉は、ビクンと姿勢を正した。そして、怖々といった顔つきで、俺を覗き込み――。

「もしかして……やられました？」

　策士めいた目つきに変わって、遠慮なく探りを入れてくる。

「っ」

　あの時の凛花のしどけない姿態が網膜に浮かび上がり、俺は無自覚に喉仏を上下させた。

　答えとして十分な反応だったのか、拓哉は「はーん……」と呟いて目を細める。

「……悩殺されました？」

　口元に手を立て、コソッと訊ねてくる彼を、俺はギロッと睨んだ。

「ふざけるな。なにがエロい下着だ。お前の趣味だろうが」

　わずかに残っていたコーヒーを呷り、ガタンと音を立てて椅子から立ち上がる。

　無駄にせかせかとダストボックスに歩み寄り、空になった缶を捨てると。

「そうか。凛花ちゃん、本当にやったのか……」

　どこかしみじみとした呟きが耳に届き、足を引いて向き直る。

　両手で頬杖をつき、なにか思い描くように宙を見上げる拓哉のもとに、ツカツカと戻っていくと。

「貴様、なにを想像していやがる」

　そのネクタイを掴み、ギリッと締め上げた。

「うわっ、奎吾さ……」

　ギョッと目を剥く彼に、グイと顔を近付け……。

「ああ、そうだ。ちょうどいいから、純平との手合わせ、お前も来い」

「っ、え？」

「いたいけな凛花をからかって楽しむそのふざけた性根、俺が成敗してくれる。首を長ーくして待ってるんだな」

　わざとねっとりとした口調で凄んでから、ポイとネクタイを放す。

「失礼」

　凛花のボストンバッグを持ち上げ、スラックスのポケットにもう片方の手を突っ込み、くるりと踵を返した。

「ちょっ……奎吾さんっ。奎吾さんと純平さんの手合わせに俺も、って。ふたりとも剣道の錬士じゃないですか！　俺なんかじゃ太刀打ちできませんって!!」

　背を追ってくる大袈裟なほど悲壮な声に、思わず口角を緩ませ、

「……ふっ」

　声を漏らして笑った。

　しかしすぐに笑みを引っ込めると、背筋を伸ばし、執務室へと廊下を急いだ。




＊　＊　＊




　仕事を終え、私がひとり、事務室で帰り支度をしていると。

「凛花ちゃん、こっちこっち」

　菜々子さんが東雲先生の部屋から戻ってきて、ひょいと顔を出して手招きした。

「？　はい」

　招かれるがまま、彼女の後を追って先生の部屋に入る。

　テレビが点いているのは、足を踏み入れる前から、廊下に漏れ聞こえる音声でわかっていた。

　先生のデスクの後ろに置かれたテレビには、夕方の報道番組が映し出されている。

『商社国際詐欺事件の続報です。二年前、日本の商社が香港との取引において、二億円を騙し取られた事件で、警視庁は今日、時任和人容疑者を起訴したと発表しました』

　菜々子さんが部屋の戸口で立ち止まる私の背を押し、中に促してくれる。

　私はたどたどしく足を進め、彼女と一緒にソファに腰を下ろした。

　東雲先生は自分のデスクで、椅子を回転させてテレビを観ている。

『警視庁の調べによると、時任容疑者はオンラインゲームの課金やインターネットショッピング代金の支払いに困り、ＳＮＳを通じて知り合った香港のマフィアグループと共謀して犯行に及びました。ＳＮＳのアカウントやメールアドレスは、まったく無関係の人物のものを悪用していて……』

「恐ろしい世界だな。手元のスマホひとつで、二十歳そこそこの学生が世界の凶悪人となんなく交流できるんだから」

　テレビの中で女性キャスターがニュース原稿を読み上げるのを聞きながら、東雲先生が厳しい顔をして顎を撫でた。

　私の隣で、菜々子さんも硬い表情で頷く。

「そういった便利ツールの光と闇を浮き彫りにした事件ですよね。手軽だけど、知り合った人がどういう人間かはわからない。個人情報も一度漏洩したら、自分の知らないところで簡単に悪用され得る……。私もセキュリティには気をつけよう」

　私もきゅっと唇を結び、ふたりの言葉を肝に銘じた。

　和人君が逮捕されてから二週間。

　これまでの聴取について、奎吾さんは私にも共有してくれた。

　それによると、和人君はいわゆる〝闇バイト〟に手を染めようと考えるほど、お金に困っていたそうだ。

　だけど、実際そんな勇気はなく、自分に甘い六郎おじ様にお金を無心していただけ。

　ところが、おじ様の事務所に来た際、無断で私のパソコンを使ってインターネットにアクセスしていて、〝他人になりすます〟ことを思いついたのだという。

　万が一、闇バイトへの加担が露呈したとしても、連絡先や名義を偽っておけば自分自身は訴追を免れる――そう考えて、私のアカウント情報を盗み出した。

　私のメールアドレスでＳＮＳの偽アカウントを開設して、闇バイトの情報を検索しているうちに、偶然香港のマフィアグループのひとりと繋がった。

　メッセージを交換し始めてしばらくして、相手が香港の貿易会社のサーバーハッキングに成功し、今回の国際詐欺計画を持ちかけられた。

　和人君は相手に言われるがまま、ペーパーカンパニーを設立、ケイマン諸島に銀行口座を用意した。

　六郎おじ様の電子サインを使ったのは、日本の政治家が代表を務めていれば口座開設の審査も簡単に通ると思ったのと、万が一の時にはおじ様が庇ってくれるという甘えからだそうだ。

　そうして、スマホやメールを操るだけで、送金詐欺なんて大罪に手を染めてしまった。

　もちろん、六郎おじ様はなにも知らず、私と同じ被害者だったということだ。

　私が膝に両手を置き、無意識に肩に力を込めた時。

「しかし、成功報酬の受け取りで、これだけ多額の海外送金を受けていたら、銀行の方でも警戒していただろうに。なあ？」

　東雲先生が質問を投げかけてきて、私はハッと我に返る。

「あ……はい。マネーロンダリング疑惑対象者として、すでにマークされてたらしいです。それで、けい……主人の指示で銀行の捜査に入った部下の刑事さんも、すぐに資金移動の情報を開示してもらえたそうで……」

「もーっ！　先生。凛花ちゃんの旦那さん、超絶カッコいいんですよ!!」

　意味もなくぎくしゃくして答える途中で、菜々子さんが絶叫気味に声を挟んだ。

　バシバシと背中を叩かれ、私は「う」と呻いて前のめりになる。

「ああ……警察庁刑事局の警視正殿だって？」

「ご身分も立派ですけど、うちの事務所で時任が逮捕された時!!　『凛花っ！』って、こう、こう!!」

　菜々子さんは興奮して、私に覆い被さる真似をした。

　あの日、和人君は、自分に捜査の手が伸びるのを阻止するために、私のスマホに自身が開設した偽アカウントの情報を植えつけようとしたそうだ。それをいち早く察知して、ここまで来てくれた奎吾さんを再現しているつもりのよう。

「な、菜々子さ……」

「はは」

　東雲先生が呆れ気味に、乾いた笑い声を漏らした。

　菜々子さんは全然気にした様子もなく身体を起こし、両手を組み合わせてポーッと宙を見上げる。

「逞しいし頼もしいし、しかも超イケメンとか。もう、凛花ちゃん、どこでそんな最高の旦那様ゲットしたのよ？」

「え。ええと……」

　奎吾さんを褒めてもらって嬉しくて照れ臭くて、私は微妙に目を泳がせた。

　東雲先生が、「まあまあ」と苦笑する。

「その最高の旦那様。怪我の方はどう？」

「あ、はい」

　そう問われて、私は背筋を伸ばした。

「もともと鍛えてるおかげで、回復も順調で……」

「勝手にお邪魔してすみません。瀬名と申しますが、妻は……」

　私が説明していると、戸口の方から遠慮がちな声が聞こえた。

「え」

　私たちは三人揃って、声の方向に顔を向け……。

「あ、奎吾さ……」

「きゃあああっ！　凛花ちゃんの旦那様!!」

　菜々子さんが甲高い悲鳴をあげて私を遮り、勢いよく立ち上がった。

　戸口に立った奎吾さんも、彼女の興奮ぶりにさすがに怯んだように足を竦める。

　だけど、すぐに菜々子さんに気付いて、

「ああ、その節はどうも。お騒がせしました」

　とても礼儀正しく挨拶をした。

　凜とした佇まいにも、菜々子さんは「ほおっ」と溜め息を零す。

「すごい、目の保養……」

「はあ……どうも」

　奎吾さんはぎこちなく笑ってから、東雲先生に目礼する。

「突然お邪魔して申し訳ございません。いつも妻がお世話になっております」

「いいえ。こちらこそ。とても助かってます」

　先生はそう返事をして、私にちらりと視線をくれた。

「凛花さんのおかげで、一組の夫婦が離婚危機から脱せそうなんですよ」

　そう言って、小気味よくウインクする。

　奎吾さんは、「離婚危機？」と怪訝そうに首を傾げたけど。

「いえ、そんな。私はなにも」

　私は慌てて言葉を挟んだ。

　篠原さんご夫妻のことだ。まだ話し合いは続いているけど、つい今日の午前中、旦那様の代理人から中西先生に、離婚請求を取り下げる旨、連絡が入ったのだ。

「そうですか。お役に立てているようでなによりです」

　奎吾さんは気を取り直してそう答えて、私に目を留めてくれた。

「凛花。仕事は終わったか？」

　ちょっと照れ臭そうに微笑みかけてくれる彼に、菜々子さんじゃないけどきゅんとしてしまう。

「は、はいっ。すぐ支度しますね」

　頬が火照るのを感じながら、そそくさとソファから立ち上がる。

「ええ～。仕事帰りにお迎えとか……デート？」

　菜々子さんのじっとりとした視線がついてきた。

「え!?　あ、ええと……」

「デート……ええ、まあ、はい」

　返事に困る私に代わって、奎吾さんがほんの少し目尻を下げて答えてくれた。

「今回の件で怖い思いをさせたお詫びと、毎晩怪我の処置をしてくれるお礼を兼ねて食事に」

「まあ～……なんて優しい旦那様……」

「ええと……すみません、お先に失礼します」

　大袈裟に溜め息をつく菜々子さんと東雲先生に頭を下げ、私はコソコソと先生の部屋から退散した。




　奎吾さんが連れてきてくれたのは、銀ぎん座ざにあるイタリアンの名店だった。

　ミシュランで三年連続三つ星の評価を得ている人気店で、予約は一年先まで埋まっているという噂も聞く。

　その噂通り、ディナータイムが始まったばかりでも、店内は満席だった。

　なのに、私たちを出迎えてくれたコンシェルジュは、キラキラした夜景を堪能できる窓際の一等席に案内してくれた。

　高級店だからか、若いカップルは少ない。洗練された品のいい人たちばかりで、店内はとても落ち着いた雰囲気。穏やかな空気が心地よい。

　私がなんとなく辺りを眺めている間に、奎吾さんがオーダーを済ませてくれた。

　アンティパストにズッキーニの花のフリット、プリモピアットにポルチーニクリームのショートパスタ、セコンドピアットはポルケッタというローストポークのチョイスだ。

　続いてソムリエが恭うやうやしくワインリストを差し出した。

「キャンティ・クラシコの２００６年物がお勧めです」

「ああ、キャンティの当たり年でしたね」

　奎吾さんはワインリストを受け取りながら相槌を打ち、ちらりと私を見遣る。

　わずかに逡巡してからかぶりを振って、ワインリストを閉じた。

「申し訳ないが、なにかノンアルコールの飲み物を。妻は酒に弱いので」

「かしこまりました」

「えっ。あの……大丈夫ですよ？」

　ワインリストを返す彼に、私は遠慮がちに言葉を挟んだ。

「キャンティ・クラシコをグラスでふたつお願いします」

　私に顔を向けたソムリエに、はにかんで告げる。

「承知いたしました」

　ニコッと笑ってからキビキビと離れていくソムリエの背を目で追って、私は満足感から息を吐き……。

「……あの、いけませんでしたか？」

　奎吾さんが微妙な顔をしているのに気付き、肩を竦めた。

　彼は「いや」と言いながら目を逸らす。

「……またワインで酔われたら、と思っただけだ」

「？」

「いや、いい」

　きょとんとする私に、口元に手を当てて誤魔化した。

　私は彼の様子を気にして、首を傾げたけれど。

「えっと……ふたりでお食事に来るの、初めてですね」

　改めて緊張を覚え、無意識に背筋を伸ばした。

「ああ」

　奎吾さんも気を取り直した様子で、口元から手を離す。

「すまなかった。本当はもっとこういう時間を取らねばならなかったと、猛省している」

「！　そんな。謝らないでください」

「今、メインを肉か魚、どちらにするかも困ったほど、俺はお前を知らなかった。結婚して一年も経つのに、情けない」

　自嘲気味に顔を歪めるのを見て、私はきゅっと唇を結んだ。

　膝に置いた両手に目を落とす。

「……私もです。奎吾さんの好物がなにか、知らなくて」

　真正面から向けられる視線を感じながら、ほんのちょっと肩に力を込め……。

「結婚記念日。奎吾さんの好きなもの、たくさん作って喜んでもらおうと思ったのに、わからなくて……」

「……ああ」

　奎吾さんが、静かに相槌を打つ。

　どんな表情をしているか気になって目線を上げると、彼もなにか神妙な様子で目を伏せていた。

「カレーを作ってくれていたな。食べられなくて、本当にすまなかった」

「い、いえ！　カレーくらい、いつでも作れます。それより、奎吾さんの好きな食べ物って……っ」

　自分を責めたつもりだったのに気遣われてしまい、私は焦って答える途中で言葉に詰まった。

　結婚記念日――。

　一緒に過ごせなかった悲しさより、朝から時間をかけて作った本格カレーを食べてもらえなかった残念さより、その後の出来事が鮮明に脳裏に蘇った。

　意図せずカッと頬が火照ってしまい、反射的に俯く。

　その時。

「お待たせいたしました。前菜のフリッタ・ディ・ズッキーニでございます」

　店員が前菜と食前酒を運んできてくれた。

　丁寧にサーブしてから離れていく店員を見送って、奎吾さんが食前酒のグラスを手に取る。

「じゃあ、乾杯しよう。凛花」

「は、はい……」

　促されて、私も軽くグラスを掲げたものの、口をつけるのを怯んでしまう。

　奎吾さんがノンアルコールの飲み物を注文しようとした理由って、もしかしなくても……。

　彼は食前酒をゆっくり喉に流し、固まる私に目を留めて「ん？」と首を傾けた。

「凛花？」

「あ！　い、いただきます」

　私は慌てて取り繕い、口元にグラスを運ぶ。

　怖々と一口飲む私を頬杖をついて眺めていた奎吾さんが、目を伏せて笑った。

「くれぐれも飲みすぎるなよ。またあんな格好をされては、俺の心臓と理性がもたない」

「！」

　苦笑気味に言われ、頬が茹だる。

「すみませんでした！　忘れてください……」

　グラスをテーブルに戻し、肩を縮めて恐縮すると。

「忘れるものか」

　奎吾さんが、「ふっ」と吐息を漏らす。

「俺のためであればいい。不意打ちだけ避けてくれれば」

　目を細め、グラスに残っていた食前酒をくいと飲み干した。

　私は居た堪れない思いで目を泳がせて……。

「……奎吾さんでも、ああいうのにグラッとくるんですか」

　自分で聞いておきながら、どんな答えが返ってくるかソワソワする。

　奎吾さんは、一瞬面食らったような表情をしたけれど。

「ああ」

　眉尻と口角を上げて、不敵な笑みを浮かべた。

「俺も男だからな」

　平然と言って退け、早速フリットにナイフを入れる。

　優雅で洗練された所作で口元に運ぶ彼の脳裏に、ワインに酔って淫らな下着を着た私がよぎっているかと思うと、顔から火が噴きそう。

　でも、そうか。男だから。

　――つまり、過去にもああいうことが……？

「ああ、そうだ。凛花」

　奎吾さんは思い出したように言いながら、目線を上げた。

「今度、結婚記念日の埋め合わせをしたいんだが……」

　彼の答えが引っかかり、ぎくしゃくとナイフとフォークを動かす私に、首を傾げる。

「どうした？」

「！　い、いえっ」

　私は変な汗を掻きながら、力いっぱい首を横に振って誤魔化した。

「いただきます」

　真正面から注がれる視線を意識しないよう、せかせかと食べ始める。

　それでも奎吾さんは、私をジッと観察して。

「くっ」

　小さく声を漏らして笑った。

　私が手を止めて目線を上げると、「いや、悪い」と言って顔を背ける。

　そして。

「お前だけだよ」

「え？」

「俺がグラッとくるのは。ああ、いや、あんな下着じゃなくどんな姿でも、俺はお前にだけ欲情する」

「っ……」

　まっすぐで淀みない視線と言葉に、私は全身を火照らせた。




　ゆっくり時間をかけて美味しい夕食を堪能して帰宅して、奎吾さんは先にバスルームに向かった。

　三十分ほどで入浴を済ませ、リビングに戻ってくると。

「凛花、頼む」

　寝室に向かいながら、私を呼んだ。

「はい」

　私は洗濯物を畳んでいた手を止め、後を追う。

　先に寝室に入った奎吾さんは、ベッドサイドに座っていた。

「いつも手を煩わせてすまない。そろそろいいかと思うんだが……」

「いえ。ちゃんと綺麗に治すために、大事なことですから」

　私は病院で処方された軟なん膏こうを受け取り、彼の背に回って軽くベッドに腰かけた。

　奎吾さんが、Ｔシャツを裾から捲り上げて脱いだ。

　私の視界の真ん中に飛び込んでくるのは、彼の広い背中の右肩から正中に走る一本線の傷痕――。

「っ……」

　あれから毎日見てるのに、そのたびに最初はギクッとしてしまう。

　私が怯んだ気配を感じ取ったのか、奎吾さんが肩越しに私を振り返った。

「凛花？」

「あ。ごめんなさい」

　私は慌てて軟膏を指に取った。

「すぐ、やりますね」

　そうは言ったものの、怖々とした手つきに気付かれてしまったのか。

「見苦しいか？　ステープラーが抜ければ、いくらか見栄えもよくなると思うが」

　奎吾さんが、私を肩越しに見下ろして訊ねてくる。

「い、いえ、そんな……」

「鋭利な刃物だったのが幸いだそうだ。まっすぐで、どこにも引っかかりはない。何年か経てばただの線になり、やがて目立たなくなる」

　まるで他人事みたいに語るその横顔を、私はそっと見つめた。

　けれど。

「でも、奎吾さんの背中、とても綺麗なのに。私のせいで……」

「まだ言ってるのか」

　しゅんと肩を落とす私を、奎吾さんが溜め息で遮る。

　サッと振り返ったかと思うと、勢いよく覆い被さってきて、私の頭を抱え込んでキスをした。

「っ！」

　いつもより執拗に、いやらしい音を立てるキス……きっとわざとだ。

　奎吾さんは唾液の糸を引いて唇を離し、ハッと熱い吐息を漏らす。

「凛花。俺は今でも、もしあの時この身体が動いてくれなかったら……と考えて、悪夢を見ることがある」

「え……？」

　息を乱し、気の抜けた声で聞き返す私に、柔らかく目尻を下げた。

「時任が落としたナイフが、俺の背中を掠めてくれてよかった。そうじゃなかったら、お前のどこかを傷つけていたかもしれない」

「っ……」

「お前の綺麗な身体も可愛い顔も、無傷でよかった。だから、この傷は俺にとっては夫としての勲章なんだよ」

　くっと眉根を寄せて、責任を感じて落ち込む私を窘めるように見据える。

　私は、鼻の奥の方をツンとさせながら、

「……はい。ありがとうございます」

　コクコクと頷いて応えた。

「ああ、それでいい」

　ぎこちなく笑みを向けると、奎吾さんも目を細めた。

　私たちは至近距離から見つめ合って、今度はどちらからともなく顔を寄せ合う。

　触れ合ったが最後、すぐに熱く情熱的に舌を絡ませ合い……。

　唇が離れた時、私は彼のベッドに組み敷かれていた。

　天井の明かりが降り注ぎ、彼の大きく濃い影が落ちてくる。

「あ……」

　一瞬、ドキッと心臓が跳ねた。

　この角度から見上げる奎吾さんはどこか野性味を帯びて、いつも以上に精悍だ。

　普段はヴェールで隠されている男味が滲み出て、ちょっと獰猛な印象になって、私の胸はドキドキと際限なく高鳴る。

　だけど。

「こ、これ以上はダメです」

　私は彼の胸に両手を置いて拒んだ。

　上から、「は？」と不服そうな声が降ってくる。

「凛花」

「ちゃんと傷が塞がってから。それまでは……」

「抜ばっ鈎こうが済んでないだけで、傷は塞がってる」

　即座に返される言葉にも、私は首を横に振った。

「心配しすぎだと言ってるのに」

　奎吾さんは焦れた様子で顔を歪めたものの、すぐに困ったように眉尻を下げる。

「今俺が強引に抱こうとしても、お前は余計なことを考えて集中できないんだろうな」

　ほんのちょっぴり不貞腐れた口調で言って、ベッドを軋ませて起き上がった。

　ベッドサイドに元通りに腰かけ、ガシガシと頭を掻く彼を見つめながら、私もゆっくり身体を起こした。

　引き締まった背中を斜めに横断する傷を指でなぞり、遠慮がちに頬を当てる。

　奎吾さんが、ピクッと反応した。

「そうやって、俺の理性を試してるのか？」

　肩越しに、彼らしくない皮肉っぽい質問が落ちてくる。

　私は黙ってかぶりを振った。

「集中できないんじゃないです」

　目を伏せ、ボソッと呟く。

「え？」

「むしろ、逆です。私、奎吾さんに抱きしめられると、すぐ舞い上がっちゃって。奎吾さん、ほんとは痛いの我慢してるかもしれないのに、気遣う余裕もなくなっちゃうので……」

　私が声を尻すぼみにすると、奎吾さんは黙り込んだ。

　ちょっと前までは、彼といる時間に沈黙するのがもったいなくて、私は必死に話題を探した。

　でも今はなにも喋らなくても、奎吾さんの体温を感じていられるのが幸せだ。

　こうして寄り添っていると、ドキドキするのにもっと包み込んでほしくなって――。

「……ふっ」

　吐息交じりの笑い声に、ハッと我に返った。

「す、すみません」

　会話の途中なのに、ひとりで浸ってしまった自分を叱咤するつもりで、勢いよく彼から離れる。

「せっかくお風呂で温まったのに、湯冷めしちゃいますね。すぐに包帯巻きます」

　抱きしめられると、じゃない。

　一緒にいるだけで浮き足立ってる自分が恥ずかしい。

　私はカーッと頬を火照らせて、急いで包帯を手に取った。

　すると。

「くっくっく……」

　奎吾さんが顔を手で覆い隠し、肩を震わせて笑っているのに気付く。

「……奎吾さん？」

「いや、すまん。俺が抱いている間、凛花に気遣う余裕があったら、それはそれで微妙なんだが、男冥利に尽きるな、と」

「は？」

　奎吾さんは、きょとんとして目を瞬かせる私を、身を捩って振り返ると。

「俺に抱きしめられると舞い上がるのか。凛花がそんな風に思ってくれているのが、堪らなく嬉しい」

「っ……」

　言葉通り、本当に嬉しそうな笑顔に、私の心臓は壊れそうなほど弾む。

　それを知ってか知らずか、奎吾さんは私の顎をくいと持ち上げ、ちゅっと跳ねるようなキスをした。

「！」

「わかった。今日はこれで我慢しておく」

　細めた目で私の瞳の奥まで射貫き、不敵に口角を上げる。

「だが、明後日抜鈎したら、思う存分抱かせてもらう。ダメとは言わせない。いいな？」

「も、もうっ！」

　私は焦って、真っ赤に茹だった顔を背けた。

「やりにくいから、そっち向いててください」

　奎吾さんは、「はいはい」と歌うように言って、素直に正面に向き直ってくれた。

　私は肩を動かして息を吐き、鼓動を鎮めた。

　そうして気を取り直し、彼の背中に包帯を巻き始めたけれど。

　――明後日。

　お医者様も傷は塞がったと判断し、無事に抜鈎したら……。

『思う存分抱かせてもらう』

「っ……」

　強気な宣言が、頭の中に木こ霊だまする。

　この間は、傷の痛みもあっただろうけど、初めての私に奎吾さんがだいぶ手加減してくれていたのはわかる。

　だけど次は――。

　三日後のことを想像したらソワソワして、彼の背中を正視できなくなってしまった。










Epilogue




　奎吾さんが診察の予約をしているその日、私も仕事を早退させてもらって病院にやってきた。

　午後五時半。

　午後の診療時間は過ぎている。

　整形外科前の待合席にいるのは、私ひとりだ。

　私が到着した時、奎吾さんはすでに処置室に入った後のようで、見かけていない。

　それから十分ほど経つけど、他に患者は来ない。

　どうやら、奎吾さんが今日最後の患者だったようだ。

　そろそろかな、と左手首の腕時計で時間を気にした時、少し先にある処置室のドアが開いた。

「ありがとうございました。失礼します」

　ドア口で両足を揃えて立ち止まり、室内に向かって丁寧に頭を下げたのは奎吾さんだ。

「あ」

　私が腰を浮かせると、彼は回れ右をして一歩踏み出したところで気付いた。

「奎吾さん」

「凛花。なんだ、来てたのか？」

　目を丸くして、私の方に走ってこようとする。

「あ、走っちゃ……」

　慌てて駆け寄った私に、目尻を下げて苦笑した。

「たった今、抜鈎してもらったよ。そもそも怪我は背中だ」

　コツンと額を小突かれ、私はとっさに瞬きをした。

　それでも表情を和らげない私に、奎吾さんはひょいと肩を竦めた。

「俺よりお前の方が傷の具合を見ているせいか。でももう心配いらない。今まで悪かった」

　相変わらず私の心配をしてくれる彼に、弾かれたように首を横に振る。

「そんなこと。だって私のせい……」

「まだ言うか。俺にとっては勲章だと言ったろ」

　奎吾さんはほんの少し顔をしかめたものの、すぐに目尻を下げた。

「もう言いっこなしだ。いいな？」

「……はい」

　珍しく茶目っ気を覗かせる彼につられて、私の表情も緩んだ。

「凛花、仕事は？」

「あ。今日は早退させてもらいました」

　歩きながらコートに袖を通そうとする彼から鞄を預かり、胸に抱きしめて答える。

「菜々子さんが、今日は快気祝いするんでしょ、って気遣ってくれて」

「そうか。いい先輩だな」

　奎吾さんは、柔らかい笑みを浮かべた。

　コートの襟を直し、私の手から鞄を受け取ると。

「じゃあ一緒に帰ろう。俺もこのまま直帰するから」

　そう言って、私の背中に手を回す。

「はい……」

　軽く押して促され、私はなんとなく肩を縮めた。

　快気祝い――奎吾さんは、どういう意味に解釈しただろう？

　私の方は、この間の『思う存分抱かせてもらう』という宣言のせいで、家に帰った後、夜のことばかり意識してしまう。

　期待している自覚があるからドキドキして、彼の顔をまっすぐ見られない。

　会計カウンター前のロビーも、人は少ない。

　奎吾さんが会計をしている間も、用を終えて正面玄関まで歩く間も、私は半歩下がって自分の足元ばかり見ていた。

　病院を出ると、大通りに面した歩道が視界に広がる。

　付近にオフィスや大きな大学があるため、この時間は帰路を急ぐ人でいっぱいだ。

「さあ、行こう」

　奎吾さんが先に踏み出す。

　駅に向かう人の波に紛れ、私はそっと彼を見上げた。

　その横顔はとても涼やかで凛としていて、私には心の内を推し測ることも難しいけれど。

　信号待ちの列に並ぶと、思い切って彼の袖を摘まんだ。

「え？」

　私の行動に意表をつかれたのか、奎吾さんが肩越しに見下ろしてくる。

「えっと、ちょっとだけ……」

　私は一気に速まる鼓動を気にして目を伏せた。

　頭上から、ふっと短い吐息が降ってくる。

「ほら」

　奎吾さんは私に一度指を解かせ、自分の手で包み込むように握ってくれた。

　その手を、自分のコートのポケットに持っていく。

「……あったかい」

　私が幸せな気分で独り言ちたのが聞こえたのか、ギュッと手に力を込めてくれた。




　ふたり揃って帰宅してから、簡単な夕食を作る間も。

　ダイニングテーブルで向き合い、食事をする間も。

　奎吾さんが一口食べるごとに、「美味い」と料理を褒めてくれても、私はこの後のことで頭がいっぱいで、終始ソワソワしていた。

　気もそぞろで夕食を終え、奎吾さんがお風呂に入っている間に、食器の片付けをした。

　軽く流水で注いでから食洗機に並べながら、ついボーッとして――。

「凛花。替わるから、お前も風呂入ってこい」

「ひゃっ……」

　後ろから肩に手を置かれ、ビクンと大袈裟に反応してしまった。

　慌てて振り返ると、奎吾さんは手を引っ込め、怪訝そうな顔をしていた。

「おい、どうし……」

「い、いえっ！　なんでもないです。気にしないでください」

　私はとってつけた笑顔で誤魔化し、正面に向き直った。

「？」

　彼の不審げな気配を背中にひしひしと感じながら、急いで食洗機のスイッチを押す。

「じゃあ、私もお風呂いただいてきますね」

　微妙に視線を外したまま、奎吾さんの脇を擦り抜け、逃げるようにキッチンを出た。

　そのままお風呂に入り、髪も身体も念入りに洗った。

　ふやけるほどゆっくり湯船に浸かっていると、いやがおうでも一年前の結婚初夜を思い出す。

　この緊張感、あの時みたい。

　でも、今は奎吾さんに愛されてるのがわかってるから、高揚感という方が正確かもしれない。

　そう、今日は去年とは確実に違う――。

「って、いけない！」

　ついしみじみとしかけて我に返り、ザバッと音を立てて湯船から立ち上がった。

　また長湯しすぎて、奎吾さんを待たせてしまう。これじゃ、去年と同じだ。

　私はあたふたと身体をバスタオルで拭い、パジャマを着てバスルームから飛び出た。

　去年、ソファでうたた寝していた彼を思い出しながら、リビングに駆け込む。

「すみません、奎吾さ……！　あれ？」

　初夜の二の舞とはならず、奎吾さんはソファにいなかった。

　辺りを見回し、寝室のドアが薄く開いているのを見てごくりと唾を飲む。

　うたた寝どころか、先にベッドに入ってしまった……とは思いたくないけど。

「奎吾さん。遅くなってすみませ……」

「っ……」

　恐る恐るドア口から声をかけると、こちらに背を向けてベッドに腰かけていた奎吾さんが、ギクッとしたように肩を震わせた。

「凛花」

　彼には珍しく、慌てた様子で振り返る。

「え……」

　私はその場に立ち尽くしたまま、彼の背中を見つめた。

　奎吾さんは、上半身裸だった。その傍らには、見慣れた軟膏の容器が置かれている。

　どうやら、自分で薬を塗っていたようだ。

　いつも私に頼んでくれていたのに。

「どうして……」

　急に頼ってもらえなくなった寂しさから、弾かれたように駆け寄る私を、

「いや、傷は本当に塞がっている。大丈夫だから！」

　奎吾さんが、焦った声で遮った。

　その勢いに、私はピタリと足を止める。

「でも……」

「今までステープラーが嵌まっていた部分に、あと一日二日塗るように言われただけだ。傷は完治しているから大丈夫だ。だから、『ダメ』は言わないでくれ」

「え？」

「三日前から、今夜はと思ってたのに……」

　奎吾さんは、困惑して瞬きをする私から隠れるように、顔を手で覆った。

「いや、三日どころじゃない。初めてお前を抱いた時からずっとだ。なにも心配させずに、お前が俺に抱かれることに集中できるようになった時には、思う存分本気で……」

「あのっ！　奎吾さん、なにを言ってるんですか？」

　らしくないほど必死になって捲し立てる彼に一瞬唖然としながら、私はなんとか声を挟んだ。

　思い切ってベッドサイドまで歩いていくと、奎吾さんが指の隙間から私を窺ってくる。

　ゆっくり手を離し、渋く顔を歪めて……。

「今夜は、なんと言われようとお前を抱きたい。それだけだ」

「っ……」

　直情的な欲求に頬に血が上り、私は思わず言葉に詰まった。

　いやがおうでも騒ぎ出す胸に手を当てる。

　そして。

「もう……」

　頬が火照るのを意識しながら、軟膏を手に取った。

「私は、どうして私にやらせてくれないのって思っただけです」

　上擦りそうになる声を抑え、ちょっと拗ねて呟く。

「……え？」

　当惑気味に聞き返してくる彼の背に回り、ベッドサイドに腰を下ろした。

　奎吾さんが肩越しに見下ろす視線を感じながら、薬を指に取って彼の傷に塗る。

「これは、私だけの役割って思ってたんです。奎吾さんの妻の私だからできること。だから、やらせてもらえて嬉しいんです」

　昨夜まで嵌まっていたステープラーが外れ、その痕はまだ少し赤みを帯びている。

　私は慎重に指でなぞって、軟膏に蓋をした。

「自分で塗るの、大変でしょ？　だから最後まで私にやらせてくださいね。はい」

　顔を上げ、彼にニコッと笑ってみせてから、その手に軟膏を返した。

「凛花」

「それと」

　奎吾さんがなにか言いかけたのを、少し声を張って遮る。

「今夜は、って思ってたのは、私も同じです。三日前から。……ううん、今までずっと」

　落ち着きなく目を彷徨わせた私に、彼が「え？」と意表をつかれたような表情を浮かべた。

「だから、あの……本当にもう大丈夫ですよね？」

　私が上目遣いで確認すると、こくりと喉を鳴らす。

　そして。

「ああ」

　一転して好戦的に目を細め、私の肩に大きく腕を回し……。

「っ……え？」

　一瞬にしてベッドに横たえられ、パチパチと瞬きを繰り返す私に、ニヤリと口角を上げる。

「よかった。これで、お前の期待に思いっきり応えてやれる」

「えっ……」

「今朝からなにかソワソワしていたのは、お前も俺にこうされることを待ち望んでいたからだろ？」

「！」

「俺が気付いていないとでも？」

　ペロリと唇を舐めて欲情を見せつけられ、私の心臓がドキンと跳ね上がった。

「期待って……あっ」

　反射的に弁解しようとした私に、奎吾さんは問答無用とばかりに激しく濃厚なキスを浴びせる。

「あふっ……んんっ、奎吾さんっ……」

　丹念に搦め捕りながら、私の服を脱がせていく。

「あっ……」

　瞬く間に胸元を露わにされ、恥じらって隠そうとする私の手を、

「ダメだ。やっと触れ合えるのに」

　無情にも掴み取り、体重を預けてきた。

「ふ、あっ……！」

　ぴったりと重なった胸から、一気に彼の体温が流れ込んでくる感覚に怯み、ビクンと腰が浮いた。

「ああ……やっと感じられた。お前の滑らかな肌」

　奎吾さんが私の耳元で、どこか恍惚とした吐息を漏らす。

「あっ……あ……」

　私はゾクゾクと戦慄きながら、無意識に彼の背中に両腕を回した。

　一瞬ハッとして手を引っ込めかけてから、

「……ふふっ」

　奎吾さんの言葉の意味に納得して、腕に力を込める。

　初めての時は、こうして彼の背中に腕を回すのも躊躇した。

　包帯に阻まれ、互いの肌が直接触れることもなく、彼の温もりを感じられなかった。

　でも、今は――。

「奎吾さん、あったかくて気持ちいい」

　うっとりと心の声を漏らす私に、彼も吐息交じりに笑った。

「お前もだ。どこもかしこも温かい」

　唇が、肌が、なににも阻まれることなく、ぴったりと重なり合う。

　そうしていると、奎吾さんの心の震えも悦びまでもが、全部私に浸透してくる気がする。

　きっと、彼にも同じように、私が全部伝わっているはず……。

「凛花、愛してる。一生、俺だけ見てろ」

　奎吾さんは、憚らない独占欲と大きな愛で、私を包み込んでくれる。

　そんな彼にドキドキするのに、私は絶対的な安心感を与えてもらえる。

　愛おしすぎる体温に溶け込みながら――。

「私も、奎吾さん……」

　私は、彼のすべてに身を委ねた。
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独占し合う




　凛花と共に、二度目となる新しい年を迎えた。

　挨拶回りなどで慌ただしい年末年始を過ごし、ようやく平常を取り戻した、一月最後の日曜日。

　俺は剣道着を身に着け、しっかりと胴を当てて面を被り、小手を嵌めた左手に竹刀を握って立ち上がった。

　ゆっくり回れ右をして、俺と同じ出立ちの剣士……拓哉と向き合い、一礼する。

　互いに床を踏み、白い開始線まで来て足を揃えて立ち止まった。

　竹刀を構えて腰を下ろし、蹲そん踞きょの姿勢を取る。

　ここは瀬名本家の敷地内にある道場だ。同時に四つ試合ができる広さがあり、暖房の効きは悪い。裸足で踏む板敷きの床は冷たかったが、一通りの稽古を済ませてすっかり身体も温まった。

　瀬名一族に生まれた男は、もれなくここで剣道を教わる。俺も三歳の頃から、ここで祖父に鍛え上げられてきた。

　切り返しに打ち込み、掛かり稽古に地稽古――俺の相手は、いつも純平だった。その純平は今、面を外して傍らに立ち、尊大に腕組みをしている。

「始めっ」

　審判を務める彼の一声で立ち上がる。

「やあああーっ！」

　俺と拓哉、ふたりの気合の入った掛け声が道場に響いた。

　ダンッと地響きするほどの勢いで踏み出し、竹刀を交わす。

　パーンと、切れのいい音がした。

　半ば強制的に始めた剣道だが、俺は好きだ。

　剣道では、気・剣・体が一致して初めて有効打突となる。相手から一本取るには、残心――気を抜くことなく心を残し、警戒を怠らない気構えがあるかどうかも問われる。礼に始まり礼に終わる、礼節を重んじた日本の武道は、俺の礎と言っていい。

　それに、俺が凛花と出会ったのも、この道場だ。

　昇段試験を控え、純平と試合さながらの地稽古をしていたあの時、迷い込んだ凛花は今、この道場の隅で俺を見ている――。

「めえーんっ！」

　一瞬意識が逸れたその時、拓哉が竹刀を振り上げた。

　――させるかっ。

「どおおーっ！」

　俺は彼の技の隙を見極め、竹刀を横に振り払った。

　バシッと、確かな手応えがあった。

　しかし、純平から『一本』の声はかからず……。

「おい、審判」

　俺は息を整えながら、純平に向き直った。

「ん？」

「一本だろうが。一本」

「今の胴は無効だ」

　腕組みを崩さずしれっと返す彼に、思わず「はあ？」と語尾が上がる。

「なんで。完璧に入っただろうが」

　竹刀を下ろして不服を申し立てると、純平はふんと鼻を鳴らした。

「お前は〝気〟が乱れてる」

「は？」

「居合の最中、なにに気を逸らした？　剣と体は十分だが、格下の朝峰に面を仕掛けさせる隙を見せた時点でお前の負けだ」

「なにっ……」

「あ、いいですって。俺の負けで」

　ダンと足を鳴らして詰め寄る俺の前に、拓哉が割って入った。

「今の胴、かなり効きましたし」

　面を外し、顔をしかめて脇腹をさする。

　純平はピクリと眉を動かし……。

「お前はそもそも、闘志がない。なにをしに来た。竹刀を持つ資格もない」

「あの～……今日俺、有無を言わさずに無理やり付き合わされたんですけど」

　傲慢に踏ん反り返って言われ、拓哉がひくっと頬を引き攣らせる。

　俺も面を外し、髪を纏めていた手拭いを剥ぎ取って、はあっと溜め息をついた。

「このへんにしておこう。腹減った」

　汗で湿った髪をザッと掻き上げ、道場の隅で待つ凛花のもとへ歩いていく。

「お疲れ様です、奎吾さん」

　凛花はニコニコして、俺にタオルを差し出してくれた。

　稽古を見ているだけの彼女に、冬の道場は寒いだろう。しっかりとダウンコートを着込み、首にマフラーを巻いている。

「ありがとう」

　俺はタオルを受け取り、額に当てた。

「退屈じゃないか？　稽古の見学なんて」

「いえっ。歩さんも一緒ですし」

　目をキラキラさせる彼女の隣には、昨年中に純平と入籍した歩さんがいる。

「私、剣道の試合って初めて見ました。カッコいいです！」

　彼女もまた、凛花に負けないくらい目を輝かせ、力いっぱい手を叩いた。

「奎吾さんと凛花ちゃんの出会いもここなんですよね？　なんか運命的で素敵」

「はい。すごく懐かしい」

　凛花は少し照れ臭そうに頬を赤らめた。

「初めて見た凛花ちゃんが、怖がったっていうのも納得です。すごい迫力」

　歩さんは興奮醒めやらぬ様子で、頬を紅潮させている。

　俺はその言葉に記憶を導かれ、

「お前、今日はへたり込んでないな」

　口元にタオルを持っていきながら、凛花に目を落とした。

「！」

「怖いお役人さんの決闘かなんかだと思ったんだろ？　腰抜かしてたじゃないか、あの時」

「それは……五歳の時だからでっ」

　凛花は俺の揶揄を真に受け、ムキになって言い返してくる。

　俺たちのやり取りをクスクス笑って聞いていた歩さんが、「でも」と言葉を挟んだ。

「凛花ちゃんはたった五歳で、奎吾さんにときめかされちゃったんですよねー」

「ちょっ……。歩さんってば」

　ニヤニヤと悪戯っぽく笑われ、凛花は顔を茹だらせて目を泳がせる。

「はは……」

　俺も自分で話題にしておきながら気恥ずかしくなって、明後日の方向に視線を逃がした。

「へー。奎吾さんと凛花ちゃんって、そんな前から知り合ってたんですか？」

　後からついてきた拓哉が、目と口を丸くして訊ねてきた。

「純平さん、知ってました？」

　俺の返事を待たずに、後に続く純平を振り返る。

　純平は気のない様子で、「ああ」と相槌を打った。

「もう二十年近く前か。その場に俺もいたからな」

　そう答えて、歩さんに視線を投げる。

「おい、腹減った」

「はいっ。お昼ご飯にしましょ！」

　彼女が張り切って胸を張った。

　凛花とふたりで、レジャーシートを広げ始める。

「すごい。ピクニックみたいだ」

　感心したように呟く拓哉に、純平も同意を示して頷いた。

「どっちかって言うと、運動会だな」

「こうやって大勢で外で食べるの、楽しいですよね。ささ、皆さん座ってください」

　歩さんが嬉しそうに、皆に手招きしてみせる。

「凛花ちゃんと分担して、たくさん作ってきたんですよ。ね？」

「はいっ」

　彼女に話を振られ、凛花も顔を綻ばせた。

「私がおにぎりと煮物担当。歩さんが玉子焼きと唐揚げと……」

　そう言いながらシートに膝をつき、大きなトートバッグからいくつも容器を取り出し、真ん中に並べていく。

　彼女が蓋を開けた途端、拓哉が「おお」と目を瞠った。

「豪華だねえ」

　感嘆する彼に、凛花も歩さんも得意げに胸を反らす。

　拓哉が真っ先に腰を下ろし、俺と純平もそれに続いた。

　俺は匂いに誘われて身を乗り出し、料理に目を凝らした。

　玉子焼きに唐揚げ。野菜の肉巻きや飾り包丁を入れたウインナーもある。

　歩さんは食品メーカーで菓子の企画開発をしていて、料理の腕前もなかなかだと純平から聞いていた。凛花も純平の家に世話になった時にご馳走になっていて、『とても美味しい』と絶賛していた。

　なるほど、ピクニックや運動会の定番で、目新しくはない素朴な料理でも、味を変えて数種類ずつ用意されていて彩りもいい。

　凛花の方は、俵型のおにぎりだ。綺麗に形も揃っていて、ひとつずつ丁寧にラップで包まれている。

　白米に海苔を巻いたものだけじゃなく、なにか混ぜてあるものもあり、色彩豊かだ。

「凛花ちゃんのおにぎり、すごい凝ってる！　おにぎりって、三角より俵型の方が綺麗に握るの難しいんだよね」

　歩さんに称賛されて、凛花も嬉しそうにはにかむ。

「へえ。何種類あるんだ、これ？」

　純平も珍しく興味津々で、顎を撫でる。

「鶏とりそぼろと、カリカリ梅のみじん切りとゆかり、しらすと野沢菜、焼き鮭のフレークと白しろ胡ご麻まの混ぜご飯です。白米の中身は、ツナマヨ、辛子明太子、おかかです」

　凛花が説明する途中で、俺の隣で拓哉がごくんと唾を飲み込んだ。

「こっちは筑前煮と、ポテトサラダ。あと、スナック代わりになるかと思って、餃子の皮でチーズを包んで揚げてみました」

　ここでも拓哉が、「おおー」と声を漏らした。

　今朝早くから、凛花がキッチンで料理に精を出していたのは、俺も知っている。チーズをつまみ食いしようとして、『ダメっ』と手の甲をつねられた。

『みんなで食べるまでお預けです。朝ご飯はトーストで我慢してください』

　子を叱る母親のように、『めっ』と顔をしかめたのが、また可愛かった。

　お預けを食らったせいか、今日はずっと、彼女にいいところを見せようと竹刀を振っていた気がする。悔しいが、純平の言う通り〝気〟が乱れていた。竹刀を持つ資格がないのは、俺も拓哉と同じだったか……。

　俺がひとり密かにバツが悪い思いをしている間に、歩さんが紙皿と割り箸を配ってくれていた。

　拓哉はそれを受け取ると、

「俺もいただいていいの？」

　と、なんとも今さらな質問をする。

　凛花が、「もちろん」と笑った。

「たくさん食べてくださいね」

「ありがとう！　もう我慢の限界っ。いただきます！」

　拓哉は勢いよく両手を合わせ、おにぎりと唐揚げに箸を伸ばした。

「いい歳した大人ががっつくな、恥ずかしい……」

　おにぎりを頬張り、「美味い！」と大袈裟に天を仰ぐ彼に、純平が眉をひそめた。

　しかし、苦言の途中で、彼の腹の虫がグーッと鳴く。

「ふっ。カッコつかないな」

「……うるさい」

　口元に手を遣り、笑い声を殺して揶揄する俺に、顔をしかめた。

「ふふ。純平さんも奎吾さんもどうぞ」

　凛花がおにぎりの詰まった容器を持って促すと、純平も目尻を下げた。

「ありがとう。いただきます」

　ひとつ摘まんで半分口に入れ、無言でゆっくり咀嚼していたが……。

「うん」

　満足げに頷き、もう半分を口に放り込む。

　素直に『美味い』と言わない可愛げのない反応にも、俺が密かに満悦していると。

「はい。これ、奎吾さんの好きなおかかと焼き鮭です」

　凛花が、おにぎりをふたつ手渡してくれた。

「ああ、ありが……」

「奎吾さんも純平さんも、料理上手な奥さんもらって幸せですねー」

　すっかり遠慮を忘れ、すでに三つ目のおにぎりを頬張ってぼやく拓哉に、謝辞を遮られた。

「お前ももらえばいいだろ」

　純平が玉子焼きを皿に取りながら、素っ気なくツッコむ。

「そうだな。上官を羨ましがってる暇があれば、さっさと身を固めればいい」

「こんな時だけタッグ組まないでくださいよ。普段は火花散らし合ってるくせに」

　俺が純平に同意すると、拓哉はひくっと頬を引き攣らせた。

「おふたりもそうだったでしょう？　誰でもいいわけじゃないんですよ。結婚相手となると」

「お前、そこそこモテるじゃないか」

　はあ、と肩を落として溜め息をつく彼に、純平が口をモグモグさせながら眉尻を上げる。

「適当に付き合うから悪いんだよ。歩にも気まぐれにちょっかい出してたしな」

「え、私？」

　純平が言う〝ちょっかい〟は無自覚だったのか、歩さんはきょとんとした顔をした。

「ちょっ、純平さん。女性陣の前でそういう話題は……」

「凛花のことも、散々からかってくれたなあ。歩さんにもとは……」

　小声でコソッと誤魔化そうとする拓哉に、俺は腕組みをして容赦なく畳みかけた。

「っ、ごほっ」

　凛花はからかわれた自覚があるからか、噎せ返って咳き込んだ。

　ところが。

「あ。凛花ちゃんのことはからかったんじゃなくて、親身のアドバイスですよ？」

　拓哉は開き直って胸を反らした。

「俺なりに、雲うん外がい蒼そう天てんの教えを説いたつもりでしたけど……」

「はあ？」

「凛花ちゃんがからかわれたと思って実践しなかったなら、俺も真摯に受け止めますが。……やったんでしょ？　凛花ちゃん」

　一転して策士めいた光を瞳に宿し、凛花に探りかける。

「！」

「っ、おい」

　素直にボッと顔を赤らめる凛花を背に隠し、俺は彼に向き直った。

「なにが雲外蒼天だ。よくもまあ、いけしゃあしゃあと……」

「いい言葉ですよねえ。困難を乗り越え、努力で克服した暁あかつきにはいいことが待っているって」

　拓哉は憤慨する俺を気にせず、ひとりで勝手に納得して、うんうんと首を縦に振る。

　そして、意味深に目を細め――。

「それに凛花ちゃん、奎吾さんに会心の一撃を食らわせることできたようだし……」

「立て、拓哉。さっきの地稽古、きっちり勝敗つけようじゃないか」

　背後にいる凛花が、頭のてっぺんから湯気が立つ勢いで茹だっている気配を感じながら、俺はサッと立ち上がった。

「え、ちょっ……」

　怯む彼の胸ぐらを掴んで、強引に引っ張り上げる。

「あれ？　奎吾さんが勝ったんじゃないんですか？」

　歩さんがポテトサラダを食べながら、不思議そうに純平を見遣る。

「ドローだ」

「え？　でも」

「おい、奎吾。俺は審判やらねえからな。思う存分叩きのめして、気が済んだら終わりにしろ」

　話が見えていないふたりは、呑のん気きにそんな会話を続けているが。

「気が済むまで叩きのめせって……それが上官の言うことですかっ」

　純平に抗議する拓哉の首の根っこを掴み、俺は板敷きの床をズンズン進んでいく。

「っていうか……俺だけが叩きのめされるなら、地稽古じゃなくて掛かり稽古じゃ」

「お前、今度は本気出せよ」

　道場の真ん中まで行って、ポイと手を離す。

　先ほど放り出したままにしてあった竹刀を拾い、一本を彼に放った。

「凛花の前だから花持たせようなんて余計な気回しは不要。本気のお前から一本取らなきゃ、意味がないからな」

　不遜に言い捨てる俺に、拓哉がピクリと眉を上げた。

「俺、奎吾さんになんの恨み買ったんですかねえ……」

　ニヒルな笑みに、刑事の嗅覚を働かせる彼に、ふんと鼻で笑って返す。

「恨みなんてとんでもない。むしろ俺個人としては感謝したいくらいだが……」

「頑張って！　奎吾さん」

　弾む声が割って入り、俺は言葉を切って目を動かした。レジャーシートから立ち上がった凛花が、やや高揚した様子でこちらに手を振っている。

「た、拓哉さんなんか、やっつけちゃえ！」

「えええ……」

　俺への声援を聞いて、拓哉が引き気味に声を尻すぼみにする。

　俺は思わずぶっと噴き出した。

　そして。

「妻の願いだ。叶えてやらねば」

　そう言って、竹刀を構える。蹲踞の姿勢を取って、彼が応じるのを待った。

「……やれやれ」

　拓哉がひょいと肩を竦める。

　諦めた様子で、俺と同じようにしゃがみ込んだ。

「損な役回りだなあ。……でも俺、性に合ってるんですよね。道化って」

　好戦的に、目を光らせる。

　俺は眉間にくっと力を込め――。

　目配せで開始を合図して、立ち上がった。




　昼食も含め、たっぷり三時間の稽古を終え、俺と凛花は揃って帰宅した。

　俺はシャワーを浴びた後、リビングのソファで寛ぎ、いつの間にかうつらうつらとしてしまった。

　意識が遠退いたのはほんの一瞬――のつもりだったが、ふと目を開けると、リビングの窓から望む空は夕焼けに染まっていた。

　キッチンから、トントンと小気味いい音が聞こえる。

　俺はゆっくり身体を起こし、ソファから立ち上がった。

　凛花がキッチンに立っていた。夕食の支度をしているようだ。

「すまない。眠ってしまった」

　そちらに歩いていきながら声をかけると、彼女が「あ」と顔を上げた。

「お疲れ様でした、奎吾さん」

　ニコッと笑い返してくれるのを見て、俺もキッチンに入る。

「お前も疲れたろ？　朝早くから弁当作って、夕食の支度まで」

　彼女の背に回ると、「いいえ」と弾んだ声が返ってきた。

「奎吾さんの剣道、久しぶりに見れて楽しかったです」

　肩越しに振り返ってはにかむ彼女に、俺も眉尻を下げる。後ろから肩に両手を回し、軽く抱き寄せると。

「そういえば」

　なにか思い出したのか、凛花が俺を振り仰いだ。

「今日純平さんが言ってた〝気〟が乱れてるって、どういう意味ですか？」

「ああ、いや……」

　俺は口に手を当てて言い淀むが、凛花は曇りのない目をして返事を待っている。

「ええと……ひと言で言うと、集中力が足りないということかな」

　諦めて答えた俺に、怪訝そうに首を捻った。

「そんなことなかったと思いますけど」

「俺にはその自覚があるから、まあ仕方がない。お前も、これ以上気にするな」

　そんな言葉で誤魔化し、腕に力を込めて彼女を抱え直す。艶やかな髪に顔を埋めると、凛花は「くすぐったい」と片目を瞑った。

「奎吾さんが納得してるならいいです。最後、拓哉さんから面を取ったのは、純平さんも認めてましたもんね」

　なんの疑いもない澄んだ瞳を向けられ、ほんの少し苦い気分が胸を掠める。

　いくら格下とはいえ、拓哉が本気で居合わせていたら、あんなにあっさり勝負はつかないはずだ。あれだけ言っても、彼はなかなか本気を見せない。

「ったく、アイツは……」

「え？」

　忌々しく独り言ちたのを拾われ、俺は黙ってかぶりを振った。

「いや。それより……」

　話題を変えようとして、稽古の帰りに立ち寄った大型スーパーで声をかけてきた女性の姿が脳裏をよぎった。

　年の頃は、俺と同じか少し上。凛花のことを『瀬名さん』と呼んでいたから、昔からの知り合いではないはずだ。いや、それ以前に、凛花とは真逆の勝ち気そうな見た目で、親しい友人とは思い難い。

「あれは、どういう知り合いだ？」

　抱ほう擁ようを解いて顎をさする俺を、凛花が不思議そうに振り返った。

「あれ？」

「さっき、途中で寄ったスーパーで」

「ああ！」

　俺の誘導で思い出した様子で、ポンと手を打つ。

「篠原さんです。えっと……うちの事務所で、以前ご相談を受けていたお客様……」

　説明しながら、気まずそうに声を尻すぼみにする。

「凛花？」

「奎吾さん、前に事務所に来てくれた時、東雲先生から聞いたでしょ？　その……私のおかげで、離婚回避できそうなご夫婦がいる、って」

「ああ……あの人だったのか。お前、なにをしてやったんだ？」

「私は……ただ自分に重ねて共感しただけで」

「共感？」

　純粋な好奇心から聞き返したが、凛花は言いづらいのか、目を彷徨わせる。

「守秘義務ということなら、無理には……」

　俺はそう納得して、話題を引き取ろうとしたが。

「実は……私が拓哉さんのアドバイスに乗せられたの、あの奥様の話が決め手だったんです」

「拓哉の……っ」

　何気なく反芻しかけて、口を噤む。

　今日だけで、何度思い出したことか。あれから三ヵ月近く経っても、あの時の凛花のしどけない姿態を思い浮かべるとどぎまぎする。

「そ、そういう経緯か」

　意図せず頬が熱くなるのを自覚して、顔に手を当てた。

　確か……凛花が口走った内容では、親から子供を急かされて困っていたが、夫とは一年セックスレスだった。思い詰めて、他の男と……だったか。

　そういう境遇に共感したと言われると複雑だが、俺は「ん？」と首を捻った。

　凛花と話す間も、女性は終始お腹を抱える仕草をしていた。誰がどう見ても妊婦の体型で、妊娠初期とは思えなかったが、もしや――。

「あのお腹は……」

　他人事ながら、その父親は誰かと考えたせいで、俺はかなり神妙な顔をしていたのだろう。

　凛花は慌てた様子で、勢いよく首を横に振った。

「おふたりの赤ちゃんだそうですよ」

「そうか」

　俺も、自分たちを重ねていたのかもしれない。思わずホッと胸を撫で下ろし……。

「あれ。一年レスだったんじゃないのか？　離婚調停も、そこに原因があったんじゃ……」

　凛花からボヤッと聞いただけで、あの女性が抱える事情が掴めない。

　つい、疑問を口に出して訊ねると。

「……内緒ですよ？」

　凛花は小声で口止めしてから、背伸びして俺に耳打ちした。

「え……ぶほっ！」

　聞き取った内容を自分の中で噛み砕き、俺は自分の呼吸に噎せ返った。

「初めて聞いた時は衝撃でした……」

　凛花も顔を真っ赤にして、挙動不審なほど視線を動かす。

「ごほっ、ごほっ」

「でも、私は身につまされたんです。同じ状況になったら、私はどうしたらいいんだろう？って。浮気も離婚も嫌だから、拓哉さんのアドバイスに従ってみようって。あ、でも奎吾さんを襲うなんて、私には無理ですから！」

　咳き込む俺を気にする余裕もないほど、あたふたと早口で説明する。

　俺はなんとか咳が鎮まると……。

「……はあああっ」

　肩を落として脱力しながら、お腹の底から深い溜め息をついた。

　凛花は、俺が呆れていると思ったのだろう。

「ごめんなさい……」

　恐縮したように首を縮めた。

「いや、お前が謝ることはないんだが」

　俺はゆっくりかぶりを振って、彼女の正面に向き直った。

「……次、拓哉に会ったら、礼をしとくべきなのかと考えただけだ」

「え？　今日は叩きのめしたのに？」

　凛花は、一日の間で大きく矛盾する俺に、訝しそうに首を傾げたが……。

　十歳年下の妻に酒で酔わされ襲われるなんて、夫としては沽こ券けんに関わる問題だ。

　だとしたら、彼女に馬鹿なアドバイスをしてくれた拓哉に感謝しておくか、などと思ったとは白状できない。

「…………」

　感情が複雑で、彼女から隠すつもりで手で顔を覆う。

　凛花は気を取り直した様子で、「でも」と、シャキッと背筋を伸ばした。

「篠原さんも旦那様と仲直りできて、本当によかったです」

　まるで自分のことのように、嬉しそうに笑う。

　――いや。凛花にとっては、本当に自分のことだったのだ。

　あの女性と仕事で関わっていた間、どれほど忙しく心を揺らしていたか……それを思うと、自然と俺の気は引き締まる。

「凛花」

　目尻を下げて微笑みながら、形のいい頭を抱え込んだ。

「愛してる」

　長い髪に指を通し、身を屈めて耳元に囁きかける。

　凛花はピクッと震え、

「私も、愛してます。奎吾さん」

　はにかんで、俺と同じ想いを告げてくれた。

「ああ。ありがとう」

　俺は、華奢な身体をぎゅっと抱きしめ……。

「幸せだ」

　自然に心の声を漏らすと、「ふふ」とくぐもった笑い声が聞こえた。

「でも私の幸せは、もっとこの先にもあるんですよ」

「え？」

　顎を引いて見下ろすと、俺の胸元から顔を上げた彼女と目が合った。

「もっと先と言わず、今すぐなんでも叶えてやる。言ってみろ」

「……まだ内緒です」

「え？」

　回答を求めたつもりだったがはぐらかされ、瞬きを繰り返す。

　煙に巻かれた気分で反応を返せずにいると、凛花は俺の胸に甘えるように頬を擦りつけた。

「もうちょっと今のまま……もう少し先でいいかなって」

　付け加えられた言葉がヒントになり、俺も彼女が言わんとする幸せにピンときた。

　相槌を返そうとして、声をのむ。

　その代わり、彼女の額にキスをした。

　そのまま目蓋に、頬に、鼻先に――最後に唇に触れた。

「俺も……」

　――もう少し今のまま、このままふたりがいい。

　もう少し、もう少し――。

　凛花、お前を独り占めしていたい。
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あとがき




　本作はベリーズ文庫のシリーズ企画で書き下ろした『エリート警視正は偽り妻へ愛玩の手を緩めない』のスピンオフですが、私にとっては瀬名一族シリーズの二作目です。書きたかったテーマはズバリ『ジレジレ両片思いの仮面夫婦』でした。

　実は某所で、前作のヒーロー純平が『ドＳすぎる』『ひどい』というレビューを見かけました。そういう依頼だったとは言え悪魔になりすぎないよう、可愛いところも書いたつもりの私としては力が及ばなかったということ。純平に申し訳なくて、書籍番外編後の彼を書いて汚名挽回する機会を狙ってました。

　純平と対等かつ違う個性を持つヒーローがマスト。というわけで奎吾が生まれました。マイルドな常識人のつもりでしたが、純平もいろいろあった後で丸くなっていて、このふたりの場面では奎吾の方が子供っぽいというか（笑）。知的で超エリートな奎吾が、純平には本音で遠慮なくぶつかっていく様が個人的に面白……いや、微笑ましく、ヒロインの凛花と一緒のシーンより、従兄弟同士ふたりを書く方が楽しかったという裏話があります。

　そんな彼に盲愛される凛花は、健気で可愛い女性。作品テーマのせいで結婚初夜すらもすっ飛ばされ、とことんすれ違いの状況下でも、旦那様を尊敬する心を忘れず、素直に愛せる強さもある。そういう自分が奎吾を萌えさせているのに無自覚なのは、経験不足故のお約束ということで。本当は相思相愛の夫婦なので、想いが通じ合った後は、ご馳走様ってくらいラブラブです。

　書き下ろし番外編、瀬名一族三人衆の剣道稽古のくだりは、本編執筆中から機会があれば書こうと決めてました。警察となると柔道か剣道経験者だろうと（今は武道経験がなくてもＯＫ？なのかな）、前作で純平は剣道派という裏設定を作っていたので、今作で披露してみました。前作から続く私の朝峰への愛も散りばめてます（笑）。朝峰君、前作より狡猾な策士感漂うというか、だいぶ頭角を表してきました！　次はなんとか、ヒーローに昇格させたいものですねー。

　奎吾があまりにも奎吾で（？）、凛花の美しさに恐縮ものの、しっとり上品な表紙イラストは藤咲ねねば先生です。素敵なイラストをありがとうございました。

　最後になりますが、今作の書籍化に尽力くださった皆様に感謝いたします。

　お手に取ってくださった読者様、ありがとうございました。

水みず守もり恵え蓮れん
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